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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】低い端末間遅延を可能にする際により効率的で
および／または関心領域に、または、特定のタイルにデ
ータストリームの部分の識別がより容易になるビデオ・
データストリーム符号化コンセプトを提供する。
【解決手段】デコーダ検索タイミング情報、ＲＯＩ情報
およびタイル識別情報は、例えばＭＡＮＥまたはデコー
ダのようなネットワークエンティティによって簡単なア
クセスを可能にするレベルでビデオ・データストリーム
の中で伝達される。このようなレベルに達するために、
そのようなタイプの情報がビデオ・データストリームの
アクセスユニットのパケットに分散するパケットを経由
してビデオ・データストリームの中で伝達される。分散
型のパケットは、除去可能なパケット・タイプの中にあ
り、すなわち、これらの分散型のパケットの除去は、完
全に、ビデオ・データストリームを介して伝送されるビ
デオ内容を回復するデコーダの能力を維持する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にしてその中で符
号化されるビデオ内容（１６）を有し、各サブポーション（２４）はビデオ・データスト
リーム（２２）のパケットのシーケンス（３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３
２）にそれぞれ符号化され、パケットのシーケンス（３４）はアクセスユニット（３０）
のシーケンスに分割され、それにより各アクセスユニット（３０）がビデオ内容（１６）
のそれぞれの画像（１８）に関するペイロード・パケット（３２）を集めるビデオ・デー
タストリームであって、パケットのシーケンス（３４）はその中にタイミング制御パケッ
ト（３６）を分散し、それによりタイミング制御パケット（３６）がアクセスユニット（
３０）を復号化ユニット（３８）に再分割し、それにより少なくともいくつかのアクセス
ユニット（３０）が複数の復号化ユニット（３８）に再分割され、各タイミング制御パケ
ット（３８）が復号化ユニット（３８）のためのデコーダバッファ検索時間に信号を送り
、そのペイロード・パケット（３２）がパケットのシーケンス（３４）におけるそれぞれ
のタイミング制御パケット（３８）に続く、ビデオ・データストリーム。
【請求項２】
　サブポーション（２４）はスライスであり、各ペイロード・パケット（３２）は１つ以
上のスライスを含む、請求項１に記載のビデオ・データストリーム。
【請求項３】
　スライスは、独立して復号化可能なスライスと、ＷＰＰ処理のために、スライス境界を
越えたエントロピーおよび予測復号化を用いた復号化を可能にする従属性スライスとを含
む、請求項２に記載のビデオ・データストリーム。
【請求項４】
　パケットのシーケンス（３４）の各パケットが異なるパケットタイプであるペイロード
・パケット（３２）およびタイミング制御パケット（３６）を有する複数のパケット・タ
イプから正確に１つのパケット・タイプに割り当てられ、パケットのシーケンス（３４）
における複数のパケットタイプのパケットの発生は、各アクセスユニット（３０）の範囲
内でパケットにより従わされることになっているパケットタイプの間の順序を規定するい
くらかの限定に依存し、それにより、アクセスユニット境界はインスタンスを検出するこ
とにより限定を用いて検出可能であり、たとえいかなる除去可能なパケットタイプがビデ
オ・データストリームから除去されても、限定は反対され、パケットのシーケンスの範囲
内の同じ位置に残り、ペイロード・パケット（３２）は除去不可能なパケットタイプであ
り、タイミング制御パケット（３６）は除去可能なパケットタイプである、請求項１ない
し請求項３のいずれかに記載のビデオ・データストリーム。
【請求項５】
　各パケットは、構文要素部を示しているパケット・タイプを含む、請求項１ないし請求
項４のいずれかに記載のビデオ・データストリーム。
【請求項６】
　構文要素部を示しているパケット・タイプは、それぞれのパケットのパケット・ヘッダ
のパケット・タイプフィールド、ペイロード・パケットおよびタイミング制御パケットと
の間の異なる内容、およびタイミング制御パケットのために、一方ではタイミング制御パ
ケットと他方では異なるタイプのＳＥＩパケットとの間を区別しているＳＥＩパケット・
タイプフィールドを含む請求項５に記載のビデオ・データストリーム。
【請求項７】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にするビデオ内容
（１６）をビデオ・データストリーム（２２）に符号化するためのエンコーダであって、
それぞれ各サブポーション（２４）をビデデータストリーム（２２）のシーケンス（３４
）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）に符号化し、それにより、パケットのシー
ケンス（３４）がアクセスユニット（３０）のシーケンスに分割され、各アクセスユニッ
ト（３０）がビデオ内容（１６）のそれぞれの画像（１８）に関するペイロード・パケッ
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ト（３２）を集め、エンコーダはパケットのシーケンス（３４）にタイミング制御パケッ
ト（３６）を分散し、それにより、タイミング制御パケット（３６）はアクセスユニット
（３０）を復号化ユニット（３８）に再分割し、それにより、少なくともいくつかのアク
セスユニット（３０）は複数の復号化ユニット（３８）に再分割され、各タイミング制御
パケット（３６）は復号化ユニット（３８）のためのデコーダバッファ検索時間の信号を
送り、そのペイロード・パケット（３２）はパケットのシーケンス（３４）におけるそれ
ぞれのタイミング制御パケット（３６）に続くように構成された、エンコーダ。
【請求項８】
　エンコーダは、ビデオ内容の現在の画像を符号化する間、現在の画像（１８）の現在の
サブポーション（２４）を現在の復号化ユニット（３８）の現在のペイロード・パケット
（３２）に符号化し、
第１の瞬間に、データストリームの中で、現在のタイミング制御パケット（３６）によっ
て信号を送られるデコーダバッファ検索時間を設定することで現在のタイミング制御パケ
ット（３６）によって前に置かれる現在の復号化ユニットを伝達し、
第１の瞬間より後の第２の瞬間に現在の画像の更なるサブポーションを符号化するように
構成される、請求項７に記載のエンコーダ。
【請求項９】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にするビデオ内容
（１６）をビデオ・データストリーム（２２）に符号化のための方法であって、それぞれ
各サブポーション（２４）をビデオデータストリーム（２２）のパケットのシーケンス（
３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）に符号化し、それにより、パケットの
シーケンス（３４）がアクセスユニット（３０）のシーケンスに分割され、各アクセスユ
ニット（３０）がビデオ内容（１６）のそれぞれの画像（１８）に関連するペイロード・
パケット（３２）を集め、この方法はパケットのシーケンス（３４）にタイミング制御パ
ケット（３６）を分散し、それにより、タイミング制御パケット（３６）はアクセスユニ
ット（３０）を復号化ユニット（３８）に再分割し、それにより、少なくともいくつかの
アクセスユニット（３０）は複数の復号化ユニット（３８）に再分割され、各タイミング
制御パケット（３６）は復号化ユニット（３８）のためのデコーダバッファ検索時間の信
号を送り、そのペイロード・パケット（３２）はパケットのシーケンス（３４）における
それぞれのタイミング制御パケット（３６）に続くように構成された、方法。
【請求項１０】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にしてその中で符
号化されるビデオ内容（１６）を有するビデオ・データストリーム（２２）を復号化する
ためのデコーダであって、それぞれ各サブポーションをビデデータストリーム（２２）の
パケットのシーケンス（３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）に符号化し、
パケットのシーケンス（３４）がアクセスユニット（３０）のシーケンスに分割され、そ
れにより、各アクセスユニット（３０）がビデオ内容（１６）のそれぞれの画像（１８）
に関連するペイロード・パケット（３２）を集め、デコーダはビデオ・データストリーム
をバッファリングするためのバッファまたはビデオ・データストリームの復号化によりそ
こから得られるビデオ内容の再現を含み、パケットのシーケンスに分散されたタイミング
制御パケット（３６）を探し、アクセスユニット（３０）をタイミング制御パケット（３
６）で復号化ユニット（３８）に再分割し、それにより、少なくともいくつかのアクセス
ユニットが複数の復号化ユニットに再分割され、復号化ユニットを単位にするバッファを
空にするように構成された、デコーダ。
【請求項１１】
　デコーダは、タイミング制御パケット（３６）を探す際に、各パケットにおいて、構文
要素部を示すパケットタイプを検査し、構文要素部を示すパケットタイプの値が所定の値
に等しい場合それぞれのパケットをタイミング制御パケット（３６）として認めるように
構成された、請求項１０に記載のデコーダ。
【請求項１２】
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　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にしてその中で符
号化されるビデオ内容（１６）を有するビデオ・データストリーム（２２）を復号化する
ための方法であって、それぞれ各サブポーションをビデデータストリーム（２２）のパケ
ットのシーケンス（３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）に符号化し、パケ
ットのシーケンス（３４）がアクセスユニット（３０）のシーケンスに分割され、それに
より、各アクセスユニット（３０）がビデオ内容（１６）のそれぞれの画像（１８）に関
連するペイロード・パケット（３２）を集め、この方法は、ビデオ・データストリームを
バッファリングするためのバッファまたはビデオ・データストリームの復号化によりそこ
から得られるビデオ内容の再現を使用し、パケットのシーケンスに分散されたタイミング
制御パケット（３６）を探し、アクセスユニット（３０）をタイミング制御パケット（３
６）で復号化ユニット（３８）に再分割し、それにより、少なくともいくつかのアクセス
ユニットが複数の復号化ユニットに再分割され、復号化装置を単位にするバッファを空に
する、方法。
【請求項１３】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にしてその中で符
号化されるビデオ内容（１６）を有するビデオ・データストリーム（２２）を送信するた
めのネットワークエンティティであって、各サブポーションはビデオ・データストリーム
（２２）のパケットのシーケンス（３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）に
それぞれ符号化され、パケットのシーケンス（３４）はアクセスユニット（３０）のシー
ケンスに分割され、それにより、各アクセス装置（３０）がビデオ内容（１６）のそれぞ
れの画像（１８）に関連するペイロード・パケット（３２）を集め、デコーダはパケット
のシーケンスに分散するタイミング制御パケット（３６）を探すように構成され、アクセ
スユニットをタイミング制御パケット（３６）で復号化ユニットに再分割し、それにより
、少なくともいくつかのアクセスユニット（３０）は複数の復号化ユニット（３８）に再
分割され、各タイミング制御パケット（３６）から復号化ユニット（３８）のためのデコ
ーダバッファ検索時間を引き出し、そのペイロード・パケット（３２）はパケットのシー
ケンス（３４）のそれぞれのタイミング制御パケット（３６）に続き、復号化ユニット（
３８）のためのデコーダバッファ検索時間に従属しているビデオ・データストリームの伝
送を実行する、ネットワークエンティティ。
【請求項１４】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にしてその中で符
号化されるビデオ内容（１６）を有するビデオ・データストリーム（２２）を伝送するた
めの方法であって、各サブポーションはビデオ・データストリーム（２２）のパケットの
シーケンス（３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）にそれぞれ符号化され、
パケットのシーケンス（３４）はアクセスユニット（３０）のシーケンスに分割され、そ
れにより、各アクセスユニット（３０）がビデオ内容（１６）のそれぞれの画像（１８）
に関連するペイロード・パケット（３２）を集め、この方法は、パケットのシーケンスに
分散するタイミング制御パケット（３６）を探すように構成され、アクセスユニットをタ
イミング制御パケット（３６）で復号化ユニットに再分割し、それにより、少なくともい
くつかのアクセスユニット（３０）は複数の復号化ユニット（３８）に再分割され、各タ
イミング制御パケット（３６）から復号化ユニット（３８）のためのデコーダバッファ検
索時間を引き出し、そのペイロード・パケット（３２）はパケットのシーケンス（３４）
のそれぞれのタイミング制御パケット（３６）に続き、復号化ユニット（３８）のための
デコーダバッファ検索時間に従属しているビデオ・データストリームの伝送を実行する、
方法。
【請求項１５】
　スライス（２４）の中の符号化順序を用いて、ビデオ内容（１６）の画像（１８）が空
間的に再分割されるスライス（２４）を単位にして、予測およびエントロピー符号化を用
いて、そこに符号化されるビデオ内容（１６）を有するビデオ・データストリームであっ
て、ビデオ内容の画像が空間的に再分割されるタイルの内部に予測符号化の予測および／
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またはエントロピー符号化の予測を制限し、そこにおいて、スライス（２４）のシーケン
スは符号化順序でビデオ・データストリームのパケットのシーケンスのペイロード・パケ
ット（３２）にパケット化され、パケットのシーケンス（３４）はアクセスユニット（３
０）のシーケンスに分割され、それにより、各アクセスユニットがビデオ内容（１６）の
それぞれの画像（１８）に関連するスライス（２４）をそこにパケット化し、そこにおい
て、パケットのシーケンス（３４）が１つのアクセスユニットのペイロード・パケットと
の間でそこに分散するタイル識別パケット（７２）を有し、パケットのシーケンス（３４
）のそれぞれのタイル識別パケット（７２）に直ちに続く１つ以上のペイロード・パケッ
ト（３２）にパケット化されたいくつかのスライス（２４）により１つ以上のタイル（７
０）を確認する、ビデオ・データストリーム。
【請求項１６】
　タイル識別パケット（７２）は、正確に直ちに続くペイロード・パケットにパケット化
されたいくつかのスライス（２４）によって覆われる１つ以上のタイル（７０）を確認す
る、請求項１５に記載のビデオ・データストリーム。
【請求項１７】
　タイル識別パケット（７２）は、現在のアクセスユニット（３０）の端部の前までパケ
ットのシーケンス（３４）のそれぞれのタイル識別パケット（７２）に直ちに続く１つ以
上のペイロード・パケット（３２）にパケット化されたいくつかのスライス（２４）によ
って覆われる１つ以上のタイル（７０）を確認し、次のタイル識別パケット（７２）は、
それぞれ、パケットのシーケンス（３４）にある、請求項１５に記載のビデオ・データス
トリーム。
【請求項１８】
　請求項１５ないし請求項１６のいずれかに記載のビデオ・データストリームを受信し、
タイル識別パケット（７２）、パケットのシーケンスのそれぞれのタイル識別パケット（
７２）に直ちに続く１つ以上のペイロード・パケット（７２）にパケット化されたスライ
ス（２４）によって覆われるタイル（７０）に基づいて確認するように構成される、ネッ
トワークエンティティ。
【請求項１９】
　ネットワークエンティティは、ビデオ・データストリームに関連する伝送タスクを決定
するために、識別の結果を使用するように構成される、請求項１８に記載のネットワーク
エンティティ。
【請求項２０】
　伝送タスクが不良パケットに関連する再伝送を含む、請求項１８または請求項１９に記
載のネットワークエンティティ。
【請求項２１】
　ネットワークエンティティは、タイル識別パケット（７２）およびそれぞれのタイル識
別パケットによって確認されたタイル（７０）を覆うパケット化されたスライスを有する
それぞれのタイル識別パケット（７２）に直ちに続くペイロード・パケットに高い優先度
を割り当てることにより異なる優先度を有する異なるタイル（７０）を取り扱い、そのた
め優先度は高く、そして、それぞれのタイル識別パケットによって確認されたタイル（７
０）を覆うパケット化されたスライスを有するそれぞれのタイル識別パケット（７２）に
直ちに続くペイロード・パケットに対して、そのために優先度が低い、請求項１８または
請求項１９に記載のネットワークエンティティ。
【請求項２２】
　ネットワークエンティティは、割り当てられた低い優先度を有するペイロード・パケッ
トのいかなる再伝送の要求の前に、まず割り当てられた高い優先度を有するペイロード・
パケットの再伝送を要求するように構成された、請求項２１に記載のネットワークエンテ
ィティ。
【請求項２３】
　請求項１５ないし請求項１６のいずれかに記載のビデオ・データストリームを受信し、
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タイル識別パケット（７２）、パケットのシーケンスのそれぞれのタイル識別パケット（
７２）に直ちに続く１つ以上のペイロード・パケット（７２）にパケット化されたスライ
ス（２４）によって覆われるタイル（７０）に基づいて確認するように構成される、方法
。
【請求項２４】
　ビデオ内容（１６）の画像（１８）のサブポーション（２４）を単位にしてその中で符
号化されるビデオ内容（１６）を有するビデオ・データストリームであって、
各サブポーション（２４）は、それぞれビデオ・データストリーム（２２）のパケットの
シーケンス（３４）の１つ以上のペイロード・パケット（３２）に符号化され、パケット
のシーケンス（３４）はアクセスユニット（３０）に分割され、それにより、各アクセス
ユニット（３０）はビデオ内容（１６）のそれぞれの画像（１８）に関連するペイロード
・パケット（３２）を集め、少なくともいくつかのアクセスユニットはパケットのシーケ
ンス（３４）がその中にＲＯＩパケット（６４）を分散したことを有し、それにより、タ
イミング制御パケット（６４）は復号化ユニット（３８）にアクセスユニット（６４）を
再分割し、それにより、少なくともいくつかのアクセスユニット（３０）はそれぞれのア
クセスユニットの画像に関連するペイロード・パケットとの間で分散されたＲＯＩパケッ
ト（６４）を有し、各ＲＯＩパケットはパケットのシーケンス（３４）の１つ以上の次の
ペイロード・パケットに関連し、それぞれのＲＯＩパケットに続き、それぞれのＲＯＩパ
ケットが関連する１つ以上のペイロード・パケットに符号化されるサブポーション（２４
）がビデオ内容の関心領域を覆うかどうかについて確認する、ビデオ・データストリーム
。
【請求項２５】
　サブポーションはスライスであり、ビデオ内容はビデオ内容の画像が分割されたタイル
の内部への予測および／またはエントロピー符号化に制限された予測およびエントロピー
符号化を用いてビデオ・データストリームに符号化され、各ＲＯＩパケットが更にそれぞ
れのＲＯＩパケットが関連する１つ以上のペイロード・パケットのいくつかに符号化され
たサブポーション（２４）が関心領域を覆うタイルを確認する、請求項２４に記載のビデ
オ・データストリーム。
【請求項２６】
　各ＲＯＩパケットは直ちに続くペイロード・パケットだけに関連する、請求項２４また
は請求項２５に記載のビデオ・データストリーム。
【請求項２７】
　各ＲＯＩパケットは、それぞれのＲＯＩパケット、および次のＲＯＩパケットが配置さ
れたアクセスユニットの端部の始まりまでパケットのシーケンスのそれぞれのＲＯＩパケ
ットが直ちに続く全てのＲＯＩパケットに関連する、請求項２４または請求項２５に記載
のビデオ・データストリーム。
【請求項２８】
　請求項２４ないし請求項２７のいずれかに記載のビデオ・データストリームを受信し、
ＲＯＩパケットに基づいてビデオ内容のＲＯＩパケットを確認するように構成された、ネ
ットワークエンティティ。
【請求項２９】
　ネットワークエンティティは、ビデオ・データストリームに関連する伝送タスクを決定
するために確認の結果を使用するように構成された、請求項２７に記載のネットワークエ
ンティティ。
【請求項３０】
　伝送タスクが不良パケットに関する再伝送要求を含む、請求項２８または請求項２９に
記載のネットワークエンティティ。
【請求項３１】
　ネットワークエンティティは、ＲＯＩパケットおよびそれぞれのＲＯＩパケットが関連
し、ＲＯＩパケット信号が重ならないそれぞれのＲＯＩパケット（７２）に続く１つ以上
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のペイロード・パケットよりも、それぞれのＲＯＩパケットが関連し、ＲＯＩパケットは
それぞれのＲＯＩパケットが関連する１つ以上のペイロード・パケットのいくつかに符号
化されたサブポーション（２４）により関心領域の重なりの信号を送る、ＲＯＩパケット
（７２）およびそれぞれのＲＯＩパケット（７２）に続く１つ以上のペイロード・パケッ
トに高い優先度を割り当てることにより増加された優先度を有する関心領域（７０）を取
り扱うように構成される、ネットワークエンティティ。
【請求項３２】
　ネットワークエンティティは、そこに割り当てられた低い優先度を有するペイロード・
パケットのいかなる再伝送の要求より前に、まずそこに割り当てられた高い優先度を有す
るペイロード・パケットの再伝送を要求するように構成される、請求項３１に記載のネッ
トワークエンティティ。
【請求項３３】
　請求項２３ないし請求項２６のいずれかに記載のビデオ・データストリームを受信し、
ＲＯＩパケットに基づいて、ビデオ内容のＲＯＩを確認する、方法。
【請求項３４】
　コンピュータ上で動作するとききに、請求項９、１２、１４、２３または３３に記載の
方法を実行するためのプログラムコードを有する、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、低い遅延アプリケーションと関連して有利であるビデオ・データスト
リーム・コンセプトに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＨＥＶＣ［２］は、アプリケーション層へのＨｉｇｈ　Ｌｅｖｅｌ　Ｓｙｎｔａｘシグ
ナリングの異なる手段を可能にする。この種の手段は、ＮＡＬユニットヘッダ、Ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒ　ＳｅｔｓおよびＳｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＥＩ）Ｍｅｓｓａｇｅｓである。後者は、復号化プロセスで使用
されない。Ｈｉｇｈ　Ｌｅｖｅｌ　Ｓｙｎｔａｘシグナリングの他の手段は、例えばＭＰ
ＥＧ２　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ［３］またはＲｅａｌｔｉｍｅ　Ｔｒａ
ｎｓｐｏｒｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ［４］等のそれぞれのトランスポート・プロトコル、お
よびそのペイロードに特有の仕様、例えばＨ．２６４／ＡＶＣ［５］のための提案、拡張
性のあるビデオ符号化（ＳＶＣ）［６］またはＨＥＶＣ［７］等が起源である。このよう
なトランスポート・プロトコルは、例えばＨＥＶＣ［２］のような、それぞれのアプリケ
ーションレイヤーコーデック仕様のＨｉｇｈ　Ｌｅｖｅｌシグナリングに類似の構造およ
び機構を使用するＨｉｇｈ　Ｌｅｖｅｌシグナリングを導入することができる。このよう
なシグナリングの１つの例は、補助情報をトランスポートレイヤーに提供する〔６〕にて
説明されているようなＰａｙｌｏａｄ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＰＡＣＳＩ）ＮＡＬユニットである。
【０００３】
　パラメータ・セットのために、ＨＥＶＣは１つのおよび中心の位置でアプリケーション
レイヤーにより使用される最も重要なストリーム情報に従うＶｉｄｅｏ　Ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒ　Ｓｅｔ（ＶＰＳ）を含む。初期の方法において、この情報は、複数のＰａｒａｍｅ
ｔｅｒ　ＳｅｔｓおよびＮＡＬユニットヘッダから集められることが必要とされていた。
【０００４】
　本出願に先立って、Ｈｙｐｏｔｈｅｔｉｃａｌ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｄｅｃｏｄｅｒ
（ＨＲＤ）のＣｏｄｅｄ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｂｕｆｆｅｒ（ＣＰＢ）動作に関する標準の
状態、および　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ　Ｓｅｔ（ＰＰＳ）と同様にＤｅｐ
ｅｎｄｅｎｔ　Ｓｌｉｃｅｓのサブピクチャおよび構文を表す復号化ユニットの定義とと
もにＳｅｑｕｅｎｃｅ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ　Ｓｅｔ（ＳＰＳ）／Ｖｉｄｅｏ　Ｕｓａｂ
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ｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＶＵＩ）、Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｔｉｍｉｎｇ　ＳＥ
Ｉ、Ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ　Ｐｅｒｉｏｄ　ＳＥＩに存在するすべての関連した構文は、以
下の通りであった。
【０００５】
　サブピクチャ・レベルにおける低遅延ＣＰＢ動作を可能にするために、サブピクチャＣ
ＰＢ動作が提案され、ＨＥＶＣドラフト標準７ＪＣＴＶＣ―Ｉ１００３［２］に組み込ま
れた。ここでは特に、復号化ユニットは、以下のように〔２〕のセクション３において定
められた：
　復号化装置：アクセスユニットまたはアクセスユニットのサブセット。ＳｕｂＰｉｃＣ
ｐｂＦｌａｇが０に等しいものである場合、復号化ユニットはアクセスユニットである。
さもなければ、復号化ユニットは、アクセスユニットおよび関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユ
ニットにおける１つ以上のＶＣＬ　ＮＡＬユニットから成る。アクセスユニットにおける
第１のＶＣＬ　ＮＡＬユニットのために、関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットはあり、そ
して、フィラーＮＡＬユニットは、もしあれば、第１のＶＣＬ　ＮＡＬユニットにすぐに
続き、第１のＶＣＬ　ＮＡＬユニットに先行するアクセスユニットにおけるすべての非Ｖ
ＣＬ　ＮＡＬユニットに続く。アクセスユニットにおける第１のＶＣＬ　ＮＡＬユニット
でないＶＣＬ　ＮＡＬユニットのために、関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットは、もしあ
れば、ＶＣＬ　ＮＡＬユニットに直ちに続くフィラーデータＮＡＬユニットである。
【０００６】
　その時間まで定められる基準において、「復号化ユニットの除去および復号化ユニット
の復号化のタイミング」が記載されていて、Ａｎｎｅｘ　Ｃ「Ｈｙｐｏｔｈｅｎｔｉａｌ
　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｄｅｃｏｄｅｒ」に加えられた。ｓｕｂ－ｐｉｃｔｕｒｅ　ｔｉ
ｍｉｎｇを送るために、ＶＵＩにおけるＨＲＤパラメータとともに、ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ
　ｐｅｒｉｏｄ　ＳＥＩおよびｐｉｃｔｕｒｅ　ｔｉｍｉｎｇ　ＳＥＩメッセージは、サ
ブピクチャユニットとして、復号化ユニットをサポートするまで拡張されている。
【０００７】
　〔２〕のＢｕｆｆｅｒｉｎｇ　ｐｅｒｉｏｄ　ＳＥＩメッセージ構文は、図１に示され
る。
【０００８】
　ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇまたはＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌ
ａｇが１に等しいときに、ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ　ｐｅｒｉｏｄ　ＳＥＩメッセージはビッ
トストリームのいかなるアクセスユニットとも関連していることがありえる、そして、ｂ
ｕｆｆｅｒｉｎｇ　ｐｅｒｉｏｄ　ＳＥＩメッセージは、各ＲＡＰアクセス装置と、およ
び、ｒｅｃｏｖｅｒｙ　ｐｏｉｎｔ　ＳＥＩメッセージと関連する各アクセスユニットと
関連する。
【０００９】
　いくつかの適用において、ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ　ｐｅｒｉｏｄ　ＳＥＩメッセージのし
ばしば起こる存在は好ましい。
【００１０】
　ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ　ｐｅｒｉｏｄは、復号化順序におけるｂｕｆｆｅｒｉｎｇ　ＳＥ
Ｉメッセージの２つのインスタンス間のアクセスユニットのセットとして規定された。
【００１１】
　意味論は、以下の通りだった：
【００１２】
　ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄは、シーケンスＨＲＤ属性を含むシーケン
ス・パラメータ・セットを規定する。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は
、バッファリング期間ＳＥＩメッセージと関連した主要な符号化画像によって参照される
画像パラメータ・セットにおけるｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値に等し
い。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は範囲０から３１の範囲内に含まれ
る。
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【００１３】
　１に等しいｒａｐ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、ｉｎｉｔｉ
ａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］および
ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［Ｓｃｈ
ｅｄＳｅｌＩｄｘ］構文要素の存在を規定する。存在しない場合、ｒａｐ＿ｃｐｂ＿ｐａ
ｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇの値は、０に等しいものと推測される。関連する画
像がＣＲＡ画像でもＢＬＡ画像でもない場合、ｒａｐ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓ
ｅｎｔ＿ｆｌａｇの値は０に等しい。
【００１４】
　ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］お
よびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ］は、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ－ｔｈ－ＣＰＢのための最初のＣＰＢ除去遅延を規
定する。構文要素は、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇ
ｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられるビットの長さを有し、９０ｋＨｚクロックの
単位にある。構文要素の値は、０に等しいものではなくて、９０ｋＨｚクロックタイムに
おけるＣＰＢサイズの時間等価である９００００＊（ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌ
Ｉｄｘ］÷ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］）を超えるものではない。
【００１５】
　ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳ
ｅｌＩｄｘ］およびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏ
ｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］は、ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ－ｔｈ　ＣＰＢがＣ
ＰＢに符号化データユニットの最初の搬送時間を規定するために使用される。構文要素は
、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１
＋１によって与えられるビットの長さを有し、９０ｋＨｚクロックの単位にある。これら
の構文要素はデコーダによって使用されず、搬送スケジューラ（ＨＳＳ）のためにだけ必
要とされる。
【００１６】
　全ての符号化ビデオ・シーケンスの上に、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿
ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ
＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］の合計はＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄ
ｘの値ごとに一定であり、ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａ
ｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ
＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］の合計はＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄ
ｘの値ごとに一定である。
【００１７】
　〔２〕の画像タイミングＳＥＩメッセージ構文は、図２に示される。
【００１８】
　画像タイミングＳＥＩメッセージの構文は、画像タイミングＳＥＩメッセージに関連す
る符号化画像のために機能しているシーケンス・パラメータ・セットの内容に依存してい
た。しかしながら、ＩＤＲまたはＢＬＡアクセスユニットの画像タイミングＳＥＩメッセ
ージに先立ってアクセスユニットの範囲内でバッファリング期間ＳＥＩメッセージがない
限り、関連するパラメータ・セット（そして、ビットストリームにおける第１の画像でな
いＩＤＲまたはＢＬＡ画像のために、符号化画像がＩＤＲ画像またはＢＬＡ画像であるこ
との決定）は、符号化画像の第１の符号化スライスＮＡＬユニットを復号化するまで発生
しない。符号化画像の符号化スライスＮＡＬユニットがＮＡＬユニット順序における画像
タイミングＳＥＩメッセージに続くので、デコーダが符号化画像のために機能するシーケ
ンス・パラメータのパラメータを決定するまで画像タイミングＳＥＩメッセージを含んで
いるＲＢＳＰを格納することが必要であるケースがあり、そうすると、画像タイミングＳ
ＥＩメッセージの構文解析を実行する。
【００１９】
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　ビットストリームにおける画像タイミングＳＥＩメッセージの存在は、以下のように規
定された。
－ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１に等しい場合、１つの画像タイ
ミングＳＥＩメッセージは、符号化ビデオ・シーケンスのあらゆるアクセスユニットに存
在する。
－さもなければ（ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０に等しい）、画
像タイミングＳＥＩメッセージは、符号化ビデオ・シーケンスのいかなるアクセスユニッ
トにも存在しない。
【００２０】
　意味論は、以下の通りに定められた：
【００２１】
　ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、バッファから画像タイミングＳＥＩメッセー
ジに関連するアクセスユニットデータを除去する前の先行するアクセスユニットにおける
ごく最近のバッファリング期間ＳＥＩメッセージに関連するアクセスユニットのＣＰＢか
らの除去の後、どれくらいのクロック・ティックを待つかについて規定する。この値は、
ＨＳＳのためのＣＰＢにアクセスユニットデータの出現の最も早く可能な時間を計算する
ためにも用いられる。構文要素は、ビットの長さがｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ
＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長コードである。ｃｐｂ＿ｒ
ｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、法としての剰余２(cpb＿removal＿delay＿length＿minus1
+1)カウンタである。
【００２２】
　構文要素ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙの（ビットにおける）長さを決定するｃ
ｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１の値は、画像タイミン
グＳＥＩメッセージに関連する主要な符号化画像のために機能するシーケンス・パラメー
タ・セットにおいて符号化されるｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿
ｍｉｎｕｓ１の値であるが、但し、ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙはバッファリン
グ期間ＳＥＩメッセージを含んでいる先行するアクセスユニットの除去時間に関連するク
ロック・ティックの数を規定し、それは異なる符号化ビデオ・シーケンスのアクセスユニ
ットであってもよい。
【００２３】
　ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙは、画像のＤＰＢ出力時間を計算するために使用さ
れる。それは、ＣＰＢからアクセス装置の最後の復号化装置の除去の後、復号化画像がＤ
ＰＢから出力される前に、どれくらいのクロック・ティックを待たせるかについて規定す
る。
【００２４】
　画像は、それがいまだに「短期参照のために使用する」または「長期参照のために使用
する」ものとしてマークされているその出力時間に、ＤＰＢから取り除かれない。
【００２５】
　１つのｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙだけは、復号化画像のために規定される。
【００２６】
　構文要素ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙの長さは、ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌ
ａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によってビットにおいて与えられる。ｓｐｓ＿ｍ
ａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｌａｙｅｒｓ
＿ｍｉｎｕｓ１］が０に等しいときに、ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙは０に等しく
なるであろう。
【００２７】
　出力タイミング同調デコーダから出力されるいくつかの画像のｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿
ｄｅｌａｙから得られる出力時間は、復号化順序においていくつかの次の符号化ビデオ・
シーケンスにおけるすべての画像のｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙから得られる出力
時間に先行する。
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【００２８】
　この構文要素の値によって規定される画像アウトプット順序は、ＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎ
ｔＶａｌの値によって規定されるのと同じ順序である。
【００２９】
　復号化順序において、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇが
１に等しいか、または１に等しいと推測されるＩＤＲまたはＢＬＡに先行するため、「バ
ンピング」プロセスによって出力されない画像のために、ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌ
ａｙから得られる出力時間は、同じ符号化ビデオ・シーケンスの中ですべての画像と関連
するＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの値の増加と共に増加している。
【００３０】
　ｎｕｍ＿ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１　ｐｌｕｓ１は、画像タイミン
グＳＥＩメッセージが関連しているアクセスユニットにおける復号化ユニットの数を規定
する。ｎｕｍ＿ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１の値は、０からＰｉｃＷｉ
ｄｔｈＩｎＣｔｂｓ＊ＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＣｔｂｓ－１の範囲内において含まれてい
る。
【００３１】
　ｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］ｐｌｕｓ１は、画像タイミング
ＳＥＩメッセージが関連しているアクセスユニットのｉ番目の復号化ユニットにおけるＮ
ＡＬユニットの数を規定する。ｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の
値は、０からＰｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓ＊ＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＣｔｂｓ－１の範
囲内に含まれている。
【００３２】
　アクセスユニットの第１の復号化ユニットは、アクセスユニットにおける復号化順序に
おいて第１のｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［０］の連続的なＮＡＬユ
ニットから成る。アクセスユニットのｉ番目（ｉは０より大）の復号化ユニットは、復号
化順序において、アクセスユニットの前の復号化ユニットにおける最後のＮＡＬユニット
に直ちに続くｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１の連続的なＮＡ
Ｌユニットから成る。各復号化ユニットには、少なくとも１つのＶＣＬ　ＮＡＬ装置があ
る。ＶＣＬ　ＮＡＬユニットに関連するすべての非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットが、同じ復号
化ユニットに含まれる。
【００３３】
　ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は、画像タイミングＳＥＩメッセー
ジに関連するアクセスユニットにおけるｉ番目の復号化ユニットをＣＰＢから除去する前
であって前のアクセスユニットにおいてごく最近のバッファリング期間ＳＥＩメッセージ
に関連するアクセスユニットにおける第１の復号化ユニットのＣＰＢからの除去の後、ど
れくらいのサブピクチャ・クロック・ティックを待つかについて規定する。この値は、Ｈ
ＳＳのためのＣＰＢに復号化ユニットデータの到着の最も早い可能な時間を計算するため
にも用いられる。構文要素は、ビットの長さがｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌ
ｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長コードである。ｄｕ＿ｃｐｂ＿
ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は、２(cpb＿removal＿delay＿length＿minus1+1)カ
ウンタを法とする剰余である。
【００３４】
　構文要素ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］の（ビットにおける）長さ
を決定するｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１の値は、
画像タイミングＳＥＩメッセージに関連する符号化画像のために機能するシーケンス・パ
ラメータ・セットにおいて符号化されるｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇ
ｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１の値であるが、ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は
バッファリング期間ＳＥＩメッセージを含む先行するアクセスユニットにおける第１の復
号化ユニットの除去時間と関連してサブピクチャ・クロック・ティックの数を特定し、そ
れは異なる符号化ビデオ・シーケンスのアクセスユニットでもよい。
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【００３５】
　いくつかの情報は、〔２〕のＶＵＩ構文に含まれた。〔２〕のＶＵＩパラメータ構文は
、図３に示される。〔２〕のＨＲＤパラメータ構文は、図４に示される。意味論は、以下
の通りに定められた：
【００３６】
　１に等しいｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、サ
ブピクチャ・レベルのＣＰＢ除去遅延パラメータがあり、ＣＰＢがアクセスユニットレベ
ルまたはサブピクチャ・レベルで作動することができることを示している。０に等しいｓ
ｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、サブピクチャ・レ
ベルのＣＰＢ除去遅延パラメータがなく、ＣＰＢはアクセスユニットレベルで作動するこ
とを示している。ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが
ないとき、その値は０に等しいものであると推測される。
【００３７】
　ｎｕｍ＿ｕｎｉｔｓ＿ｉｎ＿ｓｕｂ＿ｔｉｃｋは、サブピクチャ・クロック・ティック
カウンタの（サブピクチャ・クロック・ティックと呼ばれる）１つの増加に対応する周波
数ｔｉｍｅ＿ｓｃａｌｅ　Ｈｚで作動するクロックのタイムユニットの数である。ｎｕｍ
＿ｕｎｉｔｓ＿ｉｎ＿ｓｕｂ＿ｔｉｃｋは、０より大きい。サブピクチャ・クロック・テ
ィックは、ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが１に等
しいときに、符号化データにおいて表されることができる時間の最小限の間隔である。
【００３８】
　１に等しいｔｉｌｅｓ＿ｆｉｘｅｄ＿ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ＿ｆｌａｇは、示される場合
、符号化ビデオ・シーケンスにおいて機能している各画像パラメータ・セットが、構文要
素ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎｕｓ１、ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｒｏｗｓ＿ｍ
ｉｎｕｓ１、ｕｎｉｆｏｒｍ＿ｓｐａｃｉｎｇ＿ｆｌａｇ、ｃｏｌｕｍｎ＿ｗｉｄｔｈ［
ｉ］ｒｏｗ＿ｈｅｉｇｈｔ［ｉ］およびｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌ
ｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇと同じ値を有することを示す。０に等しいｔｉｌｅｓ＿
ｆｉｘｅｄ＿ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ＿ｆｌａｇは、異なる画像パラメータ・セットのタイル
構文要素が同じ値を有することができるかまたは有することができないかを示す。ｔｉｌ
ｅｓ＿ｆｉｘｅｄ＿ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ＿ｆｌａｇ構文要素がないときに、それは０に等
しいものであると推測される。
【００３９】
　１に等しいｔｉｌｅｓ＿ｆｉｘｅｄ＿ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ＿ｆｌａｇの信号伝達は、符
号化ビデオ・シーケンスにおける各画像がマルチスレッドの復号化の場合作業負荷配分に
役立つかもしれない同一方法で分配されるタイルと同じ数を有するというデコーダへの保
証である。
【００４０】
　〔２〕の充填材データは、図５に示されるフィルタデータＲＢＳＰ構文を使用して信号
伝達された。
【００４１】
　ビットストリームおよびデコーダの適合をチェックするのに用いられる〔２〕の仮想参
照デコーダは以下の通りに定められた：
【００４２】
　２種類のビットストリームは、このリコメンデーション｜国際基準についてチェックし
ているＨＲＤの適合に従属する。タイプＩビットストリームと呼ばれている第１のこの種
のタイプのビットストリームは、ビットストリームのすべてのアクセスユニットのための
ＶＣＬ　ＮＡＬユニットおよびフィラーデータＮＡＬユニットだけを含んでいるＮＡＬユ
ニットストリームである。タイプＩＩビットストリームと呼ばれている第２のタイプのビ
ットストリームは、ビットストリームのすべてのアクセスユニットのためのＶＣＬ　ＮＡ
ＬユニットおよびフィラーデータＮＡＬユニットに加えて、以下のうちの少なくとも１つ
を含む：
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－ フィラーデータＮＡＬユニット以外のさらなる非ＶＣＬ　ＮＡＬユニット、
－ ＮＡＬユニットストリームからバイトストリームを形成するすべてのｌｅａｄｉｎｇ
＿ｚｅｒｏ＿８ｂｉｔｓ、ｚｅｒｏ＿ｂｙｔｅ、ｓｔａｒｔ＿ｃｏｄｅ＿ｐｒｅｆｉｘ＿
ｏｎｅ＿３ｂｙｔｅｓおよびｔｒａｉｌｉｎｇ＿ｚｅｒｏ＿８ｂｉｔｓ構文要素。
【００４３】
　図６は、〔２〕のＨＲＤによってチェックされるビットストリーム適合ポイントのタイ
プを示す。
【００４４】
　２種類のＨＲＤパラメータ・セット（ＮＡＬ　ＨＲＤパラメータおよびＶＣＬ　ＨＲＤ
パラメータ）が用いられる。ＨＲＤパラメータ・セットはビデオ有用性情報によって信号
が伝達され、それはシーケンス・パラメータ構文構造の一部である。
【００４５】
　ＶＣＬ　ＮＡＬユニットに付託されるすべてのシーケンス・パラメータ・セットおよび
画像パラメータ・セット、および対応するバッファリング期間および画像タイミングＳＥ
Ｉメッセージは、ＨＲＤに、タイムリーな方法で、ビットストリームにおいて、または、
他の手段によって伝達される。
【００４６】
　それらのＮＡＬユニット（またはちょうどそれらのいくつか）がこのリコメンデーショ
ン｜国際基準によって規定されない他の手段によってデコーダ（またはＨＲＤに）に伝達
されるときに、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットの「存在」のための仕様も満たされる。ビット
を計数するために、ビットストリームに実際に存在する適当なビットだけは計数される。
【００４７】
　一例として、ビットストリームにおける存在以外の方法で伝達され、ビットストリーム
の中に存在するＮＡＬユニットを有する、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットの同期は、ビットス
トリームの中の２つのポイントを示すことによって達成され、それらの間においてビット
ストリーム中に非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットが存在し、ビットストリーム中でそれを伝達す
ることを決定されるエンコーダを有していた。
【００４８】
　非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットの内容がビットストリームの範囲内における存在以外のいく
つかの手段によってアプリケーションのために伝達されるときに、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニ
ットの内容の表現はこの添付において特定される同じ構文を使用することを必要としない
。
【００４９】
　ＨＲＤ情報がビットストリーム内に含まれるときに、単にビットストリームに含まれる
情報に基づいてのみビットストリームとこの従属の要求との一致を確認することができる
点に注意すべきである。ＨＲＤ情報がビットストリームに存在しないときに、すべての「
独立型」Ｔｙｐｅ　Ｉビットストリームの場合のように、ＨＲＤデータがこのＲｅｃｏｍ
ｍｅｎｄａｔｉｏｎ｜Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｎｄａｒｄにおいて特定され
ないいくつかの他の手段によって提供されるときに、一致は確認されることができるだけ
である。
【００５０】
　ＨＲＤは、図７に示すように、符号化画像バッファ（ＣＰＢ）、瞬間的な復号化プロセ
ス、復号化画像バッファ（ＤＰＢ）および出力クロッピングを含む。
【００５１】
　ＣＰＢサイズ（ビットの数）は、ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］である。
時間的レイヤーＸのためのＤＰＢサイズ（画像格納バッファの数）は、０からｓｐｓ＿ｍ
ａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１を含む範囲のＸごとにｓｐｓ＿ｍ
ａｘ＿ｄｅｃ＿ｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［Ｘ］である。
【００５２】
　可変ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＰｒｅｆｅｒｒｅｄＦｌａｇは外部手段によって規定されてい
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るか、または、外部手段によって規定されないときは、０に規定される。
【００５３】
　可変ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇは、以下の通りに引き出される：
　　SubPicCpbFlag=SubPicCpbPreferredFlag&&sub＿pic＿cpb＿params＿present＿flag
【００５４】
　ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが０に等しい場合、ＣＰＢはアクセスユニットレベルで作
動し、各復号化ユニットはアクセスユニットである。さもなければ、ＣＰＢはサブピクチ
ャ・レベルで作動し、各復号化ユニットはアクセスユニットのサブセットである。
【００５５】
　ＨＲＤは、次のように作動する。指定された到着スケジュールに従ってＣＰＢに流れ込
む復号化ユニットに関連するデータは、ＨＳＳによって分配される。各復号化ユニットに
関連したデータは削除されて、ＣＰＢ除去時間に瞬間的な復号化プロセスによって即座に
復号化される。各復号化画像は、ＤＰＢに置かれる。復号化画像は、後のＤＰＢ出力時ま
たはインター・プレディクション・リファレンスのためにもはや必要でなくなった時に、
ＤＰＢから取り除かれる。
【００５６】
　ＨＲＤは、バッファ期間ＳＥＩによって特定されるように初期化される。ＣＰＢからの
復号化ユニットの除去タイミングおよびＤＰＢからの復号化画像の出力タイミングは、画
像タイミングＳＥＩメッセージにおいて規定される。特定の復号化ユニットに関するすべ
てのタイミング情報は、復号化ユニットのＣＰＢ除去時間の前に到着する。
【００５７】
　ＨＲＤは、ビットストリームおよびデコーダの一致をチェックするために用いられる。
【００５８】
　一致が、ビットストリームを生成するために用いられるすべてのフレームレイトおよび
クロックが正確にビットストリームにおいて信号を送られる値に合致するという仮定の下
で保証される一方、本当のシステムにおいて、これらの各々は信号を送られたか指定され
た値から変化することができる。
【００５９】
　すべての計算は本当の値によって行われ、その結果、丸め誤差は伝搬することができな
い。例えば、ちょうど復号化ユニットの除去より前の、または、後のＣＰＢのビットの数
が、必ずしも整数であるというわけではない。
【００６０】
　可変ｔcは、以下の通りに引き出されて、クロック・ティックと呼ばれている：
　　tc=num＿units＿in＿tick time＿scale
　可変ｔc＿subは、以下の通りに引き出されて、サブピクチャ・クロック・ティックと呼
ばれている：
　　tc＿sub=num＿units＿in＿sub＿tick　time＿scale
【００６１】
　以下は、制約を表すために規定される：
－ アクセスユニット０である第１のアクセスニットを有する復号化順序においてアクセ
スユニットｎをｎ番目のアクセスユニットとする。
－ 画像ｎをアクセスユニットｎの符号化画像または復号化画像であるとする。
－ 復号化ユニット０である第１の復号化ユニットを有する復号化順序において復号化ユ
ニットｍをｍ番目の復号化ユニットとする。
【００６２】
　〔２〕において、スライス・ヘッダ構文は、いわゆる従属スライスを可能にする。
【００６３】
　図８は、〔２〕のスライス・ヘッダ構文を示す。
【００６４】
　スライス・ヘッダ意味論は、以下の通りに定められた：
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【００６５】
　１に等しいｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇは、示されていない各スライス
・ヘッダ構文要素の値が、符号化ツリー・ブロック・アドレスがＳｌｉｃｅＣｔｂＡｄｄ
ｒＲＳである符号化ツリー・ブロックを含んでいる前のスライスにおける対応するスライ
ス・ヘッダの値に等しいと推測されることを示している。示されていないとき、ｄｅｐｅ
ｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの値は０に等しいと推測される。ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ
＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの値は、ＳｌｉｃｅＣｔｂＡｄｄｒＲＳが０に等しいときに、０
に等しくなる。
【００６６】
　ｓｌｉｃｅ＿ａｄｄｒｅｓｓは、スライスが始まるスライス粒状解像度のアドレスを規
定する。ｓｌｉｃｅ＿ａｄｄｒｅｓｓ構文要素の長さは、（ＣＥｉｌ（Ｌｏｇ２（Ｐｉｃ
ＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓ＊ＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＣｔｂｓ））＋ＳｌｉｃｅＧｒａｎｕ
ｌａｒｉｔｙ）ビットである。
【００６７】
　可変ＳｌｉｃｅＣｔｂＡｄｄｒＲＳは、符号化ツリー・ブロック・ラスタ・スキャン順
序においてスライスがスタートする符号化木ブロックを規定して、以下の通りに引き出さ
れる。
　　SliceCtbAddrRS=(slice＿address>>SliceGranularity)
【００６８】
　可変ＳｌｉｃｅＣｂＡｄｄｒＺＳは、ｚ－スキャン順序の最小限の符号化ブロック粒度
のスライスの第１の符号化ブロックのアドレスを規定して、以下の通りに引き出される。
　　SliceCbAddrZS=slice＿address
　　<<((log2＿diff＿max＿min＿coding＿block＿size=SliceGranularity）<<1)
【００６９】
　スライス復号化は、スライス開始座標の可能な最大の符号化ユニットで始まる。
【００７０】
　ｆｉｒｓｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｆｌａｇは、スライスが画像の第１のスライ
スであるかどうかを示す。ｆｉｒｓｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｆｌａｇが１に等し
い場合、変数ＳｌｉｃｅＣｂＡｄｄｒＺＳおよびＳｌｉｃｅＣｔｂＡｄｄｒＲＳは両方と
も０に設定され、画像の第１の符号化ツリー・ブロックから復号化が始まる。
【００７１】
　ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄは、組み込まれた画像パラメータを規定す
る。ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は、０から２５５の範囲を含んでい
る。
【００７２】
　ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓは、スライス・ヘッダのｅｎｔｒｙ
＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ［ｉ］構文要素の数を規定する。ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔ
ｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが１に等しいとき、ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐ
ｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓの値は、０から（ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎ
ｕｓ１＋１）＊（ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｒｏｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１）の範囲を含んでいる
。ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが２に等しいと
き、ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓの値は、０からＰｉｃＨｅｉｇｈ
ｔＩｎＣｔｂｓ＝１の範囲を含んでいる。示されていないとき、ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐ
ｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓの値は、０に等しいと推測される。
【００７３】
　ｏｆｆｓｅｔ＿ｌｅｎ＿ｍｉｎｕｓ１　ｐｌｕｓ１は、ビットにおいて、ｅｎｔｒｙ＿
ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ［ｉ］構文要素の長さを規定する。
【００７４】
　ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ［ｉ］は、ｉ番目のエントリポイントのオフセ
ットをバイトで規定し、ｏｆｆｓｅｔ＿ｌｅｎ＿ｍｉｎｕｓ１　ｐｌｕｓ１ビットによっ
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て表される。スライス・ヘッダの後の符号化スライス・データは、０からｎｕｍ＿ｅｎｔ
ｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓの範囲を含む、ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏ
ｆｆｓｅｔｓ＋１サブセットから成る。サブセット０は、符号化スライス・データｋの０
からｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ［０］－１を含むバイトからなり、ｋは１か
らｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ－１の範囲を含み、符号化スライス・
データのｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ［ｋ－１］からｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ
＿ｏｆｆｓｅｔ［ｋ］+ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ［ｋ－１］－１を含むバ
イトからなり、（サブセット・インデックスがｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆ
ｓｅｔｓに等しい）最後のサブセットは、符号化スライス・データの残りのバイトから成
る。
【００７５】
　ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが１に等しく、
ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓが０より大きいとき、各サブセットは
正確に１つのタイルのすべての符号化ビットを含み、サブセット（すなわち、ｎｕｍ＿ｅ
ｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓ＋１の値）の数はスライスのタイルの数以下であ
る。
　ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが１に等しいと
き、各スライスは（エントリポイントのケース・シグナリングは、不必要である）１つの
タイルのサブセットか完全なタイルの整数値を含まなければならない。
【００７６】
　ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが２に等しく、
ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓが０より大きいとき、０からｎｕｍ＿
ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓ－１の範囲を含むｋを有する各サブセットｋは
、確実に符号化ツリー・ブロックの１つの行の全ての符号化ビットを含み、（ｎｕｍ＿ｅ
ｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓに等しいサブセット・インデックスを有する）最
後のサブセットは、スライスに含まれる残りの符号化ブロックの全ての符号化ビットを含
み、残りの符号化ブロックは符号化ツリー・ブロックの正確に１つの行か符号化ツリー・
ブロックの１つの行のサブセットのいずれかから成り、サブセットの数（すなわち、ｎｕ
ｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓ＋１の値）はスライスの符号化ツリー・ブ
ロックの行の数に等しく、スライスの符号化ツリー・ブロックの１つの行のサブセットも
計数される。
【００７７】
　ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが２に等しいと
き、スライスは、符号化ツリー・ブロックの多くの行および符号化ツリー・ブロックの行
のサブセットを含む。例えば、スライスが符号化ツリー・ブロックの２つ半分の行を含む
場合、サブセットの数（すなわち、ｎｕｍ＿ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔｓ＋
１の値）は３に等しいであろう。
【００７８】
　図９は、［２］の画像パラメータ・セットＲＢＳＰ構文、および〔２〕の画像パラメー
タ・セットＲＢＳＰ意味論を示し、以下のように定義される：
【００７９】
　１に等しいｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、画像パラ
メータ・セットを参照して符号化画像のためのスライス・ヘッダの構文要素ｄｅｐｅｎｄ
ｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの存在を規定する。０に等しいｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌ
ｉｃｅ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは画像パラメータ・セットを参照して符号化画像のた
めのスライス・ヘッダの構文要素ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの欠如を特
定する。ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが３に等
しいとき、ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値は１に等し
いであろう。
【００８０】
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　０に等しいｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃは、
画像パラメータ・セットを参照して各画像に１つのタイルだけがあることを示し、画像パ
ラメータ・セットの各画像における符号化ツリー・ブロックの行の第１の符号化ツリー・
ブロックを復号化する前に引き起こされる文脈の変化のための特定の同期プロセスを有し
、画像パラメータ・セットを参照した符号化画像のためのｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄ
ｅｎｔ＿ｆｌａｇおよびｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの値は両方とも１に
等しくないであろう。
【００８１】
　ｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇおよびｄｅｐｅｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ
＿ｆｌａｇは両方ともスライスのための１に等しいとき、スライスはエントロピー・スラ
イスである。］
【００８２】
　１に等しいｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃは、
画像パラメータ・セットを参照して、各画像に１つ以上のタイルがあることが示されてお
り、画像パラメータ・セットを参照して各画像における符号化ツリー・ブロックの行の第
１の符号化ツリーボックスを復号化する前に引き出される文脈変化のための特定の同期プ
ロセスはないであろうし、画像パラメータ・セットを参照した符号化画像のためのｃａｂ
ａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇおよびｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌ
ａｇの値は、両方とも１に等しくはないであろう。
【００８３】
　２に等しいｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃは、
画像パラメータ・セットを参照して各画像に１つのタイルだけがあることを示しており、
画像パラメータ・セットを参照して各画像における符号化ツリー・ブロックの行の第１の
符号化ツリー・ブロックを復号化する前に文脈変化のための特定の同期プロセスが引き出
され、画像パラメータ・セットを参照して各画像における符号化ツリーボックスの行の２
つの符号化ツリー・ブロックを復号化した後に文脈変化のための特定の記憶プロセスが引
き出され、画像パラメータを参照した符号化画像のためのｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄ
ｅｎｔ＿ｆｌａｇおよびｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの値は両方とも１に
ならないであろう。
【００８４】
　３に等しいｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃは、
画像パラメータ・セットを参照して各画像に１つだけのタイルがあることを明確にし、画
像パラメータ・セットを参照して各画像における符号化ツリー・ブロックの行の第１の符
号化ツリー・ブロックを復号化する前に引き出される文脈変化のための特定の同期プロセ
スがないであろうし、画像パラメータ・セットを参照した符号化画像のためのｃａｂａｃ
＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇおよびｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇ
の値は、両方とも１に等しいであろう。
【００８５】
　ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが０に等しいとき、ｔｉ
ｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃは３に等しくないであ
ろう。
【００８６】
　ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃの値が符号化ビ
デオ・シーケンスの中で起動するすべての画像パラメータ・セットに共通することは、ビ
ットストリーム適合の要件である。
【００８７】
　画像パラメータ・セットを参照して各スライスのために、ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒ
ｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが２に等しく、スライスの第１の符号化ブロッ
クが符号化ツリー・ブロックの行の第１の符号化ツリー・ブロックでない場合、スライス
の最後の符号化ブロックは、スライスの第１の符号化ブロックと同じ符号化ツリー・ブロ
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ックの行に属する。
【００８８】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎｕｓ１プラス１は、画像を分割しているタ
イルの列の数を特定する。
【００８９】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｒｏｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１プラス１は、画像を分割しているタイルの
行の数を特定する。ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎｕｓ１が０に等しいとき
、ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｒｏｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１は０に等しくないであろう。
【００９０】
　１に等しいｕｎｉｆｏｒｍ＿ｓｐａｃｉｎｇ＿ｆｌａｇはその列境界を規定し、同様に
、行境界は画像全体に一様に分布される。０に等しいｕｎｉｆｏｒｍ＿ｓｐａｃｉｎｇ＿
ｆｌａｇはその列境界を規定し、同様に、行境界は画像全体に一様に分布されないが、構
文要素ｃｏｌｕｍｎ＿ｗｉｄｔｈ［ｉ］およびｒｏｗ＿ｈｅｉｇｈｔ［ｉ］を使用して明
確に信号を送った。
【００９１】
　ｃｏｌｕｍｎ＿ｗｉｄｔｈ［ｉ］は、符号化ツリー・ブロックを単位とするｉ番目のタ
イルの列の幅を規定する。
【００９２】
　ｒｏｗ＿ｈｅｉｇｈｔ［ｉ］は、符号化ツリー・ブロックを単位にするｉ番目のタイル
の行の高さを特定する。
【００９３】
　ベクトルｃｏｌＷｉｄｔｈ［ｉ］は０からｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎ
ｕｓ１にわたっている列ｉを有するＣＴＢを単位にするｉ番目のタイルの列の幅を規定し
、含んでいる。
【００９４】
　ベクトルＣｔｂＡｄｄｒＲＳｔｏＴＳ［ｃｔｂＡｄｄｒＲＳ］は、０から（ｐｉｃＨｅ
ｉｇｈｔＩｎＣｔｂｓ＊ｐｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓ）－１にわたっているインデック
スｃｔｂＡｄｄｒＲＳで、ラスタ・スキャン順序のＣＴＢアドレスからタイルスキャン順
序のＣＴＢアドレスまでの会話を規定し、含んでいる
　ベクトルＣｔｂＡｄｄｒＴＳｔｏＲＳ［ｃｔｂＡｄｄｒＴＳ］は、０から（ｐｉｃＨｅ
ｉｇｈｔＩｎＣｔｂｓ＊ｐｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓ）－１にわたっているインデック
スｃｔｂＡｄｄｒＴＳで、タイルスキャン順序のＣＴＢアドレスからラスタ・スキャン順
序のＣＴＢアドレスまでの会話を規定し、含んでいる
【００９５】
　ベクトルＴｉｌｅＩｄ［ｃｔｂＡｄｄｒＴＳ］は、０から（ｐｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＣ
ｔｂｓ＊ｐｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓ）－１にわたっているｃｔｂＡｄｄｒＴＳで、タ
イルスキャン順序のＣＴＢアドレスからタイルｉｄへの会話を規定し、含んでいる
【００９６】
　ｃｏｌＷｉｄｔｈ、ＣｔｂＡｄｄｒＲＳｔｏＴＳ、ＣｔｂＡｄｄｒＴＳｔｏＲＳおよび
ＴｉｌｅＩｄの値は、入力として、サブクローズ６．５．１において規定されたように、
ＣＴＢラスタおよびタイルスキャニングを呼び出すことによって引き出され、出力は、ｃ
ｏｌＷｉｄｔｈ、ＣｔｂＡｄｄｒＲＳｔｏＴＳおよびＴｉｌｅＩｄに割り当てられる。
【００９７】
　ｌｕｍａサンプルを単位にするｉ番目のタイルの列の幅を規定する、ＣｏｌｕｍｎＷｉ
ｄｔｈＩｎＬｕｍａＳａｍｐｌｅｓ［ｉ］の値は、ｃｏｌＷｉｄｔｈ［ｉ］＜＜Ｌｏｇ２
ＣｔｂＳｉｚｅに等しく設定される。
【００９８】
　０からｐｉｃＷｉｄｔｈＩｎＭｉｎＣｂｓ－１にわたっているｘ、および０からｐｉｃ
ＨｅｉｇｈｔＩｎＭｉｎＣｂｓ－１にわたっているｙで、ｚ－スキャン順序における最小
限のＣＢｓを単位にするロケーション（ｘ，ｙ）から最小限のＣＢアドレスへの会話を規
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定するアレイＭｉｎＣｂＡｄｄｒＺＳ［ｘ］［ｙ］は、入力および出力がＭｉｎＣｂＡｄ
ｄｒＺＳに割り当てられるように、Ｌｏｇ２ＭｉｎＣｂＳｉｚｅ、Ｌｏｇ２ＣｔｂＳｉｚ
ｅ、ＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＣｔｂｓ、ＰｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓ、およびベクトル
ＣｔｂＡｄｄｒＲＳｔｏＴＳで、サブクローズ６.５.２に規定されるようなＺスキャニン
グ順序アレイ初期化プロセスを呼び出すことによって得られる。
【００９９】
　１に等しいｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆ
ｌａｇは、インループフィルタリング動作がタイル境界全体に実行されることを示してい
る。０に等しいｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿
ｆｌａｇは、インループフィルタリング動作がタイル境界全体に実行されないことを示し
ている。インループフィルタリング動作は、デブロッキング・フィルタ、サンプル適応オ
フセットおよび適応ループ・フィルタ動作を含む。ないときには、ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅ
ｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値は１に等しいものと推測
される。
【０１００】
　１に等しいｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇは、スライスの符号化ブロ
ックのＣＡＢＡＣ復号化が前に復号化されたスライスのいかなる様相からも独立している
ことを示している。０に等しいｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇは、スラ
イスの符号化ブロックのＣＡＢＡＣ復号化が前に復号化されたスライスの様相に依存して
いることを示している。ないときには、ｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇ
の値は０に等しいものであると推測される。
【０１０１】
　最小限の符号化ブロック・アドレスを有する符号化ブロックの入手可能性のための派生
プロセスは、以下の通りに説明されていた：
　このプロセスへの入力は、次のようなものである。
　－ｚ－スキャン順序の最小限の符号化ブロック・アドレスｍｉｎＣｂＡｄｄｒＺＳ
　－ｚ－スキャン順序の現在の最小限の符号化ブロック・アドレスｃｕｒｒＭｉｎＣＢＡ
ｄｄｒＺＳ
【０１０２】
　このプロセスの出力は、ｚ－スキャン順序ｃｂＡｖａｉｌａｂｌｅにおける最小限の符
号化ブロック・アドレスｃｂＡｄｄｒＺＳを有する符号化ブロックの入手可能性である。
【０１０３】
　このプロセスが呼び出されるときに、有効性の意味が決定されることに注意されたい。
【０１０４】
　そのサイズに関係なく、いかなる符号化ブロックも、ｚ－スキャン順序の最小限の符号
化ブロック・サイズを有する符号化ブロックのアドレスである最小限の符号化ブロック・
アドレスと関係していることに注意されたい。
【０１０５】
　－以下の状況の１つ以上が真である場合、ｃｂＡｖａｉｌａｂｌｅはＦＡＬＳＥにセッ
トされる。
　　－ｍｉｎＣｂＡｄｄｒＺＳは、０未満である
　　－ｍｉｎＣｂＡｄｄｒＺＳは、ｃｕｒｒＭｉｎＣＢＡｄｄｒＺＳより大きい
　　－最小限の符号化ブロック・アドレスｍｉｎＣｂＡｄｄｒＺＳを有する符号化ブロッ
クは、現在の最小限の符号化ブロック・アドレスｃｕｒｒＭｉｎＣＢＡｄｄｒＺＳを有す
る符号化ブロックに属し、現在の最小限の符号化ブロック・アドレスｃｕｒｒＭｉｎＣＢ
ＡｄｄｒＺＳを有する符号化ブロックを含んでいるスライスのｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌ
ｉｃｅ＿ｆｌａｇと異なるスライスは０に等しい。
　　－最小限の符号化ブロック・アドレスｍｉｎＣｂＡｄｄｒＺＳを有する符号化ブロッ
クは、現在の最小限の符号化ブロック・アドレスｃｕｒｒＭｉｎＣＢＡｄｄｒＺＳを有す
る符号化ブロックとは異なるタイルに含まれる。
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　－さもなければ、ｃｂＡｖａｉｌａｂｌｅは、ＴＲＵＥにセットされる。
【０１０６】
　〔２〕のスライス・データのためのＣＡＢＡＣ構文解析プロセスは、以下の通りだった
：
　記述子ａｅ（ｖ）を有する構文要素を解析するときに、このプロセスは呼び出される。
【０１０７】
　このプロセスへの入力は、構文要素の値および前に解析された構文要素の値の要求であ
る。
【０１０８】
　このプロセスの出力は、構文要素の値である。
【０１０９】
　スライスのスライス・データの構文解析を始めるときに、ＣＡＢＡＣ構文解析プロセス
の初期化プロセスは呼び出される。
【０１１０】
　空間隣接ブロックＴ（図１０ａ）を含んでいる符号化ツリー・ブロックの最小限の符号
化ブロック・アドレス、ｃｔｂＭｉｎＣｂＡｄｄｒＴは、以下のように現在の符号化ツリ
ー・ブロックの左上ｌｕｍａサンプルのロケーション（ｘ０，ｙ０）を使用して引き出さ
れる。
　　x=x0+2<<Log2CtbSize-1
　　y=y0-1
　　ctbMinCbAddrT=MinCbAddrZS[x>>Log2MinCbSize][y>>Log2MinCbSize]
【０１１１】
　可変ａｖａｉｌａｂｌｅＦｌａｇＴは、入力としてｃｔｂＭｉｎＣｂＡｄｄｒＴを有す
る符号化ブロック有効性派生プロセスを呼び出すことによって得られる。
【０１１２】
　符号化ツリーの構文解析を始めるときに、以下の手順が適用される。
　１．算術復号化エンジンは、以下のように初期化される。
　－ＣｔｂＡｄｄｒＲＳがｓｌｉｃｅ＿ａｄｄｒｅｓｓに等しい場合、ｄｅｐｅｎｄｅｎ
ｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇは１に等しく、ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｒｅｓｅｔ＿
ｆｌａｇは０に等しく、以下が適用される。
　　－ＣＡＢＡＣ構文解析プロセスの同期化プロセスは、入力としてのＴａｂｌｅＳｔａ
ｔｅＩｄｘＤＳおよびＴａｂｌｅＭＰＳＶａｌＤＳによって呼び出される。
　　－終了の前のバイナリの決定のための復号化プロセスは呼び出され、算術復号化のた
めの初期化プロセスが続く。
　－さもなければ、ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄ
ｃが２に等しく、ＣｔｂＡｄｄｒＲＳ％ＰｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓが０に等しい場合
、以下が適用される。
　　－ａｖａｉｌａｂｌｅＦｌａｇＴが１に等しいとき、ＣＡＢＡＣ構文解析プロセスの
同期化プロセスは、入力としてのＴａｂｌｅＳｔａｔｅＩｄｘＷＰＰおよびＴａｂｌｅＭ
ＰＳＶａｌＷＰＰによって呼び出される。
　　－終了の前のバイナリの決定のための復号プロセスは呼び出され、算術復号化エンジ
ンのための初期化プロセスが続く。
【０１１３】
　２．ｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇが０に等しく、ｄｅｐｅｎｄｅｎ
ｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、または、ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐ
ｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが２に等しいとき、記憶プロセスは以下のように適
用される。
　－ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが２に等しく
、ＣｔｂＡｄｄｒＲＳ％ＰｉｃＷｉｄｔｈＩｎＣｔｂｓが２に等しいとき、ＣＡＢＡＣ構
文解析プロセスの記憶プロセスは出力としてＴａｂｌｅＳｔａｔｅＩｄｘＷＰＰおよびＴ
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ａｂｌｅＭＰＳＶａｌＷＰＰによって呼び出される。
　－ｃａｂａｃ＿ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｆｌａｇが０に等しく、ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ
＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇが１に等しく、ｅｎｄ＿ｏｆ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇが１に等し
いとき、ＣＡＢＡＣ構文分析プロセスの記憶プロセスは出力としてＴａｂｌｅＳｔａｔｅ
ＩｄｘＤＳおよびＴａｂｌｅＭＰＳＶａｌＤＳによって呼び出される。
【０１１４】
　構文要素の構文解析は、以下の通りに進行する：
【０１１５】
　構文要素の要求された値ごとに、２値化が得られる。
【０１１６】
　構文要素のための２値化および構文解析されたビン（ｂｉｎ）のシーケンスは、復号化
プロセスフローを決定する。
【０１１７】
　可変ｂｉｎＩｄｘによってインデックスを付けられる構文要素の２値化のビンごとに、
文脈インデックスｃｔｘＩｄｘが得られる。
【０１１８】
　ｃｔｘＩｄｘごとに、算術復号化プロセスが起動する。
【０１１９】
　構文解析されたビンの結果として生じるシーケンス（ｂ0・・・ｂbinIdx）は、各ビン
の復号化の後、２値化プロセスによって与えられるビンストリングのセットと比較される
。与えられたセットにおいてシーケンスがビンに一致するときに、対応する値は構文要素
に割り当てられる。
【０１２０】
　構文要素の値の要求が構文要素ｐｃｍ－ｆｌａｇおよびｐｃｍ＿ｆｌａｇの復号化値が
１に等しい場合、復号化エンジンはいかなるｐｃｍ＿ａｌｉｇｎｍｅｎｔ＿ｚｅｒｏ＿ｂ
ｉｔも、ｎｕｍ＿ｓｕｂｓｅｑｕｅｎｔ＿ｐｃｍおよびすべてのｐｃｍ＿ｓａｍｐｌｅ＿
ｌｕｍａおよびｐｃｍ＿ｓａｍｐｌｅ＿ｃｈｒｏｍａデータを復号化した後に初期化され
る。
【０１２１】
　今までに記載されている設計フレームワークにおいて、以下の課題が発生した。
【０１２２】
　復号化ユニットのタイミングは、低遅延シナリオでデータを符号化し送信する前に知ら
れている必要があり、ＮＡＬユニットはすでにエンコーダによって送られ、その一方で、
エンコーダは画像、すなわち、他のサブピクチャ復号化ユニットをまだ符号化している。
これは、アクセスユニットにおけるＮＡＬユニット順序が、アクセスユニットにおけるＶ
ＣＬ（ビデオ符号化ＮＡＬユニット）に先行するＳＥＩメッセージを許しているだけであ
って、そのような低遅延シナリオにおいて、エンコーダが復号化ユニットの符号化を開始
している場合、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットはすでに通信、すなわち送信されている必要が
あるためである。図１０ｂは、〔２〕に記載のアクセスユニットの構造を例示する。〔２
〕はまだシーケンスまたはストリームの端部を特定しておらず、そのため、アクセスユニ
ットのそれらの存在は暫定的であった。
【０１２３】
　また、サブピクチャに関連するＮＡＬユニットの数が低遅延シナリオにおいて予め知ら
れていなければならず、それは、画像タイミングＳＥＩがこの情報を含み、従わなければ
ならず、エンコーダが実際の画像を符号化し始める前に送信しなければならないためであ
る。アプリケーションデザイナーは、ＮＡＬユニットナンバーに適合するフィルタデータ
が潜在的に存在しないフィルタデータＮＡＬユニットをしぶしぶ挿入するが、それは、画
像タイミングＳＥＩの復号化ユニットごとに送信され、サブピクチャ・レベル上のこの情
報を送信する手段を必要とするからである。それは、タイミングＳＥＩメッセージにおい
て与えられるパラメータによってアクセスユニットの存在で現在確定されるサブピクチャ
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・タイミングのために保持する。
【０１２４】
　さらに、仕様書案［２］の更なる欠点は、例えばＲＯＩシグナリングまたはタイル次元
シグナリングのように、特殊利用のために必要とされるサブピクチャ・レベルの多数のシ
グナリングを含む。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０１２５】
【非特許文献１】Thomas Wiegand, Gary J. Sullivan, Gisle Bjontegaard, Ajay Luthra
, "Overview of the H.264/AVC Video Coding Standard", IEEE Trans. Circuits Syst. 
Video Technol., vol. 13, N7, July 2003.
【非特許文献２】JCT-VC, "High-Efficiency Video Coding (HEVC) text specification 
Working Draft 7", JCTVC-I1003, May 2012.
【非特許文献３】ISO/IEC 13818-1: MPEG-2 Systems specification.
【非特許文献４】IETF RFC 3550 － Real-time Transport Protocol.
【非特許文献５】Y.-K. Wang et al.,"RTP Payload Format for H.264 Video", IETF RFC
6184,    http://tools.ietf.org/html/
【非特許文献６】S. Wenger et al., "RTP Payload Format for Scalable Video Coding"
, IETF RFC6190, http://tools.ietf.org/html/rfc6190
【非特許文献７】T. Schierl et al., "RTP Payload Format for High Efficiency Video
 Coding", IETF internet draft, http://datatracker.ietf.org/doc/draft-schierl-pay
load-rtp-h265/
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０１２６】
　上記の概説された課題は、ＨＥＶＣ基準に特有のものではない。むしろ、この課題は、
同様に他のビデオ・コーデックと関連して発生する。さらに一般的にいえば、図１１は、
短時間の端末間遅延でエンコーダ１０からデコーダ１２にビデオ１６を送信するためにネ
ットワーク１４を介して一対のエンコーダ１０およびデコーダ１２が接続されているビデ
オ伝送風景を示す。すでに上で概説される課題は次のようなものである。エンコーダ１０
は、必然的にではなく実質的に、フレーム１８の再現順序２０に続き、各フレーム１８内
で、例えばフレーム１８のタイル－セクショニング方法を有するあるいは有していないラ
スタ・スキャンのようないくつかの特定の方法でフレーム１８のフレーム領域を通して伝
わる特定の復号化順序に従って、ビデオ１６のフレーム１８のシーケンスを符号化する。
復号化順序は、例えば予測および／またはエントロピー符号化、すなわち、予測または文
脈選択の基礎として役立つ利用可能なビデオ１６の空間的および／または時間的に隣接す
る部分に関する情報の有効性のように、エンコーダ１０によって用いられる符号化技術の
ための情報の有効性を制御する。エンコーダ１０がビデオ１６のフレーム１８を符号化す
るために並列処理を使用することが可能かもしれない場合であっても、エンコーダ１０は
必然的に、現行フレームのような特定のフレーム１８を符号化する若干の時間を必要とす
る。図１１は、例えば、エンコーダ１０がすでに現行フレーム１８の部分１８ａを符号化
し終わった瞬間を示し、その一方で、現行フレーム１８の他の部分１８ｂはまだ符号化さ
れなかったことを示す。エンコーダ１０が部分１８ｂをまだ符号化しなかったので、エン
コーダ１０は現行フレーム１８を符号化するための利用可能なビットレートがどのように
、例えば、率／歪曲認識力に関して最適条件を成し遂げるために現行フレーム１８を通じ
て空間的に分配されるべきかについて予測することができない。したがって、エンコーダ
１０は、単に２つの選択を有するだけである：エンコーダ１０は、現在のフレーム１８が
前もって空間的にさらに細かく分割されるスライス上に現在のフレーム１８のための利用
可能なビットレートの最適に近い分配を推測し、したがって推測は間違っていると認める
か、または、エンコーダ１０は、エンコーダ１０からデコーダ１２にスライスを含むパケ
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ットを送信する前に現在のフレーム１８の符号化を終了させているかのどちらかである。
　いずれにせよ、その符号化の終了の前に現在の符号化フレーム１８のスライス・パケッ
トのいかなる伝送も利用することが可能であるために、ネットワーク１４は、符号化ピク
チャ・バッファ検索時間の形でこの種の各スライス・パケットと関連したビットレートを
知らせるべきである。しかしながら、上述のように、エンコーダ１０は、ＨＥＶＣの現在
バージョンに従って、個々にサブピクチャ領域のためのデコーダバッファ検索時間を定め
ることを用いてフレーム１８上に分配されるビットレートを変化させることが可能である
にもかかわらず、エンコーダ１０は、現在のフレーム１８に関する全てのデータを集める
各アクセスユニットの初めにおいてネットワーク１４を介してデコーダ１２にそのような
情報を送信または送る必要があり、それにより、エンコーダ１０に概説した選択肢の中か
ら選択することを促し、一方は低い遅延であるが悪い率／歪曲をリードし、他方は最適な
率／歪曲であるが増加した端末間遅延をリードする。
【０１２７】
　このように、これまで、エンコーダが現在のフレームの残りの部分１８ｂを符号化する
のに先立って現在のフレームの部分１８ａに関するパケットの送信の開始を可能にし、デ
コーダがエンコーダ１２からデコーダ１４に送るビデオ・データストリーム内で伝達され
る復号化バッファ検索タイミングに従うネットワーク１６による予備部分１８ａに関して
パケットのこの中間伝達を利用するような低遅延の成績を可能にしたビデオ・コーデック
はなかった。例えば、見本としてこの種の低い遅延を利用するアプリケーションは、例え
ばオートメーションまたは点検目的等のためのワークピースまたは製作監視のような産業
アプリケーションを含む。これまで、ネットワーク１６の中の中間のネットワーク存在物
がパケット、すなわちスライス構文の内部を深く検査する必要のないデータストリームか
らこの種の情報を集めることを可能にされるように、現在のフレームが構成され、領域（
関心領域）に関心を持たせるタイルへのパケットの関連上の復号化側に知らせるための十
分な解決もない。
【０１２８】
　したがって、この発明の目的は、低い端末間遅延を可能にする際により効率的でおよび
／または関心領域に、または、特定のタイルにデータストリームの部分の識別がより容易
になるビデオ・データストリーム符号化コンセプトを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０１２９】
　この目的は、特許請求の範囲の独立請求項の主題によって達成される。
【０１３０】
　本出願が基礎とする１つの考えは、デコーダ検索タイミング情報、ＲＯＩ情報およびタ
イル識別情報がＭＡＮＥｓまたはデコーダのようなネットワークエンティティによって簡
単なアクセスを可能にするレベルでビデオ・データストリームの中で伝達されなければな
らないということであり、この種のレベルに達するために、この種のタイプの情報がビデ
オ・データストリームのアクセスユニットのパケットに分散するパケットを経由してビデ
オ・データストリームの中で伝達されなければならないということである。実施例によれ
ば、分散型のパケットは、除去可能なパケット・タイプの中にある、すなわち、これらの
分散型のパケットの除去は、完全に、ビデオ・データストリームを介して運搬されるビデ
オ内容を回復するデコーダの能力を維持する。
【０１３１】
　本出願の態様によれば、低い端末間遅延の達成は、現在のアクセスユニットの範囲内で
ビデオ・データストリームのそれぞれのタイミング制御パケットに続くペイロード・パケ
ットによって形成される復号化ユニットのためのデコーダバッファ検索時間に情報を伝達
するために、分散型のパケットを用いることによってより効果的になる。この計測によっ
て、エンコーダは、現在のフレームを符号化する間、その場でデコーダバッファ検索時間
を決定することを可能にされ、現在のフレームを符号化する間、実はすでにペイロード・
パケットに符号化され、送信された現在のフレームの部分に費やされるか、または、一方
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で、タイミング制御パケットによって前に置かれ、したがって、まだ符号化されていなか
った現在のフレームの残りの部分上に現在のフレームに利用できる残りのビットレートの
分配を適応させるビットレートを連続的に決定することができるようになる。この計測に
よって、利用可能なビットレートは効果的に利用され、そして、エンコーダが完全に現在
のフレームを符号化し終わるために待つ必要がないため、遅延はそれにもかかわらずより
短く保たれる。
【０１３２】
　本出願の更なる態様によれば、アクセスユニットのペイロード・パケットに分散するパ
ケットは関心領域に情報伝達するために利用され、それによって、上述したように、中間
のペイロード・パケットを検査する必要がないため、ネットワークエンティティによって
この情報の簡単なアクセスが可能になる。さらに、エンコーダは、前もってサブポーショ
ンおよびそれぞれのペイロード・パケットに現在のフレームの細別を決定する必要がなく
、現在のフレームを符号化する間、臨機応変にＲＯＩに属しているパケットを決定するこ
とがまだできる。さらに、分散型のパケットが移動可能なパケット・タイプである実施例
によれば、ＲＯＩ情報は、ＲＯＩ情報に関心がないか、それを処理することができないビ
デオ・データストリームの受容者によって無視されることができる。
【０１３３】
　類似の考えは、分散型のパケットがアクセスユニットの範囲内の特定のパケットがどの
タイルに属するかについて情報伝達する他の態様に従う本出願において利用される。
【０１３４】
　本発明の有利な実施態様は、従属クレームの主題である。
本出願の好ましい実施例は、以下の図を参照して更に詳細に記載されており、図１ないし
図１０ｂはＨＥＶＣの現在の状態を示している。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
【図１】図１は、バッファ期間ＳＥＩメッセージ構文を示す。
【図２】図２は、画像タイミングＳＥＩメッセージ構文を示す。
【図３ａ】図３ａは、ＶＵＩパラメータ構文を示す。
【図３ｂ】図３ｂは、ＶＵＩパラメータ構文を示す。
【図４】図４は、ＨＲＤパラメータ構文を示す。
【図５】図５は、フィラーデータＲＢＳＰ構文を示す。
【図６】図６は、ＨＲＤ一致チェックのためのバイトストリームおよびＮＡＬユニットス
トリームの構造を示す。
【図７】図７は、ＨＲＤバッファ・モデルを示す。
【図８】図８は、スライス・ヘッダ構文を示す。
【図９】図９は、画像パラメータ・セットＲＢＳＰ構文を示す。
【図１０ａ】図１０ａは、場合により現在の符号化ツリー・ブロックに関連する符号化ツ
リー・ブロック利用誘導プロセスを起動させるために用いられる空間的に隣接する符号化
ツリー・ブロックＴの図解図を示す。
【図１０ｂ】図１０ｂは、アクセスユニットの構造の定義を示す。
【図１１】図１１は、図式的に、ビデオ・データストリーム伝送で起こっている課題を例
示するためのネットワークを介して接続される一対のエンコーダおよびデコーダを示す。
【図１２】図１２は、タイミング制御パケットを使用している実施例に従うエンコーダの
概略ブロック図を示す。
【図１３】図１３は、実施例に従う図１２のエンコーダの作動モードを例示しているフロ
ー図を示す。
【図１４】図１４は、図１２に従ってエンコーダによって発生するビデオ・データストリ
ームと関連してその機能を説明するためにデコーダの実施例のブロック図を示す。
【図１５】図１５は、ＲＯＩパケットを使用している更なる実施例に従ってエンコーダ、
ネットワーク実体およびビデオ・データストリームを例示している概略ブロック図を示す
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。
【図１６】図１６は、タイル識別パケットを使用している更なる実施例に従ってエンコー
ダ、ネットワークエンティティおよびビデオ・データストリームを例示している概略ブロ
ック図を示す。
【図１７】図１７は、実施例に従ってアクセスユニットの構造を示す。点線は、任意のス
ライス接頭辞ＮＡＬユニットのケースを反映する。
【図１８】図１８は、関心シグナリングの領域のタイルの使用を示す。
【図１９】図１９は、第１の単純な構文／バージョン１を示す。
【図２０】図２０は、ＳＥＩメッセージコンセプトとは異なるｔｉｌｅ＿ｉｄ　ｓｉｇｎ
ａｌｉｎｇ、復号化ユニットスタート識別子、スライス接頭辞ＩＤおよびスライス・ヘッ
ダデータを含む拡張した構文／バージョン２を示す。
【図２１】図２１は、ＮＡＬユニットタイプ・コードおよびＮＡＬユニットタイプクラス
を示す。
【図２２】図２２は、スライス・ヘッダのための可能な構文を示し、現在のバージョンに
従うスライス・ヘッダに存在する特定の構文要素は、ｓｌｉｃｅ＿ｈｅａｄｅｒ＿ｄａｔ
ａと呼ばれる下部の階層構文要素へ移される。
【図２３ａ】図２３ａは、スライス・ヘッダから離れたすべての構文要素が構文要素スラ
イス・ヘッダデータによって信号を送られるテーブルを示す。
【図２３ｂ】図２３ｂは、スライス・ヘッダから離れたすべての構文要素が構文要素スラ
イス・ヘッダデータによって信号を送られるテーブルを示す。
【図２３ｃ】図２３ｃは、スライス・ヘッダから離れたすべての構文要素が構文要素スラ
イス・ヘッダデータによって信号を送られるテーブルを示す。
【図２４】図２４は、補足的な強化情報メッセージ構文を示す。
【図２５ａ】図２５ａは、新しいスライスまたはサブピクチャＳＥＩメッセージタイプを
導入するために、構成されるＳＥＩペイロード構文を示す。
【図２５ｂ】図２５ｂは、新しいスライスまたはサブピクチャＳＥＩメッセージタイプを
導入するために、構成されるＳＥＩペイロード構文を示す。
【図２６】図２６は、サブピクチャ・バッファＳＥＩメッセージのための実施例を示す。
【図２７】図２７は、サブピクチャ・タイミングＳＥＩメッセージのための実施例を示す
。
【図２８】図２８は、サブピクチャスライス情報ＳＥＩがどのように見えるかを示す。
【図２９】図２９は、サブピクチャ・タイル情報ＳＥＩメッセージのための実施例を示す
。
【図３０】図３０は、サブピクチャ・タイル範囲情報ＳＥＩメッセージのための構文の例
を示す。
【図３１】図３１は、各ＲＯＩが個々のＳＥＩメッセージにおいて信号を送られる関心領
域ＳＥＩメッセージのための構文の例の第１の変異型を示す。
【図３２】図３２は、すべてのＲＯＩが単一のＳＥＩメッセージにおいて信号を送られる
関心領域ＳＥＩメッセージのための構文の例の第２の変異型を示す。
【図３３】図３３は、更なる実施例に従うタイミング制御パケットのための可能な構文を
示す。
【図３４】図３４は、実施例に従うタイル識別パケットのための可能な構文を示す。
【図３５】図３５は、実施例に従う異なる細別設定に従う画像の可能な細別を示す。
【図３６】図３６は、実施例に従う異なる細別設定に従う画像の可能な細別を示す。
【図３７】図３７は、実施例に従う異なる細別設定に従う画像の可能な細別を示す。
【図３８】図３８は、実施例に従う異なる細別設定に従う画像の可能な細別を示す。
【図３９】図３９は、アクセスユニットのペイロード・パケットとの間に分散しているタ
イミング制御パケットを使用している実施例に従うビデオ・データストリームからの部分
の例を示す。
【発明を実施するための形態】
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【０１３６】
　図１２に関して、本出願およびその作動モードの実施例に従うエンコーダ１０が記載さ
れている。エンコーダ１０は、ビデオ内容１６をビデオ・データストリーム２２に符号化
するように構成される。エンコーダは、ビデオ内容１６のフレーム／画像１８のサブポー
ションを単位にしてこれをするように構成され、サブポーションは、例えば、画像１８が
分割されるスライス２４、または例えばタイル２６またはＷＰＰサブストリーム２８のよ
うないくつかの他の空間部分でもよく、その全ては、エンコーダ１０が、例えば、タイル
またはＷＰＰ並列処理をサポートすることが可能なことを必要とする、または、サブポー
ションがスライスであることを必要とすることを示唆しているというよりはむしろ、図示
する目的だけのために単に図１２において例示される。
【０１３７】
　サブポーション２４を単位にするビデオ内容１６を符号化することにおいて、エンコー
ダ１０は、復号化順序に沿ってそのようなブロックの連続運転を示すサブポーションをも
って、画像１８がラスタ・スキャン順序に従って分配される、例えば、画像１８の間で規
定される再現順序２０と必ずしも一致せず、および各画像１８ブロック内で妨害される、
例えば、画像復号化順序に従ってビデオ１６の画像１８を妨害するサブポーション２４内
で定められる復号化順序－あるいは符号化順序－に従うことができる。特に、エンコーダ
１０は、例えば、予測および／またはエントロピー文脈を決定するように、予測符号化お
よび／またはエントロピー符号化におけるそのような隣接部分を示す特性を用いるために
符号化させるべき現在の部分に空間的および／または時間的に隣接する部分の有用性を決
定するこの復号化順序に従うように構成される：単にビデオの前に訪れる（符号化／復号
化）だけだった部分は利用可能である。さもなければ、ちょうど言及された特性はデフォ
ルト値に設定され、または、いくつかの他の代替手段がとられる。
【０１３８】
　一方では、エンコーダ１０は、復号化順序に沿って連続的にサブポーション２４を符号
化する必要はない。むしろ、エンコーダ１０は符号化プロセスのスピードアップを図るた
め並行処理を行ったり、リアルタイムでより複合的な符号化を実行することが可能である
。同様に、エンコーダ１０は、復号化順序に沿ってサブポーションを符号化しているデー
タを伝えるかまたは送るように構成されてもよいし、構成されなくてもよい。たとえば、
エンコーダ１０は、サブポーションの符号化が、並列処理により、例えば、ちょうど言及
される復号化順序から逸脱することができるエンコーダ１０によって終了する順序に従う
ような、いくつかの他の順序で符号化されたデータを出力／送信することができる。
【０１３９】
　サブポーション２４の符号化されたバージョンをネットワーク上の伝送に適するように
するために、エンコーダ１０は、ビデオストリーム２２のパケットのシーケンスの１つ以
上のペイロード・パケットに各サブポーション２４を符号化する。サブポーション２４が
スライスである場合、エンコーダ１０は、例えば、各スライス・データ、例えば、各符号
化データをＮＡＬユニットなどの１つのペイロード・パケットに置き換えるように構成さ
れる。このパケット化は、ネットワークを介してビデオ・データストリーム２２が伝送に
適するようになるのに役立つことができる。したがって、パケットは、ビデオ・データス
トリーム２２が起こる、すなわち受取人に対するネットワークを経て伝送用のエンコーダ
１０によって個々に送られる最も小型のユニットを表す。
【０１４０】
　さらに、それらの間に分散するペイロード・パケットおよびタイミング制御パケットや
、以下で述べる他のパケット、例えば、まれに変化する構文要素またはＥＯＦ（ファイル
の終わり）またはＡＵＥ（アクセスユニット端）パケット等の伝達するためのフィルデー
タ・パケット、画像またはシーケンス・パラメータのような他のタイプのパケットが存在
する。
【０１４１】
　パケットのシーケンスがアクセスユニット３０のシーケンスに分けられ、各アクセスユ
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ニットがビデオ内容１６の１つの画像１８に関するペイロード・パケット３２を集めるよ
うに、エンコーダはペイロード・パケットへの符号化を実行する。すなわち、ビデオ・デ
ータストリーム２２を形成しているパケットのシーケンス３４は、それぞれが画像１８の
それぞれの１つに関連している、アクセスユニット３０と呼ばれる重なり合わない部分に
再分割される。アクセスユニット３０のシーケンスは、アクセスユニット３０が関連する
画像１８の復号化順序に従う。図１２は、例えば、図示されたデータストリーム２２の部
分の中央に配置されるアクセスユニット３０が、画像１８が再分割されるサブポーション
２４につき１つのペイロード・パケット３２を含む。すなわち、各ペイロード・パケット
３２は、対応するサブポーション２４を担持する。エンコーダ１０は、パケットタイミン
グ制御パケット３６のシーケンス３４に分散され、それによりタイミング制御パケットが
アクセスユニット３０を復号化ユニット３８に細分割し、それにより図１２の中央部に示
されているように、少なくともいくつかのアクセスユニット３０は２つ以上の復号化ユニ
ット３８に細分割され、各タイミングコントロールパケットは、そのペイロード・パケッ
ト３２がパケットのシーケンス３４におけるそれぞれのタイミング制御パケットに続く復
号化ユニット３８のためのデコーダバッファ検索時間に信号を送る。換言すれば、エンコ
ーダ１０は、それぞれのタイミング制御パケット３６によって前に置かれ、復号化ユニッ
ト３８、デコーダバッファ検索時間を形成するペイロード・パケットのそれぞれのサブシ
ーケンスのために信号を送るそれぞれのタイミング制御パケット３６で１つのアクセスユ
ニット３０内のペイロード・パケット３２のシーケンスのサブシーケンスの前に置く。図
１２は、例えば、あらゆる第２のパケット３２がアクセスユニット３０の復号化ユニット
３８の第１のペイロード・パケットを表すケースを例示する。図１２に示すように、デー
タの量または復号化ユニット３８ごとに費やされるビットレートは変化し、そして、復号
化ユニット３８のデコーダバッファ検索時間がこの直ちに前の復号化ユニット３８に費や
されるビットレートに対応する時間間隔に加えて直ちに前の復号化ユニット３８のタイミ
ング制御パケット３６によって信号を送られるデコーダバッファ検索時間に続くことがで
きるという点で、デコーダバッファ検索時間は復号化ユニット３８の中のこのビットレー
トのバリエーションと相関することができる。
【０１４２】
　すなわち、エンコーダ１０は、図１３に示すように作動することができる。特に、上述
したように、エンコーダ１０は、ステップ４０において、現在の画像１８の現在のサブポ
ーション２４を符号化させることができる。すでに述べたように、エンコーダ１０は、矢
印４２で示すように、上述の復号化順序のサブポーション２４によって順次循環すること
ができ、または、エンコーダ１０は並行していくつかの「現在のサブポーション」２４を
同時に符号化するためにＷＰＰおよび／またはタイル処理のようないくらかの並列処理を
使用することができる。並列処理の使用の有無にかかわりなく、エンコーダ１０は、ステ
ップ４０およびそれに続くステップ４４において符号化される１つまたはいくつかのサブ
ポーションから復号化ユニットを形成し、エンコーダ１０は、デコーダバッファ検索時間
をこの復号化ユニットに設定して伝送し、前に置かれたこの復号化ユニットは時間制御パ
ケットで復号化ユニットのために設定された復号化バッファ検索時間の信号を送る。たと
えば、エンコーダ１０は、もしあれば、この復号化ユニット内の全ての更なる中間パケッ
ト、すなわち「接頭辞パケット」を含む現在の復号化ユニットを形成するペイロード・パ
ケットに符号化されたサブポーションを符号化するのに費やされるビットレートに基づい
てステップ４４におけるデコーダバッファ検索時間を決定する。
【０１４３】
　それから、ステップ４６において、エンコーダ１０は、ちょうど今ステップ４４におい
て送信されていた復号化装置に費やされるビットレートに基づいて、利用できるビットレ
ートを適応させることができる。例えば、ステップ４４においてちょうど送信される復号
化ユニット内の画像内容が圧縮率に関して非常に複雑である場合、エンコーダ１０は、例
えば、ビデオ・データストリーム２２を送信しているネットワークと関連して直面される
現在の帯域幅状況に基づいて、決定されていたいくつかの外部的に設定された目標ビット
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レートに従うように、次の復号化ユニットのために利用できるビットレートを減らすこと
ができる。ステップ４０～４６は、それから繰り返される。この計測によって、画像１８
は符号化されて送信される、すなわち、各々対応するタイミング制御パケットによって前
に置かれた、復号化ユニットを単位にして送信される。
【０１４４】
　換言すれば、エンコーダ１０は、ビデオ内容１６の現在の画像１８を符号化する間、現
在の画像１８の現在のサブポーション２４を現在の復号化ユニット２８の現在のペイロー
ド・パケット３２に符号化４０し、最初の瞬間、データストリームの中で、現在のタイミ
ング制御パケット（３６）によって信号を送られるデコーダバッファ検索時間で現在のタ
イミング制御パケット３６で前に置かれる現在の復号化ユニット３８をデータストリーム
内で伝送４４し、ステップ４６から４０に回帰することにより、第１の時間的瞬間－第１
の時間訪問ステップ４４より遅い第２の時間的瞬間－第２の時間訪問ステップに現在の画
像１８の更なるサブポーション２４を符号化４４する。
【０１４５】
　エンコーダはこの復号化ユニットが属する現在の画像の残りの符号化に先立って復号化
ユニットを伝送することができるので、エンコーダ１０は端子間遅延を少なくすることが
できる。一方では、エンコーダ１０が現在の画像の内容および複雑さのその空間分布の特
定の性質に反応することが可能であるため、エンコーダ１０は利用できるビットレートを
浪費する必要がない。
【０１４６】
　一方において、更にエンコーダからデコーダにビデオ・データストリームの伝送に対し
て重要な中間ネットワークエンティティは、エンコーダ１０による復号化ユニット的な符
号化および伝送の利益を得るように、ビデオ・データストリーム２２を受信するいくつか
のデコーダが時間内に復号化ユニットを受信することを保証するように、タイミング制御
パケット３６を使用することができる。たとえば、ビデオ・データストリーム２２を復号
化するためのデコーダを示す図１４を参照されたい。デコーダ１２は、エンコーダ１０が
デコーダ１２にビデオ・データストリーム２２を伝送したネットワークを経由して符号化
画像バッファＣＰＢ４８でビデオ・データストリーム２２を受信する。特に、ネットワー
ク１４は低遅延アプリケーションをサポートすることができるものと見なされるため、ネ
ットワーク１０はデコーダ１２の符号化画像バッファ４８にビデオ・データストリーム２
２のパケットのシーケンス３４を送るようにデコーダバッファ検索時間を検査し、それに
より、各復号化ユニットはそれぞれの復号化ユニットの前におかれるタイミング制御パケ
ットによって信号を送られるデコーダバッファ検索時間に先立って符号化画像バッファ４
８内に存在する。この計測によって、デコーダは、行き詰まることなく、すなわち、符号
化画像バッファ４８内で利用できるペイロード・パケットが尽きることなく、完全なアク
セスユニットよりむしろ復号化ユニットを単位にするデコーダの符号化ピクチャ・バッフ
ァ４８を空にするために、タイミング制御パケットのデコーダバッファ検索時間を使用す
る。図１４は、例えば、符号化画像バッファ４８の出力に接続され、その入力がビデオ・
データストリーム２２を受信するような処理ユニット５０を例示的に示している。エンコ
ーダ１０と同様に、デコーダ１２は、例えばタイル並列処理／復号化および／またはＷＰ
Ｐ並列処理／復号化を用いて並列処理を実行することができる。
【０１４７】
　以下において詳述するように、デコーダバッファ検索時間は、デコーダ１２の符号化ピ
クチャ・バッファ４８に関する検索時間に必ずしも関連するというわけではない。むしろ
、タイミング制御パケットは、加えて、あるいは、デコーダ１２の対応する復号化ピクチ
ャ・バッファのすでに復号化された画像データの検索を進めることができる。図１４は、
例えば、処理ユニット５０によりビデオ・データストリーム２２を復号化することによっ
て得られるビデオ内容の復号化バージョンがバッファリングされる、したがって、復号化
ユニットの復号化バージョンを単位にして格納され、出力されるデコーダピクチャバッフ
ァを含むデコーダ１２を示す。デコーダの復号化ピクチャ・バッファ２２は、このように
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デコーダ１２の出力および処理ユニット５０の出力の間に接続される。復号化ピクチャ・
バッファ５２からユニットを復号化する復号化バージョンを出力するための検索時間を設
定する能力を有することによって、エンコーダ１０は、臨機応変に、すなわち、現在の画
像を符号化する間、再現を制御し、または端末間で、画像率またはフレーム率より小さい
粒度でさえ復号化側のビデオ内容の再現の遅延を得る機会を与えられる。明らかに、符号
化側で各画像１８を大量のサブポーション２４に過度に分割することはビデオ・データス
トリーム２２を送信するためのビットレートに負の影響を及ぼすが、その一方で、このよ
うな復号化ユニットを符号化し、送信し、復号化し、出力するために必要な時間が最小化
されるため、端末間の遅延は最小化されることができる。一方では、サブポーション２４
のサイズを増加させることは、端末間の遅延を増加させる。したがって、妥協は見つけら
れなければならない。復号化ユニットを単位とするサブポーション２４の復号化バージョ
ンの出力タイミングを誘導するように言及したデコーダバッファ検索時間を使用すること
は、エンコーダ１０または符号化側のいくつかの他のユニットに現在の画像の内容を空間
的に超えてこの妥協を適用することを可能にする。この手段によって、それが現在の画像
内容全体で空間的に変化させるそのような方法における端末間遅延を制御することは可能
である。
【０１４８】
　上述のような実施例を実行する際に、タイミング制御パケットとして、除去可能なパケ
ット・タイプのパケットを使用することが可能である。除去可能なパケット・タイプのパ
ケットは、復号側でビデオ内容を回復するために必要でない。以下に、この種のパケット
は、ＳＥＩパケットと呼ばれている。さらに、除去可能なパケット・タイプのパケット、
すなわち、ストリームにおいて伝送される場合に、冗長パケットのような別のタイプの除
去可能なパケットが同様に存在する。他の方法として、タイミング制御パケットは特定の
除去可能なパケット・タイプのパケットでもよいが、加えて、特定のＳＥＩパケット・タ
イプフィールドを担持する。たとえば、タイミング制御パケットは、１つまたはいくつか
のＳＥＩメッセージを担持している各ＳＥＩパケットを有するＳＥＩパケットであり、特
定のタイプのＳＥＩメッセージを含むこれらのＳＥＩパケットだけが前述のタイミング制
御パケットを形成する。
【０１４９】
　このように、図１２～１４に関して今までに記載されている実施例は、更なる実施例に
従って、ＨＥＶＣ基準に適用され、それによって、より低い端末間遅延においてより効果
的なＨＥＶＣを提供するための可能なコンセプトを形成する。この際、上述したパケット
はＮＡＬユニットによって形成され、そして、上述したペイロード・パケットは上述した
サブポーションを形成するスライスを有するＮＡＬユニットストリームのＶＣＬ　ＮＡＬ
ユニットである。
【０１５０】
　より詳細な実施例の説明の前に、分散されたパケットが効率的な方法でビデオ・データ
ストリームを示している情報を伝送するために用いられるという点で上述の概説された実
施例と一致する更なる実施例が示されるが、情報の分類が、タイミング制御パケットがデ
コーダバッファ検索タイミング情報に伝送された上述の実施例と異なる。さらに以下に記
載されている実施例において、アクセスユニットに属しているペイロード・パケットに分
散する分散パケットを介して移される情報の種類は、関心領域（ＲＯＩ）情報および／ま
たはタイル識別情報に関する。さらに以下で記載される実施例は、図１２～１４に関して
記載されている実施例と結合されることができるかまたは結合されることができない。
【０１５１】
　図１５は、図１５のエンコーダ１０に対してオプションとなる、図１３に関して上述さ
れたタイミング制御パケットおよび機能の分散を除いて、図１２に関して上で説明したも
のに類似の動作をするエンコーダ１０を示す。しかしながら、図１５のエンコーダ１０は
、図１１に関連して上で説明したように、ビデオ内容１６の画像１８のサブポーション２
４を単位とするビデオ・データストリーム２２にビデオ内容１６を符号化するように構成
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される。ビデオ内容１６を符号化する際に、エンコーダ１０は、ビデオ・データストリー
ム２２とともに、復号化側に関心領域ＲＯＩ　６０に関する情報を伝達することに興味を
持っている。ＲＯＩ　６０は、デコーダが、例えば、特別に注意を払わなければならない
、現在の画像１８の空間サブエリアである。ＲＯＩ　６０の空間位置は、現在の画像１８
の符号化の間、ユーザーの入力などのような、点線６２で示されるような外部からエンコ
ーダ１０に入力することができ、または、エンコーダ１０または臨機応変にいくつかの他
の存在により自動的に決定されることができる。いずれにせよ、エンコーダ１０は、以下
の課題に直面する：ＲＯＩ　６０の位置の表示は、原則としてエンコーダ１０にとって問
題ではない。そのために、エンコーダ１０は、データストリーム２２の中でＲＯＩ　６０
の位置を容易に示すことができる。しかしながら、容易にアクセスできるこの情報を示す
ために、図１５のエンコーダ１０はアクセスユニットのペイロード・パケットの間にＲＯ
Ｉパケットの分散を使用し、それにより、エンコーダ１０は、サブポーション２４および
／またはサブポーション２４がパケット化され、ＲＯＩ　６０の空間的に外側および空間
的に内側にあるペイロード・パケットの数に自由に、継続的に、現在の画像１８の区分を
選択する。分散型のＲＯＩパケットを用いて、いかなるネットワークエンティティも、Ｒ
ＯＩに属するペイロード・パケットを容易に確認することができる。一方では、これらの
ＲＯＩパケットのための除去可能なパケット・タイプを使用する場合、それはいかなるネ
ットワークエンティティによっても容易に無視されることができる。
【０１５２】
　図１５は、アクセスユニット３０のペイロード・パケット３２の間にＲＯＩパケット６
４を分散させるための実施例を示す。ＲＯＩパケット６４は、ビデオ・データストリーム
２２内でＲＯＩ　６０に関連する、すなわち符号化する符号化データが含まれるところを
示す。ＲＯＩパケット６４がＲＯＩ　６０の位置を示す方法は、多種多様な方法で行うこ
とができる。たとえば、ＲＯＩパケット６４の純粋な存在／発生は、シーケンス３４の順
次的な順序において続く、すなわち前に置かれたペイロード・パケットに属する、以下の
ペイロード・パケット３２の１つ以上の範囲内でＲＯＩ　６０に関する符号化データの編
入を示す。あるいは、ＲＯＩパケット６４内部の構文要素は、１つ以上の次のペイロード
・パケット３２がＲＯＩ　６０に関連するかどうか、すなわち少なくとも部分的に符号化
するかどうかを示す。変化の多さも、それぞれのＲＯＩパケット６４の「スコープ」に関
して可能なバリエーション、すなわち１つのＲＯＩパケット６４によって前に置かれる前
に置かれたペイロード・パケットの数から生じる。たとえば、１つのＲＯＩパケット内で
ＲＯＩ　６０に関するいくらか符号化データの編入または非編入の示唆は、次のＲＯＩパ
ケット６４の発生までシーケンス３４の順次的な順序に続き、または、単にすぐに続くペ
イロード・パケット３２、すなわちシーケンス３４の順次的な順序におけるそれぞれのＲ
ＯＩパケット６４に続くペイロード・パケット３２に関連する。図１５において、グラフ
６６は見本として、次のＲＯＩパケット６４の発生までそれぞれのＲＯＩパケット６４の
ダウンストリームを発生させる全てのペイロード・パケット３２、またはパケットのシー
ケンス３４に沿って早く発生するものは何でも現在のアクセスユニット３０の終わりと関
連して、ＲＯＩパケット６４がＲＯＩの関連、すなわちＲＯＩ　６０に関するいかなる符
号化されたデータの編入、またはＲＯＩの非関連、すなわちＲＯＩ　６０に関連するいか
なる符号化データの欠如を示すケースを例示する。特に、図１５はＲＯＩパケット６４が
構文要素を中で備えているケースを例示し、それはいずれにせよパケット・シーケンス３
４の順次的な順序において続いているペイロード・パケット３２が中のＲＯＩ　６０に関
する符号化されたデータを有するか否かを示す。このような実施例も、以下に記載する。
しかしながら、他の可能性は、今述べたように、各ＲＯＩパケット６４が、それぞれのＲ
ＯＩパケット６４の「スコープ」に属するペイロード・パケット３２がデータ内部に関連
するＲＯＩ６０、すなわちＲＯＩ６０に関連するデータを有しているパケット・シーケン
ス３４に存在することにより示すことである。更に詳細に以下に記載する実施例によれば
、ＲＯＩパケット６４は、その「スコープ」に属しているペイロード・パケット３２に符
号化されるＲＯＩ　６０の部分の位置さえ示す。
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【０１５３】
　たとえば、パケットのシーケンス３４のＲＯＩ関連部分をパケット・シーケンス３４の
他の部分より高い優先度で扱うためにＲＯＩパケット６４を用いて理解されるように、ビ
デオ・データストリーム２２を受信しているいかなるネットワークエンティティ６８もＲ
ＯＩ関連の指し示すことを利用することができる。あるいは、ネットワークエンティティ
６８は、例えば、ビデオ・データストリーム２２の伝送に関する他の作業を遂行するため
に、ＲＯＩ関連情報を使用することができる。ネットワークエンティティ６８は、例えば
、ビデオ・データストリーム２２、２８を介して伝送されるようなビデオ内容６０の復号
化および再生のためのＭＡＮＥまたはデコーダである。換言すれば、ネットワークの素材
６８は、ビデオ・データストリームに関連している伝送作業を決定するために、ＲＯＩパ
ケットの識別の結果を使用することができる。伝送作業は、欠陥パケットに関して再伝送
要請を含むことができる。ネットワークエンティティ６８は、増加した優先度を有する関
心領域７０を扱って、より高い優先権をＲＯＩパケット７２およびそれらの付随するペイ
ロード・パケット、すなわちそれによって前に置かれるものに割り当てるように構成され
ることができ、それは、ＲＯＩを覆わないように信号を送られるＲＯＩパケットおよびそ
れらの付随するペイロード・パケットと比較して、関心領域を覆うように信号を送られる
。それに対して割り当てられる下の優先度を有するペイロード・パケットのいくつかの転
送を要請する前に、ネットワークエンティティ６８は、それに対して割り当てられるより
高い優先度を有するペイロード・パケットの転送を最初に要請することができる。
【０１５４】
　図１５の実施例は、図１２～１４に関して以前に記載されている実施例と、容易に結合
されることができる。たとえば、上述のＲＯＩパケット６４は、そこにおいて、含まれる
特定のタイプのＳＥＩメッセージ、すなわちＲＯＩ　ＳＥＩメッセージを有するＳＥＩパ
ケットであってもよい。すなわち、ＳＥＩパケットは、例えば、タイミング制御パケット
および同時にＲＯＩパケットであってもよく、すなわち、それぞれのＳＥＩパケットが両
方のタイミングから成る場合、ＲＯＩ表示情報と同様に情報を制御する。あるいは、ＳＥ
Ｉパケットは、他の１つであるよりもむしろ、タイミング制御パケットおよびＲＯＩパケ
ットのうちの１つでもよく、ＲＯＩパケットかタイミング制御パケットでなくてもよい。
【０１５５】
　図１６において図示した実施例に従って、アクセスユニットのペイロード・パケット間
へのパケットの分散は、現在のアクセスユニット３０が関連している、現在の画像１８の
タイルである、ビデオ・データストリーム２２を取り扱うネットワークエンティティ６８
に容易にアクセスできる方法で示すように用いられ、それぞれのパケットが接頭辞として
役立つペイロード・パケット３２のいくつかに符号化されるいくつかのサブポーションに
よって覆われる。図１６において、例えば、見本としてここでは現在の画像１８の４つの
四半部によって形成されて、現在の画像１８は４つのタイル７０に再分割されることを示
す。また、例えば、パケットのシーケンス３４に分散されるＶＰＳまたはＳＰＳパケット
で、タイル７０への現在の画像１８の細別は、例えば、画像のシーケンスから成るユニッ
トのビデオ・データストリームの中で信号を送られることができる。以下において更に詳
細に説明するように、現在の画像１８のタイル再分割はタイルの列および行における画像
１８の規則的な再分割でもよい。タイルの列の幅および行の高さと同様に列の数および行
の数は変化していてもよい。特に、タイルの列／行の幅と高さは、異なる行および異なる
列でそれぞれ異なっていてもよい。図１６は、加えて、サブポーション２４が画像１８の
スライスである実施例を示す。スライス２４は、画像１８を再分割する。以下において更
に詳細に概説されるように、スライス２４への画像の１８の再分割は、各スライス２４が
１つのタイル７０の範囲内に完全に含まれることができるか、または完全に２つ以上のタ
イル７０をカバーすることができるという制約に従属される。図１６は、画像１８が５つ
のスライス２４に再分割されるケースを例示する。上述した復号化順序におけるこれらの
最初の４つのスライス２４は最初の２つのタイル７０をカバーするが、その一方で、５番
目のスライスは完全に第３および第４のタイル７０をカバーする。さらに、図１６は、各
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スライス２４がそれぞれのペイロード・パケット３２に個々に符号化されるケースを例示
する。さらに、図１６は、見本として、各ペイロード・パケット３２が先行するタイル識
別パケット７２によって前に置かれるケースを例示する。各タイル識別パケット７２は、
次に、このペイロード・パケット３２に符号化されるサブポーション２４がタイル７０の
いずれを覆うかについてその直ちに続くペイロード・パケット３２のために指示する。し
たがって、現在の画像１８に関するアクセスユニット３０の範囲内の最初の２つのタイル
識別パケット７２が第１のタイルを示すと共に、第３および第４のタイル識別パケット７
２は画像１８の第２のタイル７０を示し、第５のタイル識別パケット７２は第３および第
４のタイル７０を示す。図１６の実施例に関して、例えば、同じバリエーションは、図１
５に関して上述したように可能である。すなわち、タイル識別パケット７２の「スコープ
」は、例えば、単に次のタイル識別パケットの発生まで、第１の直ちに続くペイロード・
パケット３２または直ちに続くペイロード・パケット３２を含むことができるだけである
。
【０１５６】
　タイルに関して、タイル境界全体に、空間予測または前後関係選択が起こらないように
、エンコーダ１０は各タイル７０を符号化するように構成されることができる。エンコー
ダ１０は、例えば、並行してタイル７０を符号化することができる。同様に、ネットワー
クエンティティ６８のようないかなるデコーダも、並行してタイル７０を復号化すること
ができる。
【０１５７】
　ネットワークエンティティ６８はエンコーダ１０およびデコーダとの間におけるＭＡＮ
Ｅまたはデコーダまたはいくつかの他の装置でもよく、特定の伝送作業を決定するために
タイル識別パケット７２によって伝達される情報を使用するように構成することができる
。たとえば、ネットワークエンティティ６８は、より高い優先度でビデオ１６の現在の画
像１８の特定のタイルを扱うことができ、すなわち以前にこのようなタイルに関するかま
たはより安全なＦＥＣ保護等を使用するとして示されるそれぞれのペイロード・パケット
を進めることができる。換言すれば、ネットワークエンティティ６８は、ビデオ・データ
ストリームに関係している伝送作業を決定するために、識別の結果を使用することができ
る。伝送作業は欠陥状態において－すなわち、もしあれば、ビデオのいかなるＦＥＣ保護
も上回ることで、受け取られるパケットに関して再伝送要請を含むことができる。ネット
ワークエンティティは、例えば、異なる優先度で異なるタイル７０を扱うことができる。
この目的で、ネットワークエンティティは識別パケット７２よびそれらのペイロード・パ
ケット７２により高い優先度を割り当てることができる、すなわち、低い優先度に関連す
るタイル識別パケット７２およびそれらのペイロード・パケットよりも、前に置かれそれ
により高い優先度に関連する。それに対して割り当てられる低い優先度を有するペイロー
ド・パケットのいかなる転送を要請する前に、ネットワークエンティティ６８は、例えば
、それに対して割り当てられるより高い優先度を有するペイロード・パケットの転送を最
初に要請することができる。
【０１５８】
　今までに記載されている実施例は、以下に説明するように、本出願の前置き部分にて説
明したようなＨＥＶＣフレームワークに組み込まれることができる。
【０１５９】
　特に、ＳＥＩメッセージは、サブピクチャＣＰＢ／ＨＲＤケースの復号化ユニットのス
ライスに割り当てられることができる。すなわち、バッファリング期間およびタイミング
ＳＥＩメッセージは、復号化ユニットのスライスを含んでいるＮＡＬユニットに割り当て
られることができる。これは、直接復号化装置の１つ以上のスライス／ＶＣＬ　ＮＡＬユ
ニットに先行することができる非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットである新しいＮＡＬユニットタ
イプによって達成されることができる。この新規なＮＡＬユニットは、スライス接頭辞Ｎ
ＡＬユニットと呼ばれることができる。図１７は、シーケンスおよびストリームの端部の
ためのいかなる一時的なＮＡＬユニットも省略したアクセスユニットの構造を例示する。
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【０１６０】
　図１７によれば、アクセスユニット３０は、以下の通りに構成される：パケットのシー
ケンス３４のパケットの順次的な順序で、アクセスユニット３０は、特別なタイプのパケ
ット、すなわち、アクセスユニットデリミタ８０の発生から始めることができる。それか
ら、全てのアクセスユニットに関するＳＥＩパケット・タイプの１つ以上のＳＥＩパケッ
ト８２は、アクセスユニット３０内で続くことができる。両方のパケット・タイプ８０お
よび８２は、任意である。すなわち、このタイプのパケットは、アクセスユニット３０内
で発生することができない。それから、復号化ユニット３８のシーケンスは続く。各復号
化ユニット３８は、例えばタイミング制御情報を含み、または図１５または１６の実施例
によれば、ＲＯＩ情報またはタイル情報または、より一般的には、それぞれのサブピクチ
ャＳＥＩメッセージ８６を含む、スライス接頭辞ＮＡＬユニット８４で任意に始まる。そ
れから、それぞれのペイロード・パケットまたはＶＣＬ　ＮＡＬユニットの実際のスライ
ス・データ８８は、８８に示すように続く。このように、各復号化ユニット３８は、それ
ぞれのスライス・データＮＡＬユニット８８が続くスライス接頭辞ＮＡＬユニット８４の
シーケンスを含む。スライス接頭辞ＮＡＬユニットを回避する図１７のバイパス矢印９０
は、現在のアクセスユニット３０の非復号化ユニット再分割の場合には、スライス接頭辞
ＮＡＬユニット８４がないことを示す。
【０１６１】
　すでに上述したように、スライス接頭辞で信号を送ったすべての情報および付随するサ
ブピクチャＳＥＩメッセージは、スライス接頭辞ＮＡＬユニットにおいて伝えられるフラ
グに応じて、アクセスユニットの、または、第２の接頭辞ＮＡＬユニットの発生までのす
べてのＶＣＬ　ＮＡＬユニットのために、または、復号化順序において以下のＶＣＬ－Ｎ
ＡＬユニットのために効果的であってもよい。
【０１６２】
　スライス接頭辞で信号を送られる情報が有効であるスライスＶＣＬ　ＮＡＬユニットは
、以下において接頭辞スライスと呼ばれる。前に置かれる単一のスライスと関連する接頭
辞スライスは、完全な復号化ユニットを必ずしも構成する必要はないが、それの一部であ
り得る。しかしながら、単一のスライス接頭辞は並列の復号化ユニット（サブピクチャ）
に有効であることができず、復号化ユニットの始まりはスライス接頭辞で信号を送られる
。信号を送るための手段がスライス接頭辞構文（以下に示す「単純な構文」／バージョン
のような）によって与えられない場合、スライス接頭辞ＮＡＬユニットの発生は復号化ユ
ニットの始まりの信号を送る。特定のＳＥＩメッセージ（以下の構文説明のペイロードタ
イプを介して確認される）だけはスライス接頭辞ＮＡＬユニットの範囲内でサブピクチャ
・レベルで送られることができ、その一方で、いくらかのＳＥＩメッセージはサブピクチ
ャ・レベルでスライス接頭辞ＮＡＬユニットにおいて、または、アクセスユニットレベル
で通常のＳＥＩメッセージとして送られることができる。
【０１６３】
　図１６に関して上述したように、さらに、または、あるいは、タイルＩＤ　ＳＥＩメッ
セージ／タイルＩＤシグナリングは、高水準構文において理解されることができる。ＨＥ
ＶＣの以前のデザインにおいて、スライス・ヘッダ／スライス・データは、それぞれのス
ライスに含まれるタイルのための識別子を含んだ。例えば、スライス・データ意味論は示
す：
【０１６４】
　ｔｉｌｅ＿ｉｄｘ＿ｍｉｎｕｓ＿１は、ラスタ・スキャン順序のＴｉｌｅＩＤを規定す
る。画像の第１のタイルは、０のＴｉｌｅＩＤを有する。ｔｉｌｅ＿ｉｄｘ＿ｍｉｎｕｓ
＿１の値は、０から（ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｃｏｌｕｍｎｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１）＊（ｎｕ
ｍ＿ｔｉｌｅ＿ｒｏｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１）－１の範囲内にある。
【０１６５】
　ｔｉｌｅｓ＿ｏｒ＿ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｓｙｎｃ＿ｉｄｃが１に等しい場
合、このＩＤがスライスアドレスから、および画像パラメータ・セットにおいて信号を送
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られるようなスライスディメンジョンから容易に引き出されるため、このパラメータは役
立つとは認められない。
【０１６６】
　タイルＩＤが暗に復号化プロセスの中で引き出されることができるにもかかわらず、異
なるタイルがプレイバックに対して異なる優先度を有する（これらのタイルが典型的には
会話形式を用いる話者を含む関心領域を形成する）ビデオ会議シナリオが別のタイルより
高い優先度をもっているように、アプリケーションレイヤーにおけるこのパラメータの知
識は異なる使用の場合に重要である。複数のタイルの伝送のネットワーク・パケットを失
う場合には、関心領域を表しているタイルを含んでいるそれらのネットワーク・パケット
は、いかなる優先度順序もない再送信タイルの場合よりも高いレシーバ端末に経験品質を
保つために、より高い優先度で再送信されることができる。寸法およびそれらの位置が公
知である場合、例えばテレビ会議シナリオのように、異なるスクリーンに、他の使用ケー
スはタイルを割り当てることができる。
【０１６７】
　このようなアプリケーションレイヤーが伝送シナリオにおいて特定の優先度を有するタ
イルを扱うことができるために、ｔｉｌｅ＿ｉｄは、サブピクチャまたはスライスに特有
のＳＥＩメッセージとして、または、タイルの１つ以上のＮＡＬユニットの前の特別なＮ
ＡＬユニットにおいて、または、タイルに属しているＮＡＬユニットの特別なヘッダ部分
において設けられることができる。
【０１６８】
　図１５に関して上述したように、関心ＳＥＩメッセージの領域は、さらに、または、代
わりに設けられていることもできる。このようなＳＥＩメッセージは、関心領域（ＲＯＩ
）の信号を送ることを可能にし、特に、特定のｔｉｌｅ＿ｉｄ／タイルが属するＲＯＩの
シグナリングにおいて感心領域（ＲＯＩ）のシグナリングを可能にすることができる。メ
ッセージは、関心領域ＩＤに加えて関心領域の優先度を与えることを可能にすることがで
きる。
【０１６９】
　図１８は、関心領域シグナリングのタイルの使用を例示する。
【０１７０】
　上で記載されていたことに加えて、スライス・ヘッダ・シグナリングが実行されること
ができる。スライス接頭辞ＮＡＬユニットは、以下の従属するスライス、すなわち、それ
ぞれのスライス接頭辞によって前に置かれるスライスのためのスライス・ヘッダを含むこ
ともできる。スライス・ヘッダがスライス接頭辞ＮＡＬユニットにおいて提供されるだけ
である場合、それぞれの従属するスライスを含んでいるＮＡＬユニットのＮＡＬユニット
タイプによって、または次のスライス・データがランダムアクセスポイントとして働くス
ライスタイプに属するかどうかの信号を送るスライス接頭辞におけるフラグによって、実
際のスライスタイプが引き出される。
【０１７１】
　さらに、スライス接頭辞ＮＡＬユニットは、例えばサブピクチャ・タイミングまたはタ
イル識別子のような任意の情報を伝達するために、スライスまたはサブピクチャに特定の
ＳＥＩメッセージを持たせることができる。任意のサブピクチャの特定のメッセージ発信
は、本出願の紹介の部分に記載されているＨＥＶＣの明細書においてサポートされていな
いが、特定のアプリケーションのために重要である。
【０１７２】
　次に、スライスの接頭辞付加の上述の概念を実行するための可能な構文が説明される。
特に、基本として本出願の明細書の紹介部分で概説されるＨＥＶＣ状況を使用するときに
、どの変化がスライス・レベルに十分でありえるかが説明される。
【０１７３】
　特に、以下において、可能なスライス接頭辞構文の２つのバージョンが与えられ、１つ
はＳＥＩメッセージ発信だけの機能をもつものであり、１つは次のスライスのためにスラ
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イス・ヘッダの一部の信号を送る拡張した機能をもつものである。第１の単純な構文／バ
ージョン１は、図１９に示される。
【０１７４】
　予備的な注釈として、図１９は、このように、図１１～１６に関して上記の実施例のい
ずれかを実行するためのありうる実行を示す。その中で示される分散型のパケットは図１
９に示すように解釈されることができ、以下にいて、これは特定の実施例によって更に詳
細に記載されている。
【０１７５】
　ＳＥＩメッセージ概念から離れたｔｉｌｅ＿ｉｄシグナリング、復号化ユニットスター
ト識別子、スライス接頭辞ＩＤおよびスライス・ヘッダデータを含む拡張した構文／バー
ジョン２は、図２０の表において与えられる。
【０１７６】
　意味論は、以下の通りに定められることができる：
　１の値を有するｒａｐ＿ｆｌａｇは、スライス接頭辞を含むアクセスユニットがＲＡＰ
画像であることを示す。０の値を有するｒａｐ＿ｆｌａｇはスライス接頭辞を含まないア
クセスユニットがＲＡＰ画像でないことを示す。
【０１７７】
　ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｓｔａｒｔ＿ｆｌａｇは、アクセスユニットの範囲内で
復号化ユニットの始まりを示し、したがって、次にくるスライスは、アクセスユニットの
終端まで、または同じ復号化ユニットに属する他の復号化ユニットの始まりまで続く。
【０１７８】
　０の値を有するｓｉｎｇｌｅ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇは、接頭辞スライスＮＡＬユニッ
トおよび付随するサブピクチャＳＥＩメッセージの範囲内で与えられる情報が次のアクセ
スユニット、他のスライス接頭辞の発生または他の完全なスライス・ヘッダの始まりまで
すべての以下のＶＣＬ－ＮＡＬユニットにあてはまることを示す。値１を有するｓｉｎｇ
ｌｅ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇは、スライス接頭辞ＮＡＬユニットおよび付随するサブピク
チャＳＥＩメッセージに示されるすべての情報が順序を復号化する際の次のＶＣＬ―ＮＡ
Ｌユニットのためにだけ有効なことを示す。
【０１７９】
　ｔｉｌｅ＿ｉｄｃは、以下のスライスに存在するタイルの量を示す。０に等しいｔｉｌ
ｅ＿ｉｄｃは、タイルが以下のスライスにおいて用いられないことを示す。１に等しいｔ
ｉｌｅ＿ｉｄｃは、単一のタイルが以下のスライスにおいて用いられることを示し、した
がってそのタイル識別子は信号を送られる。２の値を有するｔｉｌｅ＿ｉｄｃは、複数の
タイルが以下のスライスの範囲内で用いられることを示し、したがって、タイルの数およ
び第１のタイル識別子は信号を送られる。
【０１８０】
　ｐｒｅｆｉｘ＿ｓｌｉｃｅ＿ｈｅａｄｅｒ＿ｄａｔａ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、
復号化順序において続くスライスに対応するスライス・ヘッダのデータが与えられたスラ
イス接頭辞で信号を送られることを示す。
【０１８１】
　ｓｌｉｃｅ＿ｈｅａｄｅｒ＿ｄａｔａ（）は、テキストの後期に定められる。それは関
連したスライス・ヘッダ情報を含み、ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇが１に
等しく設定された場合、それはスライス・ヘッダによってカバーされない。
【０１８２】
　スライス・ヘッダおよび実際のスライス・データを切り離すことがヘッダおよびスライ
ス・データのより柔軟な伝送方式を可能にすることに注意されたい。
【０１８３】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、１な
しで次の復号化ユニットマイナス１において使用されるタイルの数を示す。
【０１８４】
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　ｆｉｒｓｔ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓは、次の復号化
ユニットにおける第１のタイルのタイル識別子を示す。
【０１８５】
　スライス接頭辞の単純な構文／バージョン１のために、ないときには、以下の構文要素
は、以下の通りにデフォルト値に設定されることができる：
－ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｓｔａｒｔは１に等しい、すなわち、スライス接頭辞は
、常に復号化ニットのスタートを示す。
－ｓｉｎｇｌｅ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇは０に等しい、すなわち、スライス接頭辞は、復
号化ユニットのすべてのスライスにあてはまる。
【０１８６】
　スライス接頭辞ＮＡＬユニットは、２４のＮＡＬユニットタイプを有し、ＮＡＬユニッ
トは図２１に従って延長されるテーブルを概観する。
【０１８７】
　すなわち、簡単に図１９～２１を要約すると、ここで見られる構文の詳細は、特定のパ
ケット・タイプが上記の確認された分散型のパケットに起因している、ここでは見本とし
てＮＡＬユニットタイプ２４を公開する。さらに、特に、図２０の構文例は、分散型のパ
ケットの「スコープ」、これらの分散型のパケット自身の範囲内でそれぞれの構文要素に
よって制御されるスイッチングメカニズム、ここではｓｉｎｇｌｅ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａ
ｇがこのスコープを制御するために用いられること、すなわち、それぞれ、このスコープ
の定義のための異なる選択肢の間のスイッチングをすることの上述の選択肢が明らかにさ
れる。さらに、それぞれの分散型のパケットの分散型のパケットの「スコープ」に属して
いるパケットに含まれるスライス２４のための共通のスライス・ヘッダデータを含むとい
う点で、図１～１６の上述した実施例が延長されることができることが明らかにされた。
すなわち、共通のスライス・ヘッダデータがそれぞれの分散型のパケットの範囲内で含ま
れるかどうかを示すこれらの分散型のパケットの範囲内でそれぞれのフラグによって制御
される機構があることができる。
【０１８８】
　もちろん、ＨＥＶＣの現在バージョンにおいて特定されるように、スライス・ヘッダデ
ータのどの一部がスライス・ヘッダ接頭辞に移されるかについてちょうど提示される概念
がスライス・ヘッダに変化を必要とする。図２２の表は、このようなスライス・ヘッダの
ための可能な構文を示し、現在のバージョンに従ってスライス・ヘッダに存在する確かな
構文要素がｓｌｉｃｅ＿ｈｅａｄｅｒ＿ｄａｔａ（）と呼ばれる下の階層にシフトされる
。スライス・ヘッダおよびスライス・ヘッダデータのこの構文は、拡張したスライス・ヘ
ッダ接頭辞ＮＡＬユニット概念が使われるオプションに適用されるだけである。
【０１８９】
　図２２において、ｓｌｉｃｅ＿ｈｅａｄｅｒ＿ｄａｔａ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは
、現在のスライスのためのスライス・ヘッダデータがアクセスユニット、すなわち最も最
近発生しているスライス接頭辞ＮＡＬユニットの最後のスライス接頭辞ＮＡＬユニットに
おいて信号を送られる値から予測されることを示す。
【０１９０】
　スライス・ヘッダから離れたすべての構文要素は、図２３の表において与えられるよう
に、構文要素スライス・ヘッダデータによって信号を送られる。
【０１９１】
　すなわち、図２２および図２３の概念を図１２～１６の実施例に移転して、その中で記
載されている分散型のパケットは、これらの分散型のパケットに組み込む概念、ペイロー
ド・パケットに符号化されるスライスのスライス・ヘッダ構文の一部（サブポーション）
２４、すなわちＶＣＬ　ＮＡＬユニットによって延長されることができる。編入は、任意
でもよい。すなわち、分散型のパケットのそれぞれの構文要素は、このようなスライス・
ヘッダ構文がそれぞれの分散型のパケットに含まれるかどうか示すことができる。組み込
まれる場合、それぞれの分散型のパケットに組み込まれるそれぞれのスライス・ヘッダデ
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ータはそれぞれの分散型のパケットの「スコープ」に属しているパケットに含まれるすべ
てのスライスに適用されることができる。分散型のパケットに含まれるスライス・ヘッダ
データがこの分散型のパケットのスコープに属するペイロード・パケットのいずれかに符
号化されるスライスによって採用されるかどうかは、例えば図２２のｓｌｉｃｅ＿ｈｅａ
ｄｅｒ＿ｄａｔａ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇによって信号を送られることができる。こ
の計測によって、それぞれの分散型のパケットの「スコープ」に属しているパケットに符
号化されるスライスのスライス・ヘッダが小型化され、したがって、スライス内のちょう
ど言及したフラグを用いて、上述の図１２～１６に見られるネットワークエンティティの
ようなスライス・ヘッダおよびビデオ・データストリームを受信するいずれかのデコーダ
は、スライスのスライス・ヘッダ内のちょうど言及したフラグに応答し、分散型のパケッ
トに組み込まれたスライス・ヘッダデータを、スライス接頭辞へのスライス・ヘッダデー
タの移動の信号を送るスライスの範囲内のそれぞれのフラグ、すなわちそれぞれの分散型
のパケットの場合、この分散型のパケットのスコープに属するペイロード・パケットに符
号化されるスライスのスライス・ヘッダにコピーするようにしている。
【０１９２】
　さらに、図１２～１６の実施例を実施するための構文例を続行して、ＳＥＩメッセージ
構文が、図２４に示すようにすることができる。スライスまたはサブピクチャＳＥＩメッ
セージタイプを導入するために、ＳＥＩペイロード構文は図２５の表に示されるように構
成されることができる。１８０～１８４の範囲のｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅを有するＳＥＩ
メッセージだけは、スライス接頭辞ＮＡＬユニットの範囲内で、サブピクチャ・レベルだ
け独占的に送られることができる。さらに、１４０に等しいｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅを有
する関心領域ＳＥＩメッセージは、サブピクチャ・レベル上のスライス接頭辞ＮＡＬユニ
ットまたはアクセスユニットレベル上の定期的なＳＥＩメッセージのどちらでも送信され
ることができる。
【０１９３】
　すなわち、図１２～１６に関して上述された実施例上に図２５および２４に示される詳
細を移す中で、図１２～１６のこれらの実施例に示される分散型のパケットは、スライス
接頭辞ＮＡＬユニットの範囲内で、例えば、各ＳＥＩメッセージの始めにｐａｙｌｏａｄ
Ｔｙｐｅによって信号が送られる特定のタイプのＳＥＩメッセージを含む特定のＮＡＬユ
ニットタイプ、例えば２４、を有するスライス接頭辞ＮＡＬユニットを用いて実現される
ことができる。現在記載されている特定の構文例において、ｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ＝１
８０およびｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ＝１８１は図１１～１４の実施例に従うタイミング制
御パケットという結果になり、その一方で、ｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ＝１４０は図１５の
実施例に従うＲＯＩパケットという結果になり、ｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ＝１８２は図１
６の実施例に従うタイル識別パケットという結果になる。以下において本願明細書に記載
されている特定の構文例は、１つのまたはちょうど言及されたｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅオ
プションのサブセットを含むことができる。これを越えて、図２５は、図１１～１６の上
述の実施例のいずれかが各々と結合されることができることを明らかにする。さらに、図
２５は図１２～１６の実施例またはそれらの組み合わせも分散型のパケットによって延長
されることができることを明らかにし、その後、ｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ＝１８４によっ
て説明される。すでに上述したように、ｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ＝１８３に関して後述す
る拡張はいかなる分散型のパケットもそのスコープに属しているいかなるペイロード・パ
ケットにも符号化されるスライスのスライス・ヘッダのための共通のスライス・ヘッダデ
ータを組み込むことができたという可能性において終わる。
【０１９４】
　以下の表は、スライスまたはサブピクチャ・レベルに使われることができるＳＥＩメッ
セージを定める。サブピクチャおよびアクセスユニットレベルに使われることができる関
心のあるＳＥＩメッセージの領域も示される。
【０１９５】
　ＮＡＬユニットタイプ２４のスライス接頭辞ＮＡＬユニットが、そこに含まれるＳＥＩ



(38) JP 2019-41402 A 2019.3.14

10

20

30

40

50

メッセージタイプ１８０を有するときはいつでも、図２６は、例えば、発生しているサブ
ピクチャ・バッファＳＥＩメッセージのための実施例を示し、このように、タイミング制
御パケットを形成する。
【０１９６】
　意味論は、以下の通りに定められることができる：
　ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄは、シーケンスＨＲＤ属性を含むシーケン
ス・パラメータ・セットを特定する。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は
、バッファリングピリオドＳＥＩメッセージと関連した主要な符号化画像によって参照さ
れてセットされる画像パラメータのｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値に等
しい。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は範囲は０から３１においてあり
、次を含んでいる。
【０１９７】
　ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］
　そして、ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［Ｓｃｈｅｄ
ＳｅｌＩｄｘ］は、復号化ユニット（サブピクチャ）のＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ―ｔｈ　
ＣＰＢのための最初のＣＰＢ除去遅延を特定する。構文要素は、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ
＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられるビ
ットの長さを有し、９０ｋＨｚクロックを単位にする。構文要素の値は、０ではなく、９
００００＊（ＣｐｂＳｉｚｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］÷ＢｉｔＲａｔｅ［Ｓｃｈｅｄ
ＳｅｌＩｄｘ］）、９０ｋＨｚクロックユニットのＣＰＢサイズの時間相当を上回らない
。
【０１９８】
　全ての符号化ビデオ・シーケンスの上に、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿
ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］の合計および復号化ユニット（サブピクチャ）に
つきｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［Ｓｃｈｅｄ
ＳｅｌＩｄｘ］はＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの値ごとに一定であり、そして、ｉｎｉｔｉａ
ｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］およびｉ
ｎｉｔｉａｌ＿ａｌｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｏｆｆｓｅｔ［Ｓｃｈｅ
ｄＳｅｌＩｄｘ］の合計はＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘの値ごとに一定である。
【０１９９】
　図２７は、同様にサブピクチャ・タイミングＳＥＩメッセージのための例を示し、意味
論は、以下の通りに記載されることができる：
【０２００】
　もしあるならば、同じ復号化ユニット（サブピクチャ）における先行するアクセスユニ
ットの最近のサブピクチャ・バッファリングピリオドＳＥＩメッセージと関連し、さもな
ければ、サブピクチャ・タイミングＳＥＩメッセージと関連する復号化ユニット（サブピ
クチャ）データをバッファから除去する前に、先行するアクセスユニットにおける最近の
バッファリングピリオドＳＥＩメッセージと関連する復号化ユニット（サブピクチャ）の
ＣＰＢからの除去の後、どれくらいのクロックが待つために刻んだかを特定する。この値
は、ＨＳＳ（仮定的なＳｔｒｅａｍ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅｒ［２］０）のためのＣＰＢへの
復号化ユニット（サブピクチャ）データの到着の最も早い可能な時間を計算するためにも
用いる。構文要素は、ビットの長さがｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔ
ｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長符号である。ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿
ｄｅｌａｙは、逆にｍｏｄｕｌｏ２(cpb＿removal＿delay＿length＿minus1+1)カウンタ
の剰余である。
【０２０１】
　ｄｕ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙは、復号化ユニット（サブピクチャ）のＤＰ
Ｂ出力時間を計算するために用いられる。それは、画像の復号化ユニット（サブピクチャ
）がＤＰＢから出力される前にＣＰＢから復号化された復号化ユニット（サブピクチャ）
の除去の後、どれくらいのクロックが待つために刻むかについて特定する。
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【０２０２】
　これがサブピクチャのアップデートを可能にすることに注意されたい。このようなシナ
リオにおいて、アップデートしていない復号化ユニットは、最後の復号化画像の中で不変
のままであり、それらは、見えるままである。
【０２０３】
　図２６および２７を要約して、そこに含まれる具体的な詳細を図１２～１４の実施例に
転移すると、復号化ユニットのためのデコーダバッファ検索時間が、すなわち付加的に復
号化バッファ検索時間と関連して、差別的に符号化方法の関連するタイミング制御パケッ
トにおいて信号を送られることができるということができる。すなわち、特定の復号化ユ
ニットのための復号器バッファ検索時間を得るために、ビデオ・データストリームを受信
するデコーダは、特定の復号化ユニットの前に置かれるタイミング制御パケットから得ら
れるデコーダ検索時間を直ちに先行する復号化ユニットのデコーダ検索時間、すなわち特
定の復号化ユニットに先行するものおよび復号化ユニットが続くようなこの方法の手続に
加える。各々いくつかの画像またはそのパーツの符号化ビデオ・シーケンスの始まりで、
タイミング制御パケットは、さらに、または、代わりに、先行する復号化ユニットのデコ
ーダバッファ検索時間と差別的に比べたよりも完全に符号化されたデコーダバッファ検索
時間を含む。
【０２０４】
　図２８は、サブピクチャスライス情報ＳＥＩメッセージがどのように見えるかを示す。
意味論は、以下の通りに定められることができる：
【０２０５】
　１の値を有するｓｌｉｃｅ＿ｈｅａｄｅｒ＿ｄａｔａ＿ｆｌａｇは、スライス・ヘッダ
データがＳＥＩメッセージに存在することを示す。ＳＥＩにおいて与えられているスライ
ス・ヘッダデータは、アクセス装置、他のＳＥＩメッセージのスライス・データの発生、
スライスＮＡＬ装置またはスライス接頭辞ＮＡＬ装置の端まで復号化順序を受け継ぐすべ
てのスライスに有効である。
【０２０６】
　図２９は、サブピクチャ・タイル情報ＳＥＩメッセージのための実施例を示す、意味論
は、以下の通りに定められることができる：
【０２０７】
　ｔｉｌｅ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙは、復号化順序を引き継ぐ前に置かれたスライスのすべて
のタイルの優先度を示す。ｔｉｌｅ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙの値はすべてこみで範囲０～７の
範囲にあり、７は最高優先度を示す。
【０２０８】
　１の値を有するｍｕｌｔｉｐｌｅ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅ
ｓ＿ｆｌａｇは、復号化順序を引き継ぐために接頭辞スライスにおける１以上のタイルを
有することを示す。０の値を有するｍｕｌｔｉｐｌｅ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘ
ｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｆｌａｇは、次の接頭辞スライスが１つのタイルだけを含むことを
示す。
【０２０９】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、復号
化順序を受け継ぐ接頭辞スライスのタイルの数を示す。
【０２１０】
　ｆｉｒｓｔ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓは、復号化順序
を受け継ぐ接頭辞スライスの第１のタイルのｔｉｌｅ＿ｉｄを示す。
【０２１１】
　すなわち、図１６の実施例は、図１６において言及されるタイル識別パケットを実現す
るための図２９の構文を使用して実施されることができる。そこに示されるように、特定
のフラグ、ここでは、ｍｕｌｔｉｐｌｅ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉ
ｃｅｓ＿ｆｌａｇは、単に１つのタイルだけか複数のタイルがそれぞれの分散型のタイル
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識別パケットの範囲に属しているペイロード・パケットのいずれかに符号化される現在の
画像１８のサブポーションによってカバーされるかどうか分散型のタイル識別パケットの
範囲内で示すために用いてもよい。フラグが複数のタイルを覆うことの信号を送る場合、
更なる構文要素がそれぞれの分散型のパケット、ここでは見本として、それぞれの分散型
のタイル識別パケットの範囲に属するいかなるペイロード・パケットのいかなるサブポー
ションによって終われるタイルの数を示すｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ
＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１に含まれる。最後に、更なる構文要素、ここでは見本とし
て、ｆｉｒｓｔ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓは、現在の分
散型のタイル識別パケットによって示されるタイルの数の中のタイルのＩＤを示し、それ
は復号化順序に従って第１のものである。図２９の構文を図１６の実施例に転移して、第
５のペイロード・パケット３２を前に置いているタイル識別パケット７２は、例えば、１
にセットされているｍｕｌｔｉｐｌｅ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃ
ｅｓ＿ｆｌａｇ、１にセットされているｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿
ｓｌｉｃｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１を有するすべての３つのちょうど述べられた構文要素を備え
、それによって、２つのタイルが現在のスコープに属する２つのタイル、および３にセッ
トされるｆｉｒｓｔ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓに属する
ことを示し、そして、現在のタイル識別パケット７２のスコープに属している復号化順序
のタイルの進行が３つ目のタイル（ｔｉｌｅ＿ｉｄ＝２を有する）で始まることを示す。
【０２１２】
　図２９も、タイル識別パケット７２がおそらくｔｉｌｅ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙ、すなわち
そのスコープに属しているタイルの優先度を示すこともできることを明らかにする。ＲＯ
Ｉ態様と同様に、ネットワークエンティティ６８は、例えば特定のペイロード・パケット
の転送の要請のような伝送作業を制御するためにこのような優先度情報を使用することが
できる。
【０２１３】
　図３０は、サブピクチャ・タイル範囲情報ＳＥＩメッセージのための構文例を示し、意
味論は、以下として定義されることができる：
【０２１４】
　１の値を有するｍｕｌｔｉｐｌｅ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅ
ｓ＿ｆｌａｇは、復号化順序を受け継ぐために、接頭辞スライスに１つ以上のタイルがあ
ることを示す。０の値を有するｍｕｌｔｉｐｌｅ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ
＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｆｌａｇは、以下の接頭辞スライスが１つのタイルだけを含むことを示
す。
【０２１５】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、復号
化順序を受け継ぐための接頭辞スライスのタイルの数を示す。
【０２１６】
　ｔｉｌｅ＿ｈｏｒｚ＿ｓｔａｒｔ［ｉ］は、画像の範囲内でピクセルのｉ番目のタイル
の水平方向の始まりを示す。
【０２１７】
　ｔｉｌｅ＿ｗｉｄｔｈ［ｉ］は、画像の範囲内でピクセルのｉ番目のタイルの幅を示す
。
【０２１８】
　ｔｉｌｅ＿ｖｅｒｔ＿ｓｔａｒｔ［ｉ］は、画像の範囲内でピクセルのｉ番目のタイル
の水平方向の始まりを示す。
【０２１９】
　ｔｉｌｅ＿ｈｅｉｇｈｔ［ｉ］は、画像の範囲内でピクセルのｉ番目のタイルの高さを
示す。
【０２２０】
　タイル範囲ＳＥＩメッセージは表示操作、例えばタイルを複数の画面表示シナリオのス



(41) JP 2019-41402 A 2019.3.14

10

20

30

40

50

クリーンに割り当てるために用いられることに注意されたい。
【０２２１】
　図３０は、このように、それぞれのタイル識別パケットのスコープに属しているタイル
がそれらのタイルＩＤよりむしろ現在の画像１８の範囲内でそれらの場所によって示され
るという点で、図１６のタイル識別パケットに関する図２９の実施構文例が変化に富んで
もよいことを明らかにする。すなわち、それぞれの分散型のタイル識別パケットのスコー
プに属しているペイロード・パケットのいずれかに符号化されるそれぞれのサブポーショ
ンによってカバーされる復号化順序における第１のタイルのタイルＩＤの信号を送るより
はむしろ、現在のタイル識別パケットに属しているタイルごとに、その位置は、例えば各
タイルｉの上左コーナー位置、ここでは見本としてｔｉｌｅ＿ｈｏｒｚ＿ｓｔａｒｔおよ
びｔｉｌｅ＿ｖｅｒｔ＿ｓｔａｒｔ、およびタイルｉの幅および高さ、ここでは見本とし
てｔｉｌｅ＿ｗｉｄｔｈおよびｔｉｌｅ＿ｈｅｉｇｈｔによって信号を送られることがで
きる。
【０２２２】
　関心領域ＳＥＩメッセージのための構文例は図３１に示される。さらに正確であるため
に、図３２は、第１の変形を示す。特に、関心領域ＳＥＩメッセージが、例えば、１つ以
上の関心領域の信号を送るために、アクセスユニットレベルまたはサブピクチャ・レベル
で使われることができる。図３２の第１の変形によれば、複数のＲＯＩが現在のスコープ
の中にある場合、個々のＲＯＩは、１つのＲＯＩ　ＳＥＩメッセージの範囲内のそれぞれ
のＲＯＩパケットのスコープのすべてのＲＯＩの信号を送ることよりむしろ、ＲＯＩ　Ｓ
ＥＩメッセージごとに一度信号を送られる。
【０２２３】
　図３１によれば、関心領域ＳＥＩメッセージは、個々に各ＲＯＩの信号を送る。意味論
は、以下の通りに定められることができる：
【０２２４】
　ｒｏｉ＿ｉｄは、関心領域の識別子を示す。
【０２２５】
　ｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙは、復号化順序を受け継ぐために、ＳＥＩメッセージがサブ
ピクチャ・レベルかアクセスユニットレベルのどちらで送られるかによって、接頭辞スラ
イスにおいて関心領域またはすべてのスライスに属するすべてのタイルの優先度を示す。
ｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙの値は、包括的に０～７の範囲であり、７は、最高優先度を示
す。両方とも、ｒｏｉ情報ＳＥＩメッセージのｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙおよびサブピク
チャ・タイル情報ＳＥＩメッセージのｔｉｌｅ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙが与えられる場合、両
方の最も高い値は個々のタイルの優先度にあてはまる。
【０２２６】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｒｏｉ＿ｍｉｎｕｓ１は、関心領域に属する復号化順序を
受け継ぐ接頭辞スライスにおけるタイルの数を示す。
【０２２７】
　ｒｏｉ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ［ｉ］は、復号化順序を受け継ぐ接頭辞スライスに対する関心
領域に属するｉ番目のタイルのｔｉｌｅ＿ｉｄを示す。
【０２２８】
　すなわち、図３１は、図１５で示すようなＲＯＩパケットが、それぞれのＲＯＩパケッ
トおよびスコープに属するペイロード・パケットが参照する関心領域のＩＤの信号を送る
ことができることを示す。任意には、ＲＯＩ優先度インデックスは、ＲＯＩ　ＩＤととも
に信号を送られることができる。しかしながら、両方の構文要素は、任意である。それか
ら、構文要素ｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｒｏｉ＿ｍｉｎｕｓ１は、それぞれのＲＯＩ　
６０に属しているそれぞれのＲＯＩパケットのスコープにおけるタイルの数を示すことが
できる。それから、ｒｏｉ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄは、ＲＯＩ　６０に属しているｉ番目のタイ
ルのタイル－ＩＤを示す。例えば、画像１８が図１６に示された方法でタイル７０に再分
割されることを想像すると、図１５のＲＯＩ　６０が画像１８の左側の半分に対応する画
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像に対応することは復号化順序における第１および第３のタイルによって形成される。そ
れから、ＲＯＩパケットは図１６のアクセスユニット３０の第１のペイロード・パケット
３２の前に配置されることができ、そして、このアクセスユニット３０の第４のおよび第
５のペイロード・パケット３２の間に更なるＲＯＩパケットが続く。それから、第１のＲ
ＯＩパケットは、ｎｕｍ＿ｔｉｌｅ＿ｉｎ＿ｒｏｉ＿ｍｉｎｕｓ１が０にセットされると
ともにｒｏｉ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ［０］が０にセットされ、（このことにより、復号化順序
において第１のタイルに注意を向ける）、第５のペイロード・パケット３２の前の第２の
ＲＯＩパケットは、２にセットされているｒｏｉ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ［０］とともに０にセ
ットされているｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｒｏｉ＿ｍｉｎｕｓ１を有する（このことに
より、画像１８の左側の底の四半期で復号化順序の第３のタイルを意味している）。
【０２２９】
　第２の変形によれば、関心ＳＥＩメッセージの領域の構文は、図３２に示すようにする
ことができる。ここで、単一のＳＥＩメッセージのすべてのＲＯＩは、信号を送られる。
特に、上述のように図３１に関するのと同じ構文が使われるが、構文要素、ここでは見本
としてｎｕｍ＿ｒｏｉｓ＿ｍｉｎｕｓ１により信号を送られる数で、それぞれのＲＯＩ　
ＳＥＩメッセージまたはＲＯＩパケットが参照する多数のＲＯＩのそれぞれのＲＯＩのた
めの構文要素を乗算する。任意に、更なる構文要素、ここでは見本として、ｒｏｉ＿ｐｒ
ｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＿ｏｎ＿ｓｅｐａｒａｔｅ＿ｓｃｒｅｅｎは、それぞれのＲＯＩが
別々のスクリーンに示されることに適しているかどうかＲＯＩごとに示すことができる。
【０２３０】
　意味論的なものは、以下の通りとすることができる：
【０２３１】
　ｎｕｍ＿ｒｏｉｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、接頭辞スライスのＲＯＩまたは復号化順序を受け
継ぐ規則的なスライスの数を示す。
【０２３２】
　ｒｏｉ＿ｉｄ［ｉ］は、ｉ番目の関心領域の識別子を示す。
【０２３３】
　ｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙ［ｉ］は、復号化順序を受け継ぐために、ＳＥＩメッセージ
がサブピクチャ・レベルかアクセスユニットレベルのどちらで送られるかによって、接頭
辞スライスにおいてｉ番目の関心領域またはすべてのスライスに属するすべてのタイルの
優先度を示す。ｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙの値は、包括的に０～７の範囲であり、７は、
最高優先度を示す。両方とも、ｒｏｉ情報ＳＥＩメッセージのｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙ
およびサブピクチャ・タイル情報ＳＥＩメッセージのｔｉｌｅ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙが与え
られる場合、両方の最も高い値は個々のタイルの優先度にあてはまる。
【０２３４】
　ｎｕｍ＿ｔｉｌｅｓ＿ｉｎ＿ｒｏｉ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、ｉ番目の関心領域に属す
る復号化順序を受け継ぐ接頭辞スライスのタイルの数を示す。
【０２３５】
　ｒｏｉ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ［ｉ］［ｎ］は、復号化順序を受け継ぐ接頭辞スライスに対す
る関心のｉ番目の領域に属するｎ番目のタイルのｔｉｌｅ＿ｉｄを示す。
【０２３６】
　ｒｏｉ＿ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＿ｏｎ＿ｓｅｐｅｒａｔｅ＿ｓｃｒｅｅｎ［ｉ］は
、ｉ番目のｒｏｉ＿ｉｄに関連した関心領域が別々のスクリーン上のプレゼンテーション
に適していることを示す。
【０２３７】
　かくして、一時的に、今までに記載されている各種実施形態を要約すると、スライス・
レベル当たりのＮＡＬユニットヘッダに含まれるものを越えた更なる高水準構文アイテム
と同様にＳＥＩメッセージを適用できるようにする更なる高レベルの構文シグナル伝達戦
略が提示された。したがって、我々は、スライス接頭辞ＮＡＬユニットを解説した。スラ
イス接頭辞およびｓｌｉｃｅ＿ｌｅｖｅｌ／サブピクチャＳＥＩメッセージの構文および
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意味論は、低い遅延／サブピクチャＣＰＢ動作、タイル・シグナリングおよびＲＯＩシグ
ナリングのための使用事例とともに記載されていた。拡張した構文は、加えて、スライス
接頭辞の以下のスライスのスライス・ヘッダの信号部分に提示された。
【０２３８】
　完全性のために、図３３は、図１２～１４の実施例に従ってタイミング制御パケットの
ために使われることができる構文のための更なる実施例を示す。意味論は以下の通りであ
りえる：
【０２３９】
　現在のアクセスユニットの復号化順序の最後の復号化ユニットおよび復号化ユニット情
報ＳＥＩメッセージと関連した復号化ユニットの名目上のＣＰＢ時間との間に、クロック
サブティックを単位にして、ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｉｎ
ｃｒｅｍｅｎｔは、期間を特定する。アネックスＣで特定されるように、この値はＨＳＳ
のためのＣＰＢに復号化ユニットデータの到着の最も早い可能な時間を計算するためにも
用いられる。構文要素は、ビットの長さがｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿
ｉｎｃｒｅｍｅｎｔ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長コード
によって表される。復号化ユニット情報ＳＥＩメッセージと関連した復号化ユニットが現
在のアクセスユニットの最後の復号化ユニットであるときに、ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒ
ｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｉｎｃｒｅｍｅｎｔの値は０に等しい。
【０２４０】
　１に等しいｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは復
号化ユニット情報ＳＥＩメッセージのｐｉｃ＿ｓｐｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄ
ｅｌａｙ構文要素の存在を特定する。０に等しいｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａ
ｙ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは復号化ユニット情報ＳＥＩメッセージのｐｉｃ＿ｓｐｔ
＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙ構文要素の欠如を特定する。
【０２４１】
　ＳｕｂＰｉｃＨｒｄＦｌａｇが１に等しいときに、ｐｉｃ＿ｓｐｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐ
ｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙは画像のＤＰＢ出力時間を計算するために用いられる。それは、
ＣＰＢからアクセスユニットの最後の復号化ユニットの除去の後復号化画像がＤＰＢから
出力される前に、どれくらいのサブクロックティックを待つかについて特定する。ないと
きには、ｐｉｃ＿ｓｐｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙの値はｐｉｃ＿ｄｐ
ｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙに等しいと推測される。構文要素ｐｉｃ＿ｓｐｔ＿
ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙの長さは、ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｅｌａｙ
＿ｄｕ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によってビットにおいて与えられる。
【０２４２】
　同じアクセスユニットと関連する全ての復号化ユニット情報ＳＥＩメッセージが同じ動
作点に適用され、１に等しいｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙ＿ｐｒｅｓｅｎｔ
＿ｆｌａｇがｐｉｃ＿ｓｐｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙと同じ値を有す
ることが、ビットストリーム一致の要件である。出力タイミング同調デコーダから出力さ
れるいかなる画像のｐｉｃ＿ｓｐｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙにも由来
する出力時間は、復号化順序におけるいかなる次のＣＶＳのすべての画像のｐｉｃ＿ｓｐ
ｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿ｄｅｌａｙにも由来する出力時間に先行する。
【０２４３】
　この構文要素の値によって決められる画像アウトプット順序は、ＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎ
ｔＶａｌの値によって確立するのと同じ順序である。
【０２４４】
　復号化順序において、ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇが
１に等しいか１に等しいと認められるＩＲＡＰ画像に先行するため「バンピング」プロセ
スによって出力されない画像のために、ｐｉｃ＿ｓｐｔ＿ｄｐｂ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｄｕ＿
ｄｅｌａｙに由来する出力時間は、同じＣＶＳ内の全ての画像に対してＰｉｃＯｒｄｅｒ
ＣｎｔＶａｌの値の増加と共に増加している。ＣＶＳのいかなる２つの画像のためにも、
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ＳｕｂＰｉｃＨｒｄＦｌａｇが１に等しいときの２つの画像の出力時間の差は、ＳｕｂＰ
ｉｃＨｒｄＦｌａｇが０に等しいときの差と同一である。
【０２４５】
　さらに、図３４は、ＲＯＩパケットを用いてＲＯＩ領域の信号を送るための更なる実施
例を示す。図３４によれば、ＲＯＩパケットの構文は、そのスコープに属するいくつかの
ペイロード・パケット３２に符号化された画像の全てのサブポーションがＲＯＩに属する
かどうかを示す１つのフラグのみを含む。「スコープ」は、ＲＯＩパケットまたはｒｅｇ
ｉｏｎ＿ｒｅｆｒｅｓｈ＿ｉｎｆｏ　ＳＥＩメッセージの発生まで伸びる。フラグが１で
ある場合、領域はそれぞれの次のペイロード・パケットに符号化され、０である場合、逆
のものが適用される、すなわち、画像１８のそれぞれのサブポーションはＲＯＩ　６０に
属しない。
【０２４６】
　上述の実施例のいくつかを再度議論する前に、言い換えればタイル、スライス、ＷＰＰ
、サブストリーム、サブディビジョニングのような上で使用されているいくつかの言葉を
説明する前に、前記実施例のＨｉｇｈ　Ｌｅｖｅｌシグナリングがあるいは、例えば［３
－７］のような輸送仕様において定められることができる点に留意する必要がある。換言
すれば、前述のパケットおよび形成シーケンス３４は、いくらかがスライスのようなアプ
リケーションレイヤーのサブポーションを有する転送パケットであり、全体的にまたは断
片化されてそこにパケット化されるように包含され、いくらかは方法において後者と上述
のような目的との間で分散される。換言すれば、上述の分散型のパケットは、アプリケー
ションレイヤーのビデオ・コーデックに定義付けられるが、その代わりに転送プロトコル
に定義付けられた特別な転送パケットになることができる別のタイプのＳＥＩメッセージ
として定義付けられるように制限されない。
【０２４７】
　換言すれば、本願明細書の一態様によれば、前記実施例でビデオ内容の画像のサブポー
ション（符号化木ブロックまたはスライスを参照）を単位にしてその中で符号化されるビ
デオ内容を有するビデオ・データストリームがみられ、そして、各サブポーションがビデ
オ・データストリームのパケットのシーケンス（ＮＡＬユニット）の１つ以上のペイロー
ド・パケット（ＶＣＬ　ＮＡＬユニットを参照）にそれぞれ符号化され、パケットのシー
ケンスはアクセスユニットのシーケンスに分割され、それにより、各アクセスユニットは
ビデオ内容のそれぞれの画像に関するペイロード・パケットを集めて、パケットのシーケ
ンスがタイミング制御パケット（スライス接頭辞）をその中に分散し、それによりタイミ
ング制御パケットがアクセスユニットを復号化ユニットに再分割し、それにより少なくと
もいくつかのアクセスユニットは２つ以上の復号化ユニットに再分割され、各タイミング
制御パケットは復号化ユニットのためのデコーダバッファ検索時間、パケットのシーケン
スのそれぞれのタイミング制御パケットが続くペイロード・パケットの信号を送る。
【０２４８】
　上述の通り、ビデオ内容が画像のサブポーションを単位にするデータストリームに符号
化される領域は、例えば符号化モード（例えばイントラ・モード、インターモード、細別
情報など）のような前兆となる符号化、予測パラメータ（例えば、動きベクトル、外挿方
向等）および／または残余のデータ（例えば、変換係数等）に関する構文要素をカバーす
ることができ、これらの構文要素は、例えば、それぞれ、符号化ツリー・ブロック、予測
ブロックおよび残余の（例えば、変換等）ブロックのような画像のローカルポーションと
関係している。
【０２４９】
　上述の通り、ペイロード・パケットは、１つ以上のスライス（完全に、それぞれ）を各
々含むことができる。スライスは、それぞれに復号化可能でもよいかまたはその独立復号
化を妨げる相互関係を示すことができる。たとえば、エントロピー・スライスはそれぞれ
にエントロピー復号化可能であるが、スライス境界を越えた予測は禁止されることができ
る。従属するスライスは、ＷＰＰ処理、すなわち重なり合う時間に従属するスライスを並
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列に符号化／復号化する能力をもってスライス境界を越えてエントロピーおよび予測符号
化を用いるが、個々の従属するスライスおよび従属するスライスによって呼ばれるスライ
スの符号化／復号化の交互の開始の符号化／復号化を可能にすることができる。アクセス
ユニットのペイロード・パケットがそれぞれのアクセス装置の範囲内で配置される経時的
な命令は、前もってデコーダに知られていることができる。
【０２５０】
　アクセスユニットのペイロード・パケットがそれぞれのアクセスユニットの範囲内に配
置されている順序は、前もってデコーダに知られている。たとえば、符号化／復号化順序
は、例えば上記例の符号化ツリー・ブロックの中のスキャン順序などのようなサブポーシ
ョンの中で定められることができる。
【０２５１】
　例えば、以下の図を参照していただきたい。現在符号化／復号化画像１００は、図３５
および３６において、見本として画像１１０の四半部に対応し、参照符号１１２ａ～１１
２ｄで示されるタイルに分けられることができる。すなわち、全部の画像１１０は、図３
７の場合のような１つのタイルを形成することができるかまたは複数のタイルに分割され
ることができる。タイル分割は、タイルが列および行だけに配置される規則的なものに制
限されることができる。異なる実施例は、以下に示される。
【０２５２】
　見られるように、画像１１０は、更に符号化（ツリー）ブロック（図中の小さい箱で上
記でＣＴＢと呼ばれている）１１４に再分割され、その中で、符号化順序１１６が定めら
れる（ここでは、ラスタ・スキャン順序であるが、異なるものであってもよい）。タイル
１１２ａ～ｄへのブロック１１４の画像の再分割は、タイルがブロック１１４の互いに素
であるように制限されることができる。さらに、ブロック１１４およびタイル１１２ａ～
ｄは、列および行の規則的配列となるように制限されることができる。
【０２５３】
　タイル（すなわち１以上の）がある場合、符号化（復号化）順序１１６のラスタを最初
に完全なタイルをスキャンし、それから－ラスタ・スキャンタイル順序で－次のタイルに
タイル順序で推移する。
【０２５４】
　タイルは空間的な隣接から推測される空間予測および文脈選択によりタイル境界の非交
差のため互いに独立している符号化／復号化であるので、エンコーダ１０およびデコーダ
１２は、例えばタイル境界の交差が許されているインループまたはポストフィルタリング
を除いて、タイル１１２（元は７０で示された）に再分割された画像を互いに独立して並
列に符号化／復号化することができる。
【０２５５】
　画像１１０は、スライス１１８ａ～ｄ、１８０－元は参照符号２４で示されていた－に
更に再分割されることができる。スライスは、タイルの部分だけ、１つの完全なタイルま
たは複数のタイルを完全に含むことができる。このように、スライスへの分割は、図３５
のケースのようにタイルを再分割することもできる。各スライスは、完全に１つの符号化
ブロック１１４を含み、符号化順序１１６で連続的な符号化ブロック１１４から成り、そ
の結果、順序は図のインデックスが割り当てられたスライス１１８ａ～ｄの中で定められ
る。図３５～３７のスライス分割は、説明の便宜上選ばれたものである。タイル境界は、
データストリームにおいて信号を送った。画像１１０は、図３７に図示するように、単一
のタイルを形成することができる。
【０２５６】
　空間予測がタイル境界を横断して適用されないという点で、エンコーダ１０およびデコ
ーダ１２はタイル境界に従うように構成されることができる。文脈適応、すなわちさまざ
まなエントロピー（算術的）文脈の確率適応は、全てのスライスを通じて続けることがで
きる。しかしながら、スライス１１８ａ，ｂに関して図３６に示すように、スライスは－
符号化順序１１６に沿って－タイル境界線（スライスで内側にある場合）を横切るときは
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いつでも、スライスは、次に、各サブセクションの始まりを示しているポインタ（ｃ．ｐ
．ｅｎｔｒｙ＿ｐｏｉｎｔ＿ｏｆｆｓｅｔ）を含むスライスを有するサブセクション（サ
ブストリームまたはタイル）に再分割される。デコーダ―ループにおいて、フィルタは、
タイル境界を横切ることができる。このようなフィルタは、デブロッキング・フィルタ、
Ｓａｍｐｌｅ　Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｏｆｆｓｅｔ（ＳＡＯ）フィルタおよびＡｄａｐｔｉ
ｖｅ　ｌｏｏｐフィルタ（ＡＬＦ）の１つ以上を含むことができる。起動する場合、後者
はタイル／スライス境界を通じて適用されることができる。
【０２５７】
　各任意の第２のおよび以下のサブセクションは、次のサブセクションに始めに１つのサ
ブセクションの始まりからオフセットを示しているポインタを有するスライスの範囲内で
バイト整列されて配置されるそれらの始まりを有することができる。サブセクションは、
スキャン順序１１６のスライスの範囲内で配置される。図３８は、見本としてサブセクシ
ョン１１９iに再分割されている図３７のスライス１８０ｃを有する実施例を示す。
【０２５８】
　図に関して、タイルのサブパートを形成しているスライスがタイル１１２ａの行を有す
る端部でなければならないということではないことに注意されたい。例えば、図３７およ
び図３８のスライス１１８ａを参照。
【０２５９】
　以下の図は、上記の図３８の画像１１０と関連したアクセスユニットに関するデータス
トリームの典型的な部分を示す。ここで、各ペイロード・パケット１２２ａ～ｄ－以前参
照符号３２によって示された－は、見本として、単に１つのスライス１１８ａだけに適応
する。２つのタイミング制御パケット１２４ａ，ｂ－以前示されたそばに参照記号３６－
は、説明の便宜上アクセスユニット１２０に分散するとして示される：１２４ａはパケッ
ト順序１２６（復号化／符号化時間軸に対応する）のパケット１２２ａに先行し、１２４
ｂはパケット１２２ｃに先行する。したがって、アクセスユニット１２０は２つの復号化
ユニット１２８ａ，ｂ－以前参照符号３８によって示された－に分けられ、それの第１の
１つはパケット１２２ａ，ｂ（任意のフィルタデータパケット（それぞれ、第１および第
２のパケット１２２ａ，ｂに続く）およびＳＥＩパケットに続く任意のアクセスユニット
（第１のパケット１２２ａに先行する））から成り、それの第２の１つはパケット１１８
ｃ，ｄ（任意のフィルタデータパケット（それぞれ、パケット１２２ｃ，ｄに続く））か
ら成る。
【０２６０】
　上述のように、パケットのシーケンスの各パケットは、複数のパケット・タイプ（ｎａ
ｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ）から、正確に１つのパケット・タイプに割り当てられることが
できる。ペイロード・パケットおよびタイミング制御パケット（および、任意のフィルタ
データおよびＳＥＩパケット）は、例えば、異なるパケット・タイプのものである。パケ
ットのシーケンスの特定のパケット・タイプのパケットのインスタンス化は、特定の限界
に従属してもよい。これらの限界は、アクセス装置境界１３０ａ，ｂが検出可能であるよ
うに、各アクセスユニットの範囲内でパケットによって従われることになっているパケッ
ト・タイプ（図１７を参照）の中の順序を定めることができ、いかなる除去可能なパケッ
ト・タイプのパケットがビデオ・データストリームから除去される場合であっても、パケ
ットのシーケンス内の同じ位置に残る。たとえば、ペイロード・パケットは、除去不可能
なパケット・タイプのものである。しかしながら、タイミング制御パケット、フィルタデ
ータパケットおよびＳＥＩパケットは、上述のように、除去可能なパケット・タイプのも
のでもよい、すなわち、それらは、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットでもよい。
【０２６１】
　上記の実施例において、タイミング制御パケットは、ｓｌｉｃｅ＿ｐｒｅｆｉｘ＿ｒｂ
ｓｐ０の構文によって、上で明確に例証された。
【０２６２】
　このようなタイミング制御パケットの分散を用いて、エンコーダは、ビデオ内容の個々
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の画像を符号化する過程でデコーダ側でバッファ・スケジューリングを調整することを可
能にされる。たとえば、エンコーダは、端末間の遅延を最小化するためにバッファ・スケ
ジューリングを最適化することを可能にされる。この点に関しては、エンコーダは、ビデ
オ内容の個々の画像のためのビデオ内容の画像領域全体の符号化複合性の個々の配布を考
慮に入れることを可能にされる。特に、エンコーダは、パケットごとに（すなわち、現在
のパケットが終了するとすぐにそれは出力される）、パケット１２２、１２２ａ－ｄ、１
２２ａ－ｄ1-3のシーケンスを連続的に出力することができる。タイミング制御パケット
を用いて、エンコーダは、現在の画像のサブポーションのいくつかが残りのサブポーショ
ンを有するそれぞれのペイロード・パケットにすでに符号化されたが、まだ符号化されな
かった場合には、復号化側で時々バッファ・スケジューリングを調整することが可能であ
る。
【０２６３】
　したがって、パケットのシーケンスがアクセスユニットのシーケンスに分割され、各ア
クセスユニットがビデオ内容のそれぞれの画像に関連するペイロード・パケットを集める
ように、ビデオ・データストリームのパケットのシーケンス（ＮＡＬユニット）の１つ以
上のペイロード・パケット（ＶＣＬ　ＮＡＬユニット）にそれぞれ各サブポーションを符
号化することで、ビデオ内容の画像のサブポーションのユニット（符号化ツリー・ブロッ
ク、タイルまたはスライスを参照）のビデオ・データストリームのビデオ内容に符号化す
るためのエンコーダは、パケットのシーケンスにタイミング制御パケット（スパイス接頭
辞）を分散させるように構成され、それにより、タイミング制御パケットはアクセスユニ
ットを復号化ユニットに再分割し、それにより、少なくともいくつかのアクセスユニット
は複数の復号化ユニットに再分割され、各タイミング制御パケットは復号化ユニットのた
めに復号化バッファ検索時間の信号を送り、そのペイロード・パケットはパケットのシー
ケンスにおけるそれぞれのタイミング制御パケットに続く。
【０２６４】
　ちょうど概説されたビデオ・データストリームを受信しているいかなるデコーダも、タ
イミング制御パケットに含まれるスケジュール情報を利用するかどうかは自由である。し
かしながら、デコーダが情報を利用することができる間、コーデック・レベルに従ってい
るデコーダは示されたタイミングの後にデータを復号化することが可能でなければならな
い。利用される場合、デコーダはそのデコーダバッファを供給して、復号化ユニットを単
位にするそのデコーダバッファを空にする。「デコーダバッファ」は、上述のように、復
号化ピクチャ・バッファおよび／または符号化ピクチャ・バッファを含むことができる。
【０２６５】
　したがって、各アクセスユニットがビデオ内容のそれぞれの画像に関連するペイロード
・パケットを集めるように、ビデオ内容の画像のサブポーション（符号化ツリー・ブロッ
ク、タイルまたはスライスを参照）を単位にしてそこに符号化されるビデオ内容を有し、
各サブポーションがそれぞれビデオ・データストリームのパケットのシーケンス（ＮＡＬ
ユニット）の１つ以上のペイロード・パケット（ＶＣＬ　ＮＡＬユニットを参照）に符号
化されるビデオ・データストリームを復号化するためのデコーダは、アクセスユニットを
タイミング制御パケットで復号化ユニットに再分割したパケットのシーケンスに分散され
たタイミング制御パケットを探すように構成され、それにより、少なくともいくつかのア
クセスユニットは複数の復号化ユニットに分割され、各タイミング制御パケットから復号
化ユニットのためにデコーダバッファ検索時間を引き出し、そのペイロード・パケットは
パケットのシーケンスのそれぞれのタイミング制御パケットに続き、復号化ユニットのた
めのデコーダバッファ検索時間によって規定された時間で予定されたデコーダのバッファ
から復号化ユニットを検索する。
【０２６６】
　タイミング制御パケットを探すことは、このことにより含まれるＮＡＬユニットヘッダ
および構文要素を検査しているデコーダを含むことができる、すなわちｎａｌ＿ｕｎｉｔ
＿ｔｙｐｅである。後のフラグの値がいくつかの値に等しい場合、すなわち、上述の例で
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は、１２４である場合、現在検査されるパケットはタイミング制御パケットである。すな
わち、タイミング制御パケットは、ｓｕｂｐｉｃ＿ｔｉｍｉｎｇと同様に疑似コードｓｕ
ｂｐｉｃ＿ｂｕｆｆｅｒｉｎｇに関して上で説明される情報を含むかまたは伝達する。す
なわち、タイミング制御パケットは、デコーダのための最初のＣＰＢ除去遅延を伝達する
か特定し、またはそれぞれのデコーダユニットのＣＰＢからの除去の後、どれくらいのク
ロックが経過するかについて特定することができる。
【０２６７】
　意図せずに更にアクセスユニットを復号化ユニットに分割することなくタイミング制御
パケットの反復伝送を可能にするために、タイミング制御パケットの範囲内のフラグは、
現在のタイミング制御パケットがアクセスユニット内において符号化ユニットに再分割さ
れるかどうかの信号を明確に送る（復号化ユニットの始まりを示しているｄｅｃｏｄｉｎ
ｇ＿ｕｎｉｔ＿ｓｔａｒｔ＿ｆｌａｇ＝１および逆の状況の信号を送っているｄｅｃｏｄ
ｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｓｔａｒｔ＿ｆｌａｇ＝０を比較）。
【０２６８】
　タイル識別パケットがデータストリームに分散するという点で、分散型の復号化ユニッ
ト関連のタイル識別情報を使用する態様は分散型の復号化ユニット関連のタイミング制御
パケットを使用する態様と異なる。上述のタイミング制御パケットは加えて、データスト
リームに分散することができ、または、デコーダバッファ検索時間は共通に同じパケット
の範囲内で下に説明されたタイル識別情報とともに伝達される。したがって、上述のセク
ションにおいて前方に持ってこられる詳細が、以下の説明における問題を明らかにするた
めに使用されることができる。
【０２６９】
　上記の実施例から導き出せる本願明細書の更なる態様は、そこにおいて符号化されるビ
デオ内容を有するビデオ・データストリームを明らかにし、ビデオ内容の画像が空間的に
再分割するスライスを単位にして予測およびエントロピー符号化を用い、ビデオ内容の画
像が空間的に再分割されるタイルの内部に予測符号化および／またはエントロピー符号化
を制限するスライスの間で符号化順序を使用して、符号化順序におけるスライスのシーケ
ンスは符号化順序における符号化ビデオ・データストリームのスライスのシーケンスは、
符号化順序のビデオ・データストリームにおけるパケットのシーケンス（ＮＡＬユニット
）のパケットをペイロードにパケット化し、パケットのシーケンスはアクセスユニットの
シーケンスに分割され、その結果、各アクセスユニットはビデオ内容のそれぞれの画像に
関するスライスがパケット化されたペイロード・パケットを集め、パケットのシーケンス
は、パケットのシーケンスのそれぞれのタイル識別パケットの後に１つ以上のペイロード
・パケットにパケット化されたスライス（潜在的にたった１つの）によってすぐ覆われる
タイル（潜在的にたった１つの）を確認してそこへ分散するタイル識別パケットを有する
。
【０２７０】
　たとえば、すぐ前の図がデータストリームを示していることを参照されたい。パケット
１２４ａおよび１２４ｂは、現在タイル識別パケットを表す。明確なシグナリング（ｓｉ
ｎｇｌｅ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａｇ＝１を比較）によって、または、慣例につき、タイル識
別パケットは、直ちに続くペイロード・パケット１２２ａにパケット化されたスライスに
よって覆われるタイルを確認することができるだけである。あるいは、明確なシグナリン
グによって、または、慣例につき、タイル識別パケット１２４ａは、現在のアクセスユニ
ット１２０の端部１３０ｂのより初期のものまでパケットのシーケンスのそれぞれのタイ
ル識別パケット１２４ａの後に１つ以上のペイロード・パケットにパケット化されたスラ
イスによって覆われるタイルおよび、それぞれ、次の復号化ユニット１２８ｂを始めるこ
とを確認することができる。例えば、図３５を参照：各スライス１１８ａ－ｄ1-3が別に
それぞれのパケット１２２ａ－ｄ1-3へのパケット化である場合、復号化ユニットへの再
分割は、パケットが｛１２２ａ1-3｝および｛１２２ｂ1-3｝に従って３つの復号化ユニッ
トにグループ化されるようにされ、第３の復号化ユニットのパケット｛１２２ｃ1-3、１
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２２ｄ1―3｝にパケット化されるスライス｛１１８ｃ1-3、１１８ｄ1-3｝は例えばタイル
１１２ｃおよび１１２ｄを覆い、対応するスライス接頭辞は例えば完全な復号化ユニット
に言及するとき“ｃ”および“ｄ”、すなわちこれらのタイル１１２ｃおよび１１２ｄを
示す。
【０２７１】
　このように、更に下に記載のネットワークエンティティは、パケットのシーケンスの識
別パケットの直後の１つ以上のペイロード・パケットと各タイル識別パケットを関連させ
るために、この明確なシグナリングまたは慣例を使用することができる。識別が信号を送
られることができる方法は、疑似コードｓｕｂｐｉｃ＿ｔｉｌｅ＿ｉｎｆｏを経由して上
で見本として記載されていた。関連するペイロード・パケットは、「接頭辞スライス」と
して前述していた。当然、実施例は、変更されることができる。例えば、構文要素「ｔｉ
ｌｅ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙ」は、外されることができる。さらに、構文要素の中の順序は切
替えられることができ、そして、可能なビット長に関する記述子および構文要素の原則の
符号化は単に図示するだけである。
【０２７２】
　ビデオ・データストリームを受信するネットワークエンティティ（すなわち、そこにお
いて符号化されるビデオ内容を有するビデオ・データストリームを明らかにし、ビデオ内
容の画像が空間的に再分割するスライスを単位にして予測およびエントロピー符号化を用
い、ビデオ内容の画像が空間的に再分割されるタイルの内部に予測符号化および／または
エントロピー符号化を制限するスライスの間で符号化順序を使用して、符号化順序におけ
るスライスのシーケンスは、符号化順序のビデオ・データストリームにおけるパケットの
シーケンス（ＮＡＬユニット）のパケットをペイロードにパケット化し、パケットのシー
ケンスはアクセスユニットのシーケンスに分割され、その結果、各アクセスユニットはビ
デオ内容のそれぞれの画像に関するスライスがパケット化されたペイロード・パケットを
集め、パケットのシーケンスは、その中に分散するタイル識別パケットを有する）は、タ
イル識別パケットに基づいて、パケットのシーケンスのそれぞれのタイル識別パケットの
後に１つ以上のペイロード・パケットにスライス・パケット化によって覆われるタイルを
確認するように構成することができる。ネットワークエンティティは、伝送作業を決定す
るために、識別結果を使用することができる。たとえば、ネットワークエンティティは、
再生のための異なる優先度を有する異なるタイルを扱うことができる。たとえば、パケッ
ト損失の場合には、より高い優先度のタイルに関するそれらのペイロード・パケットは、
低い優先度のタイルに関するペイロード・パケット上を再伝送されることが好ましい。す
なわち、ネットワークエンティティは、より高い優先度のタイルに関する失われたペイロ
ード・パケットの再伝送を最初に要請することができる。単に（転送率に応じて）十分な
時間が残されているだけの場合には、ネットワークエンティティは、低い優先度のタイル
に関する失われたペイロード・パケットの再伝送を要請することに移る。しかしながら、
ネットワークエンティティは、特定のタイルに関するタイルまたはペイロード・パケット
を異なるスクリーンに割り当てることが可能であるプレイバックユニットでもよい。
【０２７３】
　分散型の関心領域情報を使用する態様に関して、以下のＲＯＩパケットが上述したタイ
ミング制御パケットおよび／またはタイル識別パケットによって、スライス接頭辞に関し
て上述したように共通のパケットの範囲内でその情報内容を結合することによっても、ま
たは、別々のパケットの形で共存することができる点に留意する必要がある。
【０２７４】
　上記の通りに分散型の関心領域情報を使用する態様で、換言すれば、ビデオ・データス
トリームはそこにおいて予測およびエントロピー符号化を用いて符号化されるビデオ内容
を有し、スライスの間の符号化順序を用いて、ビデオ内容の画像が空間的に分割され、ビ
デオ内容の画像が分割されるタイルの内部への予測符号化の予測および／またはエントロ
ピー符号化を制限し、符号化順序のスライスのシーケンスが、符号化順序のビデオ・デー
タストリームのパケットのシーケンス（ＮＡＬユニット）のペイロード・パケットにパケ
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ット化され、各アクセスユニットがビデオ内容のそれぞれの画像に関するスライスをそこ
へパケット化されたペイロード・パケットを集めるようにパケットのシーケンスはアクセ
スユニットのシーケンスに分割され、パケットのシーケンスは、それぞれ、画像のＲＯＩ
に属する画像のタイルを確認してそこに分散するＲＯＩパケットを有する。
【０２７５】
　ＲＯＩパケットに関して、類似のコメントは、タイル識別パケットに関して以前に与え
られているそれらとして有効である：ＲＯＩパケットは、単にそれぞれのＲＯＩパケット
がそれが「接頭辞スライス」に関して上述したように１つ以上のペイロード・パケットに
直ちに先行するために関連する１つ以上のペイロード・パケットに含まれるスライスによ
って覆われるそれらのタイルの中だけの画像のＲＯＩに属する画像のタイルを確認するこ
とができる。
【０２７６】
　ＲＯＩパケットは、これらのＲＯＩ（ｃ．ｐ．ｎｕｍ＿ｒｏｉｓ＿ｍｉｎｕｓ１）の各
々のための関連するタイルを確認することに関する前に置かれたスライスにつき複数のＲ
ＯＩを確認することを可能にすることができる。それから、ＲＯＩごとに、優先度（ｃ．
ｐ．ｒｏｉ＿ｐｒｉｏｒｉｔｙ［ｉ］）に関してＲＯＩをランク付けすることを可能にす
る優先度が送信されることができる。ビデオの画像シーケンスの間、時間とともにＲＯＩ
の「追跡」を可能にするために、ＲＯＩパケットに示されるＲＯＩが画像の境界を越えて
／全域で、すなわち時間とともに（ｃ．ｐ．ｒｏｉ＿ｉｄ［ｉ］）、互いに関連するよう
に、各ＲＯＩは、ＲＯＩインデックスによってインデックスを付けられるようにすること
ができる。
【０２７７】
　ビデオ・データストリームを受信するネットワークエンティティ（すなわち、ビデオ・
データストリームはそこにおいて予測およびエントロピー符号化を用いて符号化されるビ
デオ内容を有し、スライスの間の符号化順序を用いて、ビデオ内容の画像が空間的に分割
され、ビデオ内容の画像が分割されるタイルの内部への予測符号化の予測を制限し、符号
化順序のスライスのシーケンスが、符号化順序のビデオ・データストリームのパケットの
シーケンス（ＮＡＬユニット）のペイロード・パケットにパケット化され、各アクセスユ
ニットがビデオ内容のそれぞれの画像に関するスライスをそこへパケット化されたペイロ
ード・パケットを集めるようにパケットのシーケンスはアクセスユニットのシーケンスに
分割される）は、タイル識別パケットに基づいて、画像のＲＯＩに属するタイルを覆うス
ライスをパケット化しているパケットを確認するように構成される。
【０２７８】
　ネットワークエンティティは、タイル識別パケットに関して前述したように前のセクシ
ョンにおいて同様の方法のＲＯＩパケットによって伝達される情報を利用することができ
る。以前のセクションと同様に現在のセクションに関して、上述のようにデータストリー
ムにおいて明確に信号を送り、または慣例によりエンコーダまたはデコーダに知られる画
像におけるタイルの位置に関して、単に、画像のスライスのスライス順序を調査すること
により、およびこれらのスライスが覆う現在の画像の部分の進捗を調査することにより、
単に以下によって、例えばＭＡＮＥまたはデコーダなどのようないかなるネットワークエ
ンティティもどのタイルが現在検査されるペイロード・パケットのスライスによって覆わ
れるかについて確認することが可能な点に留意する必要がある。あるいは、各スライス（
スキャン順序の画像で第１のものを除いて）は、デコーダがスライス順序の方向へのこの
第１の符号化ブロックから各スライス（その再建）を画像に配置することができるように
、それが（同じ符号）を参照する第１の符号化ブロック（例えばＣＴＢ）の表示／インデ
ックス（符号化ツリー・ブロックを単位にして測定されるｓｌｉｃｅ＿ａｄｄｒｅｓｓ）
を備えていることができる。したがって、後のタイル識別パケットによって伝達されるイ
ンデックスが１以上の差で以前のものと異なる場合、それらの２つのタイル識別パケット
間のペイロード・パケットがその間でタイル・インデックスを有するタイルをカバーする
ことに従って次のタイル識別パケットに遭遇すると、即座に、ネットワークエンティティ
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に対して明らかになるので、上述したタイル情報パケットが単にそれぞれのタイル識別パ
ケットの後に付随する１つ以上のペイロード・パケットのスライスを含む第１のタイル（
ｆｉｒｓｔ＿ｔｉｌｅ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｐｒｅｆｉｘｅｄ＿ｓｌｉｃｅｓ）のインデックス
から成るだけである場合、それは十分でありえる。スライスが符号化ブロックの中のこの
ラスタ・スキャン順序に沿ってスライス順序に従って各々に続くので、上記したように、
細別および符号化ブロック細別が、例えば、ラスタ・スキャン順序を有する行／列－型の
細別に基づいてある両方のタイルがいずれが、例えばタイルおよび符号化ブロック行型、
すなわちこのラスタ・スキャン順序のタイル・インデックス増加であるかについてそれら
の間で定められる場合、これは真である。
【０２７９】
　上述の実施例から導き出される上述の信号を送るパケット化された分散型のスライス・
ヘッダの態様は、記載した前記実施例から導き出せる上述した態様またはいかなるそれら
の組み合わせのいずれか１つとでも結合可能である。前に明確に記載されたスライス接頭
辞は、例えば、バージョン２によってすべてのこれらの態様を統一する。現在の態様の効
果は、それらが前に置かれたスライス／ペイロード・パケットに対して外の自己充足的な
パケットにおいて伝えられるように、より容易にスライス・ヘッダデータをネットワーク
エンティティに利用できるようにする可能性であり、そして、スライス・ヘッダデータの
反復伝送は可能にされる。
【０２８０】
　したがって、本願明細書の更なる態様はパケット化および分散型のスライス・ヘッダ・
シグナリングの態様であって、換言すれば、ビデオ内容の画像のサブポーション（符号化
ツリー・ブロックまたはスライスを参照）を単位にしてその中で符号化されるビデオ内容
を有するビデオ・データストリームを公開するとみなされることができ、各サブポーショ
ンがビデオ・データストリームのパケットのシーケンス（ＮＡＬユニット）の１つ以上の
ペイロード・パケット（ＶＣＬ　ＮＡＬユニットを参照）に符号化され、パケットのシー
ケンスは各アクセスユニットがビデオ内容のそれぞれの画像に関するペイロード・パケッ
トを集めるようにアクセスユニットのシーケンスに分割され、パケットのシーケンスは、
そこへ、パケットのシーケンスのそれぞれのスライス・ヘッダ・パケットに続く１つ以上
のペイロード・パケット間の、および欠けているスライス・ヘッダデータを伝達している
スライス・ヘッダ・パケット（スライス接頭辞）を分散させた。
【０２８１】
　ビデオ・データストリーム（すなわち、ビデオ内容の画像のサブポーション（符号化ツ
リー・ブロックまたはスライスを参照）を単位にしてその中で符号化されるビデオ内容を
有するビデオ・データストリームを公開するとみなされることができ、各サブポーション
がビデオ・データストリームのパケットのシーケンス（ＮＡＬユニット）の１つ以上のペ
イロード・パケット（ＶＣＬ　ＮＡＬユニットを参照）に符号化され、パケットのシーケ
ンスは各アクセスユニットがビデオ内容のそれぞれの画像に関するペイロード・パケット
を集めるようにアクセスユニットのシーケンスに分割され、パケットのシーケンスは、そ
こへスライス・ヘッダ・パケットを分散させた）を受信するネットワークエンティティは
、スライス・ヘッダ・パケットのスライス・ヘッダデータから引き出されるパケットのス
ライスのためのペイロードデータに沿って、およびパケットのシーケンスのそれぞれのス
ライス・ヘッダ・パケットに続くが、１つ以上のペイロード・パケットが続くスライス・
ヘッダ・パケットから引き出されるスライス・ヘッダを適用する１つ以上のペイロード・
パケットのためのスライス・ヘッダをスキッピング、読み込みを行って、スライス・ヘッ
ダを読むように構成される。
【０２８２】
　上述した態様に関して本当であったので、パケットここではスライス・ヘッダ・パケッ
トは、ＭＡＮＥまたはデコーダのようないかなるネットワークエンティティも、復号化ユ
ニットの始まりまたはそれぞれのパケットによって前に置かれる１つ以上のペイロード・
パケットの実行の始まりに指示する機能を有することもできる。したがって、現在の態様
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に従うネットワークエンティティは、スライス・ヘッダを読むことがｄｅｃｏｄｉｎｇ＿
ｕｎｉｔ＿ｓｔａｒｔ＿ｆｌａｇと結合してこのパケット、すなわち、ｓｉｎｇｌｅ＿ｓ
ｌｉｃｅ＿ｆｌａｇの上述した構文要素に基づいて、例えば、スキップされなければなら
ないペイロード・パケットを確認することができ、その中で、後のフラグは、上述のよう
に、復号化ユニットの範囲内で特定のスライス・ヘッダ・パケットのコピーの再伝送を可
能にする。たとえば、１つの復号化ユニットの範囲内のスライスのスライス・ヘッダがス
ライスのシーケンスに沿って変化することができるので、これは役立ち、したがって、復
号化ユニットの初めのスライス・ヘッダ・パケットが（１に等しく）設定されるｄｅｃｏ
ｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｓｔａｒｔ＿ｆｌａｇを有することができると共に、その間に配置
されるスライス・ヘッダ・パケットは設定されないこのフラグを有することができ、いか
なるネットワークエンティティも新しい復号化ユニットを始めることとして不正にこのス
ライス・ヘッダ・パケットの発生を読み取ることを防止する。
【０２８３】
　いくつかの態様が装置の前後関係に記載されていたにもかかわらず、これらの態様も対
応する方法の説明を表すことは明らかであり、ブロックまたは装置は、方法ステップまた
は方法ステップの特徴に対応する。同様に、方法ステップの前後関係に記載されている態
様は、対応する装置の対応するブロックまたは部材または特徴の説明を表す。いくつかの
または全ての方法のステップは、ハードウェア装置、例えばマイクロプロセッサ、プログ
ラム可能なコンピュータまたは電子回路（を用いること）によって実行されることができ
る。いくつかの実施形態では、最も重要な方法ステップの一つ以上は、この種の装置によ
って実行されることができる。
【０２８４】
　発明のビデオ・データストリームは、デジタル記憶媒体に保存されることができ、また
はワイヤレス伝送媒体またはインターネットなどの有線の伝送媒体のような伝送媒体上に
送信されることができる。
【０２８５】
　特定の実施要件に応じて、本発明の実施例は、ハードウェアにおいて、または、ソフト
ウェアで実施されることができる。実施はその上に格納される電子的に読み込み可能な制
御信号を有するデジタル記憶媒体、例えばフレキシブルディスク、ＤＶＤ、ブルーレイ、
ＣＤ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭまたはフラッシュメモリを使用して
実行されることができ、それぞれの方法が実行されるように、それはプログラム可能なコ
ンピュータシステムと協働する（または協働することができる）。したがって、デジタル
記憶媒体は、計算機可読でもよい。
【０２８６】
　本発明によるいくつかの実施例は、本願明細書において記載されている方法のうちの１
つが実行されるように、プログラム可能なコンピュータシステムと協働することができる
、電子的に読み込み可能な制御を有するデータキャリアは信号を有するデータキャリアを
含む。
【０２８７】
　通常、本発明の実施例は、コンピュータ・プログラム製品がコンピュータで動くときに
、プログラムコードが方法のうちの１つを実行するための実施プログラムコードを有する
コンピュータ・プログラム製品として実施されることができる。プログラムコードは、例
えば、機械読み取り可読キャリアに格納されることができる。
【０２８８】
　他の実施例は、本願明細書において記載されていて、機械読み取り可読キャリアに格納
される方法のうちの１つを実行するためのコンピュータプログラムを含む。
【０２８９】
　換言すれば、発明の方法の実施例は、従って、コンピュータプログラムがコンピュータ
で動くとき、本願明細書において記載されている方法のうちの１つを実行するためのプロ
グラムコードを有するコンピュータプログラムである。
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【０２９０】
　発明の方法の更なる実施例は、従って、その上に記録されて、本願明細書において記載
されている方法のうちの１つを実行するためのコンピュータプログラムから成っているデ
ータキャリア（またはデジタル記憶媒体またはコンピュータ可読媒体）である。データキ
ャリア、デジタル記憶媒体または記録媒体は、典型的には有形でおよび／または非移行で
ある。
【０２９１】
　発明の方法の更なる実施例は、従って、本願明細書において記載されている方法のうち
の１つを実行するためのコンピュータプログラムを表しているデータストリームまたは信
号のシーケンスである。データストリームまたは信号のシーケンスは、データ通信接続、
例えばインターネットを介して転送されるように構成されることができる。
【０２９２】
　更なる実施例は、本願明細書の方法の１つを実行するために適用されるように構成され
る処理手段、例えばコンピュータまたはプログラム可能な論理装置を含む。
【０２９３】
　更なる実施例は、本願明細書において記載されている方法のうちの１つを実行するため
のコンピュータプログラムをインストールしたコンピュータを含む。
【０２９４】
　本発明による更なる実施例は、レシーバに本願明細書において記載されている方法のう
ちの１つを実行するためのコンピュータプログラムを伝達する（例えば、電子的に、また
は、光学的に）ように構成される装置またはシステムを含む。レシーバは、例えば、コン
ピュータ、モバイル機器、メモリデバイス等でもよい。装置またはシステムは、例えば、
コンピュータプログラムを受取人に譲渡するためのファイル・サーバを含む。
【０２９５】
　いくつかの実施形態では、プログラム可能な論理装置（例えばフィールド・プログラム
可能なゲート・アレイ）は、本願明細書において記載されている方法の機能のいくらかま
たは全てを実行するために用いることができる。いくつかの実施形態では、フィールド・
プログラム可能なゲート・アレイは、本願明細書において記載されている方法のうちの１
つを実行するために、マイクロプロセッサと協働することができる。通常、方法は、いか
なるハードウェア装置によっても好ましくは実行される。
【０２９６】
　上記した実施例は、本発明の原理のために、単に図示するだけである。
配置の修正変更および本願明細書において記載されている詳細が他の当業者にとって明ら
かであるものと理解される。
したがって、間近に迫った特許クレームの範囲だけによって制限されることが意図すると
ころであり、本願明細書において実施例の説明および説明として示される具体的な詳細だ
けによって制限されることは意図していないところである。
【０２９７】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月3日(2018.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ・データストリームにビデオ内容を、前記ビデオ内容の画像のサブポーション単
位で符号化するためのエンコーダであって、前記エンコーダは、
　各サブポーションを前記ビデオ・データストリームのパケットのシーケンスの１つ以上
のペイロード・パケットに符号化し、前記パケットのシーケンスは、アクセスユニットの
シーケンスに分割され、各アクセスユニットは前記ビデオ内容のそれぞれの画像に関連す
る前記ペイロード・パケットに関連付けられ、
　タイミング制御パケットを、前記タイミング制御パケットがアクセスユニットのうちの
少なくとも１つを複数の復号化ユニットに再分割するように、パケットのシーケンスに分
散させるように構成され、各タイミング制御パケットは、複数の復号化ユニットのうちの
対応する１つに関連付けられ、前記対応する復号化ユニットのためのデコーダバッファ検
索時間をシグナリングし、その前記ペイロード・パケットは、前記パケットのシーケンス
において、それぞれの前記タイミング制御パケットに後続し、
　前記パケットのシーケンスは異なるタイプのＳＥＩパケットを含み、
　前記パケットのシーケンスはそれぞれ、前記各パケットのパケット・ヘッダにパケット
・タイプフィールドを含み、前記パケット・タイプフィールドの内容は、前記ペイロード
・パケットと前記タイミング制御パケットとの間で異なっていて、前記ペイロード・パケ
ットと前記タイミング制御パケットが異なるパケット・タイプとなるようになっており、
前記ペイロード・パケットは除去不可能なパケット・タイプであり、前記タイミング制御
パケットは除去可能なパケット・タイプであり、
　前記各ＳＥＩパケットのそれぞれはＳＥＩパケット・タイプフィールドを含み、タイミ
ング制御パケットのＳＥＩパケット・タイプフィールドの内容は、別のＳＥＩパケット・
タイプの内容とは異なる、エンコーダ。
【請求項２】
　前記サブポーションが、スライスであり、各ペイロード・パケットが１つ以上のスライ
スを含む、請求項１に記載のエンコーダ。
【請求項３】
　前記スライスは、個別に復号化可能なスライスと、ＷＰＰ処理のために、スライス境界
を越えたエントロピーおよび予測復号化を用いた復号化が可能な従属スライスとを含む、
請求項２に記載のエンコーダ。
【請求項４】
　前記パケットのシーケンスにおける複数の前記パケット・タイプのパケットの出現には
所定の制限が課され、いずれかの除去可能なパケット・タイプが前記ビデオ・データスト
リームから除去されても、前記パケットのシーケンスの範囲内の同じ位置に止まり、前記
制限は前記パケットが各アクセスユニット内で従うべき順序を規定し、前記制限が、制限
されるインスタンスを検出することによって、前記制限を使用してアクセスユニットの境
界を検出することができる、請求項１に記載のエンコーダ。
【請求項５】
　前記エンコーダは、前記ビデオ内容の現在の画像を符号化する間に、
　現在の画像の現在のサブポーションを現在の復号化ユニットの現在のペイロード・パケ
ットに符号化し、
　前記ビデオ・データストリームの範囲内で、現在のタイミング制御パケットを接頭辞と
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する前記現在の復号化ユニットを送信すると共に、前記現在のタイミング制御パケットに
よってシグナリングされるデコーダバッファ検索時間を第１の時間的瞬間に設定し、
　前記現在の画像の更なるサブポーションを、前記第１の時間的瞬間よりも遅い第２の時
間的瞬間に符号化するように構成される、請求項１に記載のエンコーダ。
【請求項６】
　ビデオ・データストリームにビデオ内容を、前記ビデオ内容の画像のサブポーション単
位で符号化するための方法であって、前記方法は、
　各サブポーションを前記ビデオ・データストリームのパケットのシーケンスの１つ以上
のペイロード・パケットに符号化するステップであって、前記パケットのシーケンスはア
クセスユニットのシーケンスに分割され、各アクセスユニットは前記ビデオ内容のそれぞ
れの画像に関連する前記ペイロード・パケットに関連付けられている、ステップと、
　タイミング制御パケットを、前記タイミング制御パケットが前記アクセスユニットのう
ちの少なくとも１つを複数の復号化ユニットに再分割するように、パケットのシーケンス
に分散させるステップであって、各タイミング制御パケットは、複数の復号化ユニットの
うちの対応する１つに関連付けられ、前記対応する復号化ユニットのためのデコーダバッ
ファ検索時間をシグナリングし、その前記ペイロード・パケットは、前記パケットのシー
ケンスにおいて、それぞれの前記タイミング制御パケットに後続するステップを含み、
　前記パケットのシーケンスは異なるタイプのＳＥＩパケットを含み、
　前記パケットのシーケンスはそれぞれ、前記各パケットのパケット・ヘッダにパケット
・タイプフィールドを含み、前記パケット・タイプフィールドの内容は、前記ペイロード
・パケットと前記タイミング制御パケットとの間で異なっていて、前記ペイロード・パケ
ットと前記タイミング制御パケットが異なるパケット・タイプとなるようになっており、
前記ペイロード・パケットは除去不可能なパケット・タイプであり、前記タイミング制御
パケットは除去可能なパケット・タイプであり、
　前記各ＳＥＩパケットのそれぞれはＳＥＩパケット・タイプフィールドを含み、タイミ
ング制御パケットのＳＥＩパケット・タイプフィールドの内容は、別のＳＥＩパケット・
タイプの内容とは異なる、方法。
【請求項７】
　ビデオ内容の画像のサブポーション単位で符号化されている前記ビデオ内容を含むビデ
オ・データストリームを復号化するためのデコーダであって、各サブポーションは前記ビ
デオ・データストリームのパケットのシーケンスの１つ以上のペイロード・パケットにそ
れぞれ符号化され、前記パケットのシーケンスはアクセスユニットのシーケンスに分割さ
れ、各アクセスユニットは前記ビデオ内容のそれぞれの画像に関連する前記ペイロード・
パケットに関連付けられ、前記デコーダは、前記ビデオ・データストリームをバッファ処
理するためのバッファまたは前記ビデオ・データストリームの復号化することでそこから
取得した前記ビデオ内容の再構築を含み、前記デコーダは、
　前記パケットのシーケンスに分散されているタイミング制御パケットを探し、
　前記アクセスユニットのうちの少なくとも１つを前記探されたタイミング制御パケット
に基づいて複数の復号化ユニットに再分割するように構成され、前記各タイミング制御パ
ケットは、複数の復号化ユニットのうちの対応する１つに関連付けられ、前記対応する復
号化ユニットのためのデコーダバッファ検索時間をシグナリングし、前記対応するタイミ
ング制御パケットが示すデコーダバッファ検索時間に従って前記バッファから前記複数の
復号化ユニットの前記ペイロード・パケットを検索し、
　前記パケットのシーケンスは異なるタイプのＳＥＩパケットを含み、
　前記パケットのシーケンスはそれぞれ、前記各パケットのパケット・ヘッダにパケット
・タイプフィールドを含み、前記パケット・タイプフィールドの内容は、前記ペイロード
・パケットと前記タイミング制御パケットとの間で異なっていて、前記ペイロード・パケ
ットと前記タイミング制御パケットが異なるパケット・タイプとなるようになっており、
前記ペイロード・パケットは除去不可能なパケット・タイプであり、前記タイミング制御
パケットは除去可能なパケット・タイプであり、
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　前記各ＳＥＩパケットのそれぞれはＳＥＩパケット・タイプフィールドを含み、タイミ
ング制御パケットのＳＥＩパケット・タイプフィールドの内容は、別のＳＥＩパケット・
タイプの内容とは異なる、デコーダ。
【請求項８】
　前記デコーダは、前記タイミング制御パケットを探す際に、構文要素部を示すパケット
・タイプを各パケット内で検査し、構文要素部を示すパケット・タイプの値が所定の値と
等しければ、前記各パケットをタイミング制御パケットとして認めるように構成される、
請求項７に記載のデコーダ。
【請求項９】
　ビデオ内容の画像のサブポーション単位で符号化された前記ビデオ内容を含むビデオ・
データストリームを復号化するための方法であって、各サブポーションは前記ビデオ・デ
ータストリームのパケットのシーケンスの１つ以上のペイロード・パケットにそれぞれ符
号化され、前記パケットのシーケンスはアクセスユニットのシーケンスに分割され、各ア
クセスユニットは前記ビデオ内容のそれぞれの画像に関連する前記ペイロード・パケット
に関連付けられ、前記方法は、前記ビデオ・データストリームをバッファ処理するための
バッファまたは前記ビデオ・データストリームの復号化によりそこから取得した前記ビデ
オ内容の再構築を用い、前記方法は、
　前記パケットのシーケンスに分散されているタイミング制御パケットを探すステップと
、
　前記アクセスユニットのうちの少なくとも１つを前記探されたタイミング制御パケット
に基づいて複数の復号化ユニットに再分割するステップであって、前記各タイミング制御
パケットは複数の復号化ユニットのうちの対応する１つに関連付けられ、前記対応する復
号化ユニットのためのデコーダバッファ検索時間をシグナリングするステップと、
　前記対応するタイミング制御パケットが示すデコーダバッファ検索時間に従って前記バ
ッファから前記複数の復号化ユニットの前記ペイロード・パケットを検索するステップを
含み、
　前記パケットのシーケンスは異なるタイプのＳＥＩパケットを含み、
　前記パケットのシーケンスはそれぞれ、前記各パケットのパケット・ヘッダにパケット
・タイプフィールドを含み、前記パケット・タイプフィールドの内容は、前記ペイロード
・パケットと前記タイミング制御パケットとの間で異なっていて、前記ペイロード・パケ
ットと前記タイミング制御パケットが異なるパケット・タイプとなるようになっており、
前記ペイロード・パケットは除去不可能なパケット・タイプであり、前記タイミング制御
パケットは除去可能なパケット・タイプであり、
　前記各ＳＥＩパケットのそれぞれはＳＥＩパケット・タイプフィールドを含み、タイミ
ング制御パケットのＳＥＩパケット・タイプフィールドの内容は、別のＳＥＩパケット・
タイプの内容とは異なる、方法。
【請求項１０】
　ビデオ内容の画像のサブポーション単位で符号化された前記ビデオ内容を含むビデオ・
データストリームを伝送するための方法であって、各サブポーションはビデオ・データス
トリームのパケットのシーケンスの１つ以上のペイロード・パケットにそれぞれ符号化さ
れ、前記パケットのシーケンスはデコーダで復号化するためのアクセスユニットのシーケ
ンスに分割され、各アクセスユニットは前記ビデオ内容のそれぞれの画像に関連する前記
ペイロード・パケットに関連付けられ、前記方法は、
　前記パケットのシーケンスに分散されているタイミング制御パケットを探すステップと
、
　前記アクセスユニットのうちの少なくとも１つを前記探されたタイミング制御パケット
に基づいて複数の復号化ユニットに再分割するステップであって、前記各タイミング制御
パケットは複数の復号化ユニットのうちの対応する１つに関連付けられ、前記対応する復
号化ユニットのためのデコーダバッファ検索時間をシグナリングするステップと、
　各タイミング制御パケットから、前記対応する復号化ユニットのための前記デコーダバ
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ッファ検索時間を引き出すステップであって、そのペイロード・パケットは前記パケット
のシーケンスにおいて前記各タイミング制御パケットに後続する、ステップと、
　前記復号化ユニットのデコーダバッファ検索時間に依存して前記ビデオ・データストリ
ームの伝送を実行するステップを含み、
　前記パケットのシーケンスは異なるタイプのＳＥＩパケットを含み、
　前記パケットのシーケンスはそれぞれ、前記各パケットのパケット・ヘッダにパケット
・タイプフィールドを含み、前記パケット・タイプフィールドの内容は、前記ペイロード
・パケットと前記タイミング制御パケットとの間で異なっていて、前記ペイロード・パケ
ットと前記タイミング制御パケットが異なるパケット・タイプとなるようになっており、
前記ペイロード・パケットは除去不可能なパケット・タイプであり、前記タイミング制御
パケットは除去可能なパケット・タイプであり、
　前記各ＳＥＩパケットのそれぞれはＳＥＩパケット・タイプフィールドを含み、タイミ
ング制御パケットのＳＥＩパケット・タイプフィールドの内容は、別のＳＥＩパケット・
タイプの内容と異なる、方法。
【請求項１１】
　コンピュータ上で動作するときに、請求項６に記載の方法を実行するためのプログラム
コードを含むコンピュータプログラムを記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１２】
　コンピュータ上で動作するときに、請求項９に記載の方法を実行するためのプログラム
コードを含むコンピュータプログラムを記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１３】
　コンピュータ上で動作するときに、請求項１０に記載の方法を実行するためのプログラ
ムコードを含むコンピュータプログラムを記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体。
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